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近
江
三
上
の
宮
座
に
み
る
歴
史
と
伝
承

真
野
純
子

﹇
論
文
要
旨
﹈

は
じ
め
に

❶
御
上
神
社
の
祭
祀
と
秋
の
神
事

❷
芝
原
式
の
構
成

❸
公
文
の
存
在

❹
座
の
あ
り
か
た

ま
と
め

滋
賀
県
野
洲
市
三
上
の
ず
い
き
祭
り
は
宮
座
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
公
文
と
座
を
訴

訟
文
書
や
伝
承
記
録
な
ど
か
ら
検
証
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
芝
原
式
の
儀
礼
の
な
か
に
何
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
の
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

ず
い
き
祭
り
で
は
、
長
之
家
・
東
・
西
の
三
組
か
ら
頭
人
が
上
座
・
下
座
の
二
人
ず
つ
で
て

（
一
九
五
一
年
か
ら
は
長
之
家
は
一
人
）、
ず
い
き
神
輿
・
花
び
ら
餅
の
神
饌
を
準
備
し
、
東
と
西
の

頭
人
は
芝
原
式
で
の
相
撲
役
を
身
内
か
ら
だ
し
て
奉
仕
す
る
。
そ
れ
ら
頭
人
を
選
出
す
る
の
は
、
各

組
に
一
人
ず
つ
い
る
公
文
の
役
目
で
あ
る
。
公
文
は
家
筋
で
固
定
し
、
各
組
（
座
）
で
お
こ
な
う
頭

渡
し
だ
け
で
な
く
、
芝
原
式
に
た
ち
あ
い
、
実
質
上
、
そ
れ
ら
を
差
配
し
て
い
る
。

芝
原
式
の
儀
礼
に
は
、
公
文
か
ら
総
公
文
へ
の
頭
人
差
定
状
の
提
出
、
花
び
ら
籠
（
犂
耕
で
の
牛

の
口
輪
）
と
い
う
直
截
な
勧
農
姿
勢
、
猿
田
彦
を
と
お
し
て
授
け
ら
れ
る
神
の
息
吹
と
い
っ
た
中
世

の
世
界
観
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
公
文
・
政
所
と
い
う
用
語
の
使
わ
れ
方
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し

た
う
え
で
、
中
近
世
移
行
期
で
の
公
文
・
政
所
を
特
定
し
た
。
彼
ら
が
訴
訟
や
年
貢
の
収
納
事
務
に

た
ず
さ
わ
り
、
文
書
を
保
管
す
る
職
務
に
つ
い
て
い
た
こ
と
、
在
地
の
地
主
層
で
下
人
を
抱
え
る
殿

衆
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

長
之
家
は
庁
屋
を
、
東
と
西
は
神
前
の
芝
原
に
座
る
方
角
を
さ
し
て
い
る
も
の
の
、
公
文
の
考
察

か
ら
、
相
撲
神
事
の
編
成
が
荘
園
の
収
納
機
構
と
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
長
之
家
は
御
上
神
社
社

領
、
東
は
三
上
庄
、
西
は
三
上
庄
内
の
散
所
を
原
点
に
出
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

神
事
再
興
の
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
以
来
、
頭
人
に
は
下
人
、
入
り
び
と
を
も
含
む
た
め
、
開

放
的
な
宮
座
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
屋
敷
を
基
準
に
頭
人
を
選
定
し
て
い
く
公
事
の
や
り
方

で
あ
り
、
神
事
に
は
相
当
な
負
担
が
強
い
ら
れ
た
。
三
上
庄
の
実
質
的
管
理
責
任
者
で
あ
る
公
文
が

頭
人
を
差
定
し
て
、
そ
の
頭
人
に
神
饌
や
ら
相
撲
奉
仕
の
役
を
あ
て
が
い
、
神
饌
を
地
主
神
に
供
え

る
こ
と
で
在
地
の
豊
饒
と
安
泰
を
願
う
と
い
う
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
公
文
、
座
、
芝
原
式
、
神
事
、
頭
人
差
定
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は
じ
め
に

肥
後
和
男
が
宮
座
研
究
を
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
、
こ
こ

で
と
り
あ
げ
る
近
江
三みか
み上

、
現
在
の
滋
賀
県
野
洲
市
三
上
に
鎮
座
す
る
御みか
み上

神
社
の

相
撲
神
事
を
見
学
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
1
（

。
肥
後
は
、
秋
の
夜

半
、
神
前
の
芝
原
に
頭
人
た
ち
が
座
し
て
、
か
が
り
火
と
提
灯
だ
け
の
暗
闇
の
な
か

で
催
す
厳
粛
な
儀
式
に
圧
倒
さ
れ
魅
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
衝
撃
的
な
光
景

を
目
の
前
に
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
宮
座
と
意
識
し
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
の
シ
バ

ハ
ラ
シ
キ
（
芝
原
式
）
は
今
も
変
わ
ら
ず
に
三
上
の
人
々
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
頭
人
た
ち
は
十
月
九
日
か
ら
準
備
に
入
り
、
十
四
日
午
前
に
芋ずい
き茎

神
輿
を
奉

納
し
、
夜
半
に
は
関
係
者
一
同
が
神
前
の
広
場
に
集
ま
っ
て
一
座
し
て
お
こ
な
う
芝

原
式
を
迎
え
る
。
現
在
の
祭
日
は
少
し
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
真
野
俊
和
は
そ
の
経

過
を
頭
人
の
私
ご
と
か
ら
村
の
公
ご
と
へ
と
祭
り
が
進
ん
で
い
く
と
し
て
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
そ
の
最
終
場
面
の
芝
原
式
を
中
世
社
会
と
い
う
神
話
的
世
界
を

演
じ
て
い
る
の
だ
と
読
み
解
い
た
）
2
（

。
こ
の
儀
式
を
見
た
者
は
、
現
実
の
世
界
か
ら
一

気
に
中
世
の
世
界
に
で
も
引
き
込
ま
れ
た
よ
う
な
錯
覚
に
お
ち
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
世
界
観
を
醸
し
出
す
三
上
の
神じん
じ事

に
は
、
歴
史
の
事
実
と
伝
承
が
含
ま
れ
て

い
る
。
事
実
に
も
と
づ
い
て
伝
承
し
て
き
た
こ
と
と
、
ま
た
一
方
で
は
時
の
流
れ
と

と
も
に
捨
象
し
た
り
付
与
し
た
り
し
て
神
事
を
変
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
と
が
あ
る
。

付
与
に
は
意
図
的
な
思
い
を
こ
め
て
伝
え
て
い
こ
う
と
し
て
き
た
こ
と
も
あ
る
か

ら
、
神
事
の
構
成
に
内
包
さ
れ
た
歴
史
の
事
実
と
対
比
し
な
が
ら
、
こ
の
神
事
を
見

極
め
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
本
論
の
目
的
も
そ
こ
に
あ
り
、
そ
れ
が
、
宮
座

を
は
じ
め
と
す
る
祭
祀
の
あ
り
か
た
の
究
明
に
も
つ
な
が
る
と
か
ん
が
え
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
祭
り
は
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
三
月
に
野
洲
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の
指
定
と
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の
選
択
を
受
け
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
保
護

団
体
と
し
て
「
ず
い
き
祭
保
存
会
）
3
（

」
が
同
年
一
月
に
た
ち
あ
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
）
二
月
に
は
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
三

上
の
秋
祭
り
は
、
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら
の
頭
人
名
を
書
き
つ
け
た
「
三
上

若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
の
端
裏
銘
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ジ
ン
ジ
（
神

事
）
と
か
、
芝
原
式
で
披
露
す
る
相
撲
の
身
振
り
か
ら
ソ
ウ
モ
ク
（
相
撲
）
と
呼
ば

れ
て
き
た
。
頭
人
が
ず
い
き
（
サ
ト
イ
モ
の
茎
）
で
神
輿
を
こ
し
ら
え
て
奉
納
す
る

こ
と
か
ら
、
ズ
イ
キ
マ
ツ
リ
（
芋
茎
祭
り
）
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
保
存
会
発

足
以
降
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
ず
い
き
祭
り
」
の
言
い
方
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

保
存
会
の
設
立
に
よ
っ
て
ず
い
き
祭
り
の
学
術
的
意
味
づ
け
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て

い
き
、
保
存
会
役
員
を
中
心
に
し
て
「
宮
座
」
と
い
う
用
語
も
使
わ
れ
は
じ
め
て
い

る
）
4
（

。一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
に
肥
後
和
男
の
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
が

刊
行
さ
れ
、
三
上
の
秋
祭
り
が
「
宮
座
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

以
降
、
数
々
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
）
に

神
事
を
観
察
調
査
）
5
（

し
て
以
来
、
三
上
で
の
研
究
を
続
け
て
き
た
一
人
で
あ
る
が
、
宮

座
の
特
徴
を
備
え
る
秋
の
神
事
だ
け
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
村
落
社
会
と
の
関

わ
り
か
ら
も
三
上
の
人
々
が
お
こ
な
う
祭
祀
全
体
を
み
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
説

い
て
き
た
）
6
（

。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
春
祭
り
に

も
力
を
そ
そ
ぎ
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
お
も
う
）
7
（

。
こ
こ

で
は
秋
の
神
事
に
た
ち
か
え
り
、
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
歴
史
と
伝
承

の
あ
り
か
た
に
視
点
を
す
え
て
み
る
所
存
で
あ
る
。

❶
御
上
神
社
の
祭
祀
と
秋
の
神
事

一　

三
上
と
御
上
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
野
洲
市
三
上
は
、
琵
琶
湖
へ
と
注
ぐ
野
洲
川
下
流
右
岸
と
標
高
四
三
二
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 図 1　三上地形図　国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図（野洲）使用

メ
ー
ト
ル
の
円
錐
状
の
三
上
山
に
は
さ
ま
れ
た
平
野
部
に
あ
る
【
図
1
】。
水
田
の

開
け
た
景
観
は
、
筆
者
が
初
め
て
こ
こ
を
訪
れ
た
一
九
七
五
年
の
頃
と
か
わ
ら
な
い

が
、
専
業
農
家
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
）
8
（

。
二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
）
十
月
一

日
に
野
洲
町
と
中
主
町
と
が
合
併
し
野
洲
市
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
野
洲
郡
野
洲

町
三
上
か
ら
野
洲
市
三
上
と
な
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
三
上
区
か

ら
三
上
自
治
区
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
三
上
自
治
区
は
山やま
で出

、
東とう
り
ん
じ

林
寺
、
前まえ
だ田

、

大お
な
こ
う
じ

中
小
路
、
小こ
な
こ
う
じ

中
小
路
の
五
集
落
か
ら
な
り
）
9
（

、
江
戸
時
代
の
三
上
村
を
引
き
継
い
で

い
る
）
10
（

。
字
に
あ
た
る
五
つ
の
集
落
は
独
立
性
が
高
く
、
集
落
ご
と
に
自
治
会
を
組
織

し
て
自
治
会
館
と
か
公
民
館
と
呼
ば
れ
る
建
物
を
も
つ
が
、
そ
の
上
に
三
上
全
体
と

し
て
三
上
自
治
会
を
構
成
し
て
お
り
、
三
上
の
集
落
セ
ン
タ
ー
も
別
に
存
在
す
る
。

三
上
山
の
西
麓
に
は
三
上
山
を
神
体
山
と
す
る
御
上
神
社
が
鎮
座
し
、
三
上
の
五

集
落
を
氏
子
区
域
に
し
て
い
る
。
三
上
の
人
々
は
御
上
神
社
を
「
お
宮
さ
ん
」
と

呼
ん
で
お
り
、
集
落
ご
と
の
宮
は
な
い
。
二
〇
〇
六
年
一
月
一
日
現
在
、
三
上
は

二
八
一
戸
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
御
上
神
社
の
氏
子
は
二
五
二
、三
戸
で
あ
る
）
11
（

。

三
上
に
は
集
落
ご
と
に
寺
院
が
一
か
寺
あ
り
、
檀
家
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
集
落
に

集
中
し
て
い
る
が
、
前
田
に
あ
る
浄
土
真
宗
照
覚
寺
（
後
述
す
る
元
西
座
公
文
）
の

檀
家
だ
け
は
三
上
の
五
集
落
全
体
に
広
が
り
、
一
九
七
五
年
の
調
べ
に
よ
る
と
檀
家

数
も
一
二
二
軒
と
群
を
抜
い
て
多
い
）
12
（

。

御
上
神
社
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』
の
開
化
天
皇
の
条
に
「
近
淡
海
之
御
上
祝

以
伊
都
玖
、
天
之
御
影
神
」
と
で
て
お
り
、『
日
本
三
代
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の

三
上
神
が
八
七
五
年
（
貞
観
十
七
）
三
月
二
十
九
日
に
は
従
三
位
の
神
階
を
さ
ず
か

る
ま
で
に
至
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
上
神
社
は
こ
の
よ
う
な
い
わ
れ
の
あ
る
古
い

社
で
あ
り
、
代
々
、
神
職
に
よ
っ
て
祭
祀
が
営
ま
れ
て
き
た
。
古
く
は
神
主
（「
神

館
殿
」）
の
ほ
か
に
、
社
家
・
社
人
・
禰
宜
・
宮
仕
ら
二
一
人
を
数
え
た
と
も
伝
え

る
が
、
江
戸
時
代
に
は
五
、六
人
の
家
筋
を
残
す
だ
け
と
な
り
）
13
（

、
明
治
初
年
ま
で
神

主
一
人
（
三
上
三
位
家
）・
社
家
二
人
（
大
谷
家
・
平
野
家
）・
市いち
一
人
（
平
子
家
）・

宮みや
じ仕
一
人
が
家
筋
で
世
襲
し
て
き
た
。
宮
の
境
内
に
は
江
戸
時
代
ま
で
政
光
院
（
天

台
宗
）
の
庵
室
が
あ
り
、
ま
た
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
の
官
社
昇
格
に
と
も

な
う
移
転
ま
で
は
、宮
大
工
筋
の
今
堀
伊
右
衛
門
家
も
境
内
に
住
居
を
構
え
て
い
た
。

明
治
年
間
か
ら
の
神
社
行
政
策
の
影
響
で
世
襲
の
神
職
家
は
じ
ょ
じ
ょ
に
離
脱
し
て

い
き
、
現
在
、
外
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宮
司
一
人
・
禰
宜
一
人
が
御
上
神
社
に
奉
仕

し
て
い
る
）
14
（

。

一
七
一
〇
年
（
宝
永
七
）
の
「
三
上
神
社
録
」
に
は
す
で
に
祭
儀
が
省
略
さ
れ
て
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き
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
あ
る
が
）
15
（

、
そ
れ
で
も
二
〇
〇
四
年
度
の
「
御
上
神
社
年
間

祭
儀
行
事
予
定
表
」
に
は
表
1
の
よ
う
に
四
二
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
大
祭
と
し
て

は
春
季
例
大
祭
（
五
月
第
三
日
曜
）、
中
祭
と
し
て
は
歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）、
三
上

山
頂
で
の
山
上
祭
か
ら
下
山
後
に
お
こ
な
う
影
向
祭
（
旧
六
月
十
八
日
）、
秋
季
古

例
祭
（
十
月
体
育
の
日
）、
神
衣
祭
と
忌
火
祭
（
十
一
月
十
四
日
）、
そ
の
ほ
か
に
新

嘗
祭
、
祈
年
祭
、
月
首
祭
六
回
、
月
次
祭
六
回
と
御
田
植
え
（
旧
六
月
一
日
）、
手

斧
始
式
（
一
月
四
日
）
な
ど
の
よ
う
な
祭
儀
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
）
16
（

。
氏
子
は
、
御

上
神
社
の
祭
儀
の
う
ち
、
春
季
例
大
祭
と
神
幸
祭
の
二
つ
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
春
祭

り
と
呼
び
、
三
上
山
頂
で
お
こ
な
う
山
上
祭
を
竜
王
祭
り
と
呼
び
、
献
江
鮭
祭
・
湯

立
式
・
秋
季
古
例
祭
・
芝
原
式
の
四
つ
を
ま
と
め
て
ず
い
き
祭
り
（
あ
る
い
は
神
事
、

相
撲
）
と
呼
ん
で
い
る
。

三
上
に
は
各
集
落
に
一
人
ず
つ
氏
子
総
代
が
お
り
、
お
も
だ
っ
た
祭
典
で
は
列
席

す
る
だ
け
で
な
く
、
準
備
と
後
か
た
づ
け
、
直
会
で
の
給
仕
を
し
、
境
内
の
整
備
の

ほ
か
に
、
社
務
所
で
開
か
れ
る
月
末
の
総
代
会
に
は
宮
司
や
三
上
自
治
会
長
と
と
も

に
出
席
す
る
）
17
（

。
三
上
自
治
会
長
と
五
人
の
氏
子
総
代
を
除
い
て
、
三
上
の
氏
子
た
ち

が
、
直
接
、
御
上
神
社
に
関
わ
り
を
も
つ
の
は
、
春
祭
り
、
竜
王
祭
り
、
秋
の
ず
い

き
祭
り
で
あ
る
。
春
祭
り
と
竜
王
祭
り
の
場
合
、
集
落
が
順
番
に
交
代
し
て
祭
り
の

準
備
と
諸
役
を
担
う
。
こ
れ
を
ワ
タ
シ
バ
ン
（
渡
し
番
）、
あ
る
い
は
ワ
タ
シ
ト
ウ

バ
ン
（
渡
し
当
番
）
と
い
っ
て
、
一
年
ご
と
に
各
集
落
を
ま
わ
っ
て
い
く
。
神
体
山

の
三
上
山
山
頂
に
は
東
と
西
の
竜
王
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
祭
り
の
準
備
は
集
落

の
総
代
が
ほ
と
ん
ど
一
人
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
か
ら
、
渡
し
番
の
仕
事
と
し
て
は
御

旅
所
へ
神
幸
す
る
春
祭
り
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
秋
の
ず
い
き
祭
り

の
場
合
は
、ト
ウ
ニ
ン
（
頭
人
）
と
か
ジ
ン
ジ
ト
ウ
バ
ン
（
神
事
当
番
）
と
い
っ
て
、

個
人
が
供
物
の
準
備
を
し
諸
役
に
預
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
祭
り
と
い
え
ば
春
祭
り

の
ほ
う
を
さ
し
、
春
は
氏
子
の
祭
り
、
村
全
体
の
祭
り
、
宮
さ
ん
の
祭
り
で
あ
る
の

に
た
い
し
て
、
秋
は
頭
人
の
祭
り
、
個
人
の
神じん
じ事
で
あ
る
、
と
三
上
の
人
々
は
認
識

し
て
き
た
）
18
（

。
こ
の
春
秋
二
度
の
祭
り
で
は
、
準
備
に
あ
た
る
当
番
の
あ
り
か
た
を
は

じ
め
と
し
て
全
く
別
個
な
祭
祀
組
織
形
態
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
御
上
神
杜
の

祭
祀
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
）
19
（

。

二　

秋
の
神
事

秋
の
ず
い
き
祭
り
は
、
頭
人
の
祭
り
で
あ
る
と
か
、
個
人
の
神
事
で
あ
る
と
い
わ

れ
、
チ
ョ
ウ
ノ
ヤ
（
長
之
家
）・
ヒ
ガ
シ
（
東
）・
ニ
シ
（
西
）
と
い
う
三
組
に
所
属

す
る
家
の
男
性
が
組
ご
と
に
順
番
に
頭
人
、
つ
ま
り
神
事
当
番
と
な
っ
て
祭
り
の
準

備
と
役
に
あ
た
る
。
東
は
東
座
、
西
は
西
座
と
も
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
三
組
（
座
）
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
カ
ミ
（
上
）
と
シ
モ
（
下
）
に
座
る
、
つ
ま
り
、
上
座
と
下
座

に
該
当
す
る
頭
人
を
毎
年
二
人
ず
つ
だ
し
て
き
た
が
、
長
之
家
は
人
数
減
少
を
理
由

に
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
）
か
ら
頭
人
を
一
人
に
し
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

頭
人
は
長
之
家
が
一
人
、
東
が
二
人
、
西
が
二
人
の
計
五
人
と
な
り
、
頭
人
そ
れ
ぞ

れ
が
祭
り
の
供
物
に
あ
た
る
ず
い
き
神
輿
を
こ
し
ら
え
て
、御
上
神
社
へ
奉
納
す
る
。

ず
い
き
祭
り
の
行
事
は
、十
月
九
日
の
甘あま
ざ
け
し
ん
じ

酒
神
事
（
献
江
鮭
祭
）
か
ら
は
じ
ま
り
、

十
一
日
の
湯
立
て
、
十
二
日
の
ず
い
き
刈
り
と
ず
い
き
神
輿
作
り
、
十
三
日
の
ず
い

き
神
輿
作
り
の
完
成
と
祝
宴（
御お
か
し
も

菓
子
盛
り
）、十
三
日
夜
の
ト
ウ
ワ
タ
シ（
頭
渡
し
）、

十
四
日
午
前
の
ず
い
き
神
輿
の
奉
納
と
祭
典
（
秋
季
古
例
祭
）
と
続
き
、
十
四
日
夜

の
芝
原
式
で
終
わ
る
。
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
）
に
秋
季
古
例
祭
は
十
月
十
四
日

か
ら
国
民
の
祝
日
に
あ
た
る
体
育
の
日
に
変
更
さ
れ
た
。
体
育
の
日
に
あ
わ
せ
て
設

定
し
た
た
め
、
毎
年
、
日
に
ち
は
異
な
る
が
、
行
事
そ
の
も
の
は
こ
れ
ま
で
通
り
の

日
数
と
間
隔
を
あ
け
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
、
変
更
前
の
日
に

ち
に
そ
っ
て
行
事
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

十
月
九
日
の
甘
酒
神
事
（
献
江
鮭
祭
）
は
、
氏
子
か
ら
は
ア
マ
ザ
ケ
（
甘
酒
）
と

呼
ば
れ
て
お
り
、午
前
中
に
御
上
神
社
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
黒
の
紋
付
き
羽
織
に
袴
、

ま
た
は
洋
礼
服
を
着
用
し
た
頭
人
が
、
清
酒
・
甘
酒
・
め
ず
し
（
ジ
ャ
コ
と
干
し

て
粉
に
し
た
タ
デ
を
混
ぜ
た
酢
飯
）・
青
漬
け
（
大
根
葉
な
ど
の
一
夜
漬
け
）
の
神

饌
を
も
っ
て
社
参
す
る
）
20
（

。
頭
人
五
人
は
拝
殿
に
着
座
し
【
図
2
】、
宮
司
は
こ
れ
か
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月 日（曜日） 時間 祭儀名 備考

4月 3日（土） 午前 10 時 勧学祭
15日（木） 午後 2時 遷祀祭

5月 15日（土） 午後予定 春季例大祭準備
16日（日） 午前 10 時 春季例大祭（式典）　 第 3日曜　祭儀名に★あり
16日（日） 午後 2時 神幸祭
23日（日） 午前 10 時 悠紀斎田記念御田植祭 観光協会主催

6月 30日（月） 午後 4時 大祓式
7月 17日（土） 午前 10 時 御田植 旧 6月1日

23日（金） 午後 6時 愛宕祭
8月 3日（火） 午前 7時 山上祭 旧 6月18日

3日（火） 午前 10 時 影向祭 中祭，旧 6月18日
9月 1日（水） 午前 9時 月首祭

14日（火） 午前 9時 月次祭
23日（木） 午前 10 時 秋季皇霊祭
9月23日（木）
～11月3日（水） 松茸狩り期間

10月 1日（金） 午前 9時 月首祭
6日（水） 午前 8時 献江鮭祭
8日（金） 午前 9時 湯立式
11日（月） 午前 11 時 秋季古例祭 中祭，体育の日，祭儀名に★あり
11日（月） 午後 7時 芝原式
14日（木） 午前 9時 月次祭

11月 1日（月） 午前 9時 月首祭
14日（日） 午後 2時 神衣祭　引き続き　忌火祭 中祭，祭儀名に★あり
23日（火） 午前 10 時 新嘗祭 祭儀名に★あり

12月 1日（水） 午前 9時 月首祭
14日（火） 午前 9時 月次祭
19日（日） 午前 8時 30 分 注連縄作り，門松立て
28日（火） 午前 8時 30 分より 氏子家祓　29，30日
31日（金） 午後 4時 大祓式
31日（金） 午後 5時 除夜祭

1月 1日（土） 午前 10 時 歳旦祭，氏子安全祈願 中祭，祭儀名に★あり
4日（火） 午前 10 時 手斧始式
10日（月） 成人式 第 2月曜日
14日（金） 午前 9時 月次祭

2月 1日（火） 午前 9時 月首祭
3日（木） 未定 節分祭 祭儀名に☆あり
11日（金） 午前 10 時 紀元節祭
14日（月） 午前 9時 月次祭
17日（木） 午前 10 時 祈年祭 祭儀名に★あり

3月 1日（火） 午前 9時 月首祭
14日（月） 午前 9時 月次祭
20日（日） 午前 10 時 春季皇霊祭

 表 1　御上神社の年間祭儀行事　                         2004 年度予定表より作成
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ら
は
じ
ま
る
神
事
の
無
事
を
祈
っ

て
、
甘
酒
式
を
と
り
お
こ
な
う
。

祭
典
終
了
後
に
各
頭
人
は
、
ず
い

き
神
輿
の
枠
と
台
に
な
る
御
菓
子

盛
り
台
と
、
ス
モ
ウ
サ
ル
（「
角

力
猿
」）
と
い
っ
て
木
彫
り
の
猿

の
相
撲
人
形
一
組
を
神
社
か
ら
受

け
取
る
。夕
方
か
ら
頭
人
宅
で
は
、

ず
い
き
神
輿
を
作
る
オ
モ
シ
ン
ル

イ
（
重
親
類
）
や
ト
ナ
リ
シ
ン
ル

イ
（
隣
親
類
）
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
甘
酒
を
だ
し
、
め
ず
し
・
青
漬
な
ど
を
食
べ
て
も
ら
い
、
協
力
を
あ
お
ぐ
）
21
（

。

一
日
お
い
た
十
一
日
の
湯
立
て
に
は
、
宮
司
が
頭
人
宅
で
あ
る
ジ
ン
ジ
ヤ
（
神
事

屋
）
を
ま
わ
っ
て
、
神
を
迎
え
る
。
頭
人
は
早
朝
に
御
上
神
社
の
手
水
舎
か
ら
水
を

汲
ん
で
き
て
釜
に
入
れ
、
沸
騰
さ
せ
て
お
く
。
神
事
屋
の
座
敷
に
は
、
生
き
た
鯉
、

山
海
の
幸
な
ど
の
神
饌
が
供
え
ら
れ
、
頭
人
と
家
族
が
た
ち
あ
う
な
か
、
宮
司
は
祝

詞
を
奏
上
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
四
方
に
斎
竹
を
た
て
注
連
縄
を
張
っ
た
カ
マ
ド
の
前

へ
行
き
、
湯
立
て
た
水
を
笹
に
つ
け
て
祓
う
。
神
の
依
代
と
な
る
紙し
で垂

を
さ
げ
た
榊

は
、
ゴ
ヘ
イ
（
御
幣
）
と
呼
ば
れ
、
床
の
間
に
置
か
れ
る
。

秋
の
神
事
は
、
頭
人
が
秋
に
収
穫
し
た
物
を
神
輿
に
こ
し
ら
え
て
、
御
上
神
社

へ
奉
納
す
る
こ
と
に
あ
る
。
サ
ト
イ
モ
の
茎
で
こ
し
ら
え
た
神
輿
が
供
物
に
あ
た

り
、
そ
れ
を
神
へ
供
え
る
の
で
あ
る
。
十
二
日
の
ず
い
き
刈
り
と
十
三
日
の
御
菓
子

盛
り
に
は
、
三
上
に
住
む
親
類
の
男
た
ち
が
神
事
屋
に
集
ま
り
、
刈
り
と
っ
て
き
た

四
〇
〇
本
ほ
ど
の
サ
ト
イ
モ
の
茎
を
使
っ
て
神
輿
を
作
る
。
青
々
と
し
た
ず
い
き
の

神
輿
に
は
柿
・
栗
と
い
っ
た
秋
の
果
物
や
胡
麻
（
ま
た
は
菜
種
）・
粟
を
使
っ
て
飾
る
。

菓
子
と
は
果
実
の
こ
と
で
あ
り
、
御
菓
子
盛
り
の
呼
び
方
は
、
柿
・
栗
の
果
実
を
盛
っ

た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
）
22
（

。

神
輿
の
正
面
の
棚
に
は
ず
い
き
で
御
上
神
杜
の
鳥
居
を
つ
く
り
、
そ
の
下
に
栗
で

土
俵
の
形
を
こ
し
ら
え
て
、
そ
こ
に
相
撲
を
取
り
組
む
力
士
と
行
司
役
ら
の
姿
を
し

た
猿
の
木
彫
り
人
形
を
置
く
。
三
方
を
モ
ミ
ジ
・
ア
ヤ
メ
・
菊
の
造
花
）
23
（

で
飾
り
、
先

端
に
は
御
幣
（
紙
垂
を
さ
げ
た
榊
）
を
さ
し
、
そ
の
ま
わ
り
を
赤
い
ケ
イ
ト
ウ
の
花

で
埋
め
る
。
各
頭
人
宅
を
宮
司
が
ま
わ
っ
て
お
こ
な
う
湯
立
式
で
、
榊
に
神
が
お
ろ

さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
ず
い
き
神
輿
の
頂
に
さ
す
の
で
あ
る
。
完
成
し
た
神
輿
は
座
敷

に
飾
ら
れ
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
々
を
招
い
て
盛
大
な
宴
会
が
催
さ
れ
る
【
写
真

1
】
こ
と
か
ら
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
）
頃
、
頭
人
宅
に
と
っ
て
は
御
菓
子
盛

り
の
日
が
ホ
ン
ビ
（
本
日
）
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
頭
人
に
な
る
と
、
田
芋
）
24
（

、
ケ
イ

ト
ウ
の
栽
培
や
ら
、
も
ろ
も
ろ
の
準
備
に
一
年
を
費
や
す
が
、
ず
い
き
神
輿
の
制
作

に
は
、
オ
モ
シ
ン
ル
イ
や
ト
ナ
リ
シ
ン
ル
イ
が
あ
た
り
、
頭
人
自
身
は
手
出
し
を
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
、
女
性
は
ず
い
き
神
輿
に
は
触
れ
な
い
。
三
上
で
は
神

事
、
神
さ
ん
ご
と
全
般
に
か
ん
し
て
男
性
が
お
こ
な
う
も
の
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

り
）
25
（

、
女
性
は
も
っ
ぱ
ら
食
事
作
り
と
い
っ
た
裏
方
の
仕
事
に
ま
わ
る
。

十
三
日
の
夜
に
は
、
各
組
（
座
）
の
ク
モ
ン
ジ
ョ
（
公
文
所
）
で
頭
渡
し
が
お
こ

な
わ
れ
る
。
長
之
家
・
東
・
西
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ク
モ
ン
（
公
文
）
と
呼
ば
れ
る
者
が

一
人
ず
つ
お
り
、
そ
の
公
文
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
か
ら
頭
人
を
毎
年
滞
り
な
く
だ
し
て

い
く
責
任
を
も
た
さ
れ
て
い
る
。ず
い
き
祭
り
の
期
間
中
の
十
三
日
晩
に
各
公
文
は
、

当
年
・
翌
年
・
翌
々
年
の
頭
人
を
呼
び
出
し
て
、
頭
渡
し
の
式
を
し
、
頭
人
と
し
て

の
順
番
を
確
定
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
三
人
の
公
文
も
順
番
が
く
れ
ば
、
頭
人
を
つ
と

め
る
こ
と
に
な
る
。
頭
渡
し
式
で
は
公
文
の
立
会
い
の
も
と
に
頭
人
か
ら
助
頭
ら
へ

盃
が
回
さ
れ
る
が
、
そ
の
式
次
第
は
各
組
に
よ
り
若
干
異
な
る
（
後
述
）。

十
四
日
の
午
前
に
神
社
で
秋
季
古
例
祭
の
祭
典
が
あ
る
。
午
前
一
〇
時
に
長
之
家

（
頭
人
関
係
者
）
の
叩
く
太
鼓
を
合
図
に
し
て
、
ず
い
き
神
輿
を
湯
立
て
の
水
で
清

め
て
か
ら
、
警
固
（
男
子
二
人
）
―
頭
人
―
ず
い
き
神
輿
（
神
輿
昇
き
は
オ
モ
シ
ン

ル
イ
の
男
性
二
人
）
―
供
奉
人
（
正
装
し
た
家
族
や
オ
モ
シ
ン
ル
イ
の
人
々
）
の
順

に
行
列
を
組
み
、
神
事
屋
を
出
発
し
社
参
す
る
【
写
真
2
】。
御
上
神
社
の
境
内
に

   若宮　　   　     本殿 

　　　　　　　　 神饌品 
　　　　               宮司
　　　　　　　　　　　　禰宜
　　　　　　　　　　　　　　　　拝殿
　　　　　 ●   ●   ●   ●   ● 
　　　　　 西   西   長   東   東 
　　　　　 下   上   之   上   下 
　　　　　 座   座   家   座   座 

図2　甘酒神事での頭人着座
　　　1983 年 10 月 9 日
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到
着
す
る
と
、
ず
い
き
神
輿
は
楼
門
の
外
側
に
い
っ
た
ん
並
べ
ら
れ
、
参
列
者
の
修

祓
が
終
わ
る
と
、
五
人
の
頭
人
は
ず
い
き
神
輿
を
し
た
が
え
て
拝
殿
に
入
り
、
ず
い

き
神
輿
を
背
に
し
て
図
3
の
よ
う
に
扇
子
を
手
前
に
置
い
て
着
座
す
る
【
写
真
3
】。

式
典
は
、
宮
司
の
祝
詞
奏
上
、
巫
女
舞
が
あ
り
、
頭
人
（
長
之
家
・
東
上
・
西
上
・

東
下
・
西
下
の
順
）・
区
長
（
現
自
治
会
長
）・
氏
子
総
代
・
来
賓
者
の
玉
串
奉
奠
の

あ
と
、
本
殿
か
ら
下
げ
ら
れ
た
神
酒
を
頭
人
（
順
序
は
同
上
）
が
飲
み
、
終
了
と
な

る
。
頭
人
以
外
の
参
列
者
に
対
し
て
は
宮
で
直
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

秋
季
古
例
祭
の
祭
典
に
は
公
文
は
列
席
せ
ず
、
祭
り
の
期
間
中
に
宮
司
・
公
文
・

頭
人
と
い
っ
た
関
係
者
一
同
が
顔
を
あ
わ
せ
る
の
は
、
十
四
日
晩
の
芝
原
式
の
と
き

で
あ
る
。
秋
の
神
事
で
は
各
組
の
成
員
全
員
が
集
ま
る
よ
う
な
機
会
は
設
け
ら
れ
て

い
な
い
。

十
四
日
午
後
六
時
に
長
之
家
（
頭
人
関
係
者
）
の
叩
く
太
鼓
を
合
図
に
、
公
文
、

公
文
の
ジ
ョ
ウ
ヅ
カ
イ
（
定
使
い
）、
頭
人
、
力
士
が
社
参
す
る
。
神
社
の
斎
館
に

は
宮
司
、
公
文
、
頭
人
、
若
狭
の
使
い
役
が
、
総
公
文
の
長
之
家
公
文
を
上
座
の
中

央
に
す
え
、
着
座
す
る
。
各
人
が
提
灯
に
ろ
う
そ
く
の
火
を
つ
け
、
一
同
沈
黙
し
て

待
機
し
て
い
る
と
、
宮
仕
）
26
（

は
次
の
間
か
ら
準
備
が
で
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
長
之

家
公
文
（
白
い
祭
服
着
用
）
27
（

）
の
起
立
し
た
あ
と
を
、
宮
司
―
長
之
家
頭
人
―
東
公
文

（
裃
着
用
）―
東
上
座
頭
人
―
東
下
座
頭
人
―
西
公
文（
黒
の
紋
付
き
羽
織
と
袴
着
用
）

―
西
上
座
頭
人
―
西
下
座
頭
人
―
若
狭
の
使
い
役
（
黒
の
紋
付
き
羽
織
着
用
）
が
続

き
、
次
の
間
に
控
え
て
い
た
宮
仕
（
白
張
に
裃
を
着
し
て
袴
の
裾
を
た
く
し
あ
げ
て

い
る
）
の
先
導
で
、
各
自
提
灯
を
さ
げ
て
、
神
社
の
楼
門
の
外
側
に
あ
た
る
芝
原
と

呼
ぶ
式
場
に
向
か
う
。

コ
の
字
型
に
こ
も
が
敷
か
れ
た
式
場
で
は
、
各
人
は
前
方
に
提
灯
を
、
手
前
に
扇

子
を
置
い
て
正
座
す
る
。
暗
闇
の
中
で
か
が
り
火
と
提
灯
の
明
か
り
だ
け
が
と
も
さ

写真1　御菓子盛り　2004 年

写真2　ずいき神輿の奉納へ　1983 年

写真3　秋季古例祭の祭典　1983 年
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れ
る
。
芝
原
式
の
着
座
は
図
4
の
と
お
り
で
、
こ
の
さ
い
も
長
之
家
公
文
は
、
楼
門

に
向
か
っ
て
正
面
の
中
央
に
す
わ
り
、
式
の
中
心
と
な
る
。
宮
司
は
長
之
家
公
文
の

隣
に
着
座
す
る
が
相
伴
す
る
だ
け
で
、
式
を
進
行
す
る
の
は
宮
仕
の
役
で
あ
る
。
宮

仕
は
式
場
内
で
は
裸
足
と
な
っ
て
立
ち
回
り
、
式
終
了
ま
で
一
同
無
言
の
う
ち
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
く
。

ま
ず
、
宮
仕
が
各
公
文
か
ら
礼
紙
に
「
上
」
と
う
わ
書
き
の
あ
る
差
定
を
受
け
取

り
、
長
之
家
公
文
に
差
し
出
す
。
こ
れ
に
は
本
年
と
次
年
以
降
の
頭
人
名
が
記
さ
れ

て
あ
る
。
総
公
文
に
あ
た
る
長
之
家
公
文
は
、
宮
仕
を
介
し
て
頭
人
差
定
状
を
受
け

取
る
と
、
懐
に
お
さ
め
る
。

次
に
、
宮
仕
は
、
各
公
文
と
東
西
の
定
使
い
に
竹
籠
を
か
ぶ
せ
た
花
び
ら
餅
を
ひ

と
つ
ず
つ
配
っ
て
か
ら
、猿
田
彦
の
面
を
被
っ
て
ほ
こ
を
持
ち
な
が
ら
芝
原
を
回
り
、

公
文
に
対
し
て
ほ
こ
で
突
き
鼻
く
そ
を
放
つ
し
ぐ
さ
を
す
る
と
、
公
文
は
恭
し
く
頭

を
下
げ
る
。
給
仕
役
の
定
使
い
（
黒
の
紋
付
き
羽
織
着
用
）
が
各
座
ご
と
に
頭
人
の

持
参
し
た
酒
・
肴
を
公
文
と
頭
人
へ
配
り
饗
し
た
あ
と
、
東
西
の
各
頭
人
か
ら
小
相

撲
（
幼
児
）
一
人
・
大
相
撲
（
未
成
年
の
男
子
）
一
人
を
だ
し
て
、
東
西
の
上
座
ど

う
し
、
下
座
ど
う
し
で
、「
ヤ
ア
、
ト
ウ
」
の
か
け
声
を
か
け
て
組
み
合
う
だ
け
の

小
相
撲
と
大
相
撲
が
と
ら
れ
る
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
芝
原
に
着
座
し
て
い
た
公
文
、
頭
人
、
宮
司
、
若
狭
の
使
い

役
は
、
宮
仕
の
先
導
で
芝
原
を
退
場
し
、
斎
館
に
ひ
き
あ
げ
る
。
斎
館
で
は
提
灯
に

火
を
つ
け
た
ま
ま
、
扇
子
を
置
い
て
元
の
位
置
に
正
座
す
る
。
宮
仕
が
次
の
間
か
ら

芝
原
式
の
終
了
を
告
げ
、
総
公
文
や
宮
司
が
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨

本殿

若宮神社
三宮神
社 
（十禅師
社）

大神宮
社

参テ 宮司 参 テ
列ン 列 ン
者ト 者 ト

長之家
下座 ○ ● 長之家上座伶

人
た
ち

西
上座 ● ● 東上座

西
下座 ● ● 東下座

拝殿

若宮 本殿

拝殿

楼門

台

かがり火☆ 宮仕 ☆かがり火

西下座頭人 ● ※ ※ ● 東下座頭人

西上座頭人 ● ※ ※ ● 東定使い

西定使い ● ※ ※ ● 東上座頭人

西公文 ● ※ ※ ● 東公文
※ ※ ※ ※

● ● ● ●
兼
若
狭
の
使
い
役

長
之
家
定
使
い

長
之
家
頭
人

長
之
家
公
文

宮
司

図4　芝原式での着座　1975 年 10 月 14 日　※印は提灯

図3　秋季古例祭での頭人着座  1983 年 10 月 14 日
　　　　　　　　注 : 長之家の頭人は上座、下座から 1年交替で 1人
　　　　　　　　　 1983 年は、長之家頭人は上座であった
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拶
す
る
と
、
こ
こ
で
ず
い
き
祭
り
の
行
事
は
終
了
と
な
る
）
28
（

。

❷
芝
原
式
の
構
成

一　

公
文
に
よ
る
頭
人
差
定
状
の
提
出

肥
後
和
男
は
秋
の
ず
い
き
祭
り
の
う
ち
で
も
、
芝
原
式
を
観
察
し
、
そ
の
あ
り
さ

ま
を
中
心
に
報
告
し
た
。
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら
の
頭
人
名
を
記
す
「
三
上

若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
の
端
裏
銘
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
元
来
、
こ
の
祭
り

は
本
殿
の
脇
に
祀
ら
れ
る
若
宮
神
社
の
相
撲
神
事
で
あ
り
、
肥
後
が
相
撲
の
演
じ
ら

れ
る
芝
原
式
に
注
目
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
芝
原
式
の
構

成
か
ら
何
が
み
え
て
く
る
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

芝
原
式
の
構
成
は
、
①
頭
人
差
定
状
の
提
出
、
②
竹
籠
を
か
ぶ
せ
た
花
び
ら
餅
を

配
る
こ
と
、
③
猿
田
彦
の
所
作
、
④
各
座
で
お
こ
な
う
一
献
の
宴
、
⑤
相
撲
、
と
い

写真4　芝原式 総公文へ差定状を渡す　1975 年

う
五
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
ち
、

①
か
ら
⑤
ま
で
の
順
序
で
進
む
。

宮
仕
が
中
心
と
な
っ
て
式
を
進
行

さ
せ
て
い
き
、
そ
の
間
、
一
同
無

言
で
あ
る
。

芝
原
式
で
は
、
各
公
文
が
総
公

文
へ
頭
人
差
定
状
を
提
出
す
る
こ

と
か
ら
は
じ
ま
る
。
ま
ず
、
宮
仕

は
長
之
家
の
定
使
い
の
前
へ
進

み
、「
上
」
と
礼
紙
に
う
わ
書
き

さ
れ
た
長
之
家
の
頭
人
差
定
状
を

受
け
取
っ
て
、
そ
れ
を
総
公
文
の

長
之
家
公
文
へ
渡
す
。
次
に
東
公

文
の
前
に
進
み
、
東
公
文
か
ら
も
差
定
状
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
同
じ
く
総
公
文
の

長
之
家
公
文
へ
差
し
出
す
。
西
公
文
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
受
け
取
っ
て
、
総
公
文
へ

渡
す
の
で
あ
る
【
写
真
4
】。
総
公
文
の
長
之
家
公
文
は
、
宮
仕
を
介
し
て
差
定
状

を
受
け
取
る
と
懐
に
お
さ
め
る
だ
け
で
、
礼
紙
を
開
い
て
い
ち
い
ち
差
定
を
改
め
る

よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
前
夜
に
各
公
文
所
（
公
文
宅
）
で
は
頭
渡
し
を
お
こ
な
い

（
後
述
）、各
組
の
公
文
は
翌
年
の
頭
人
確
定
を
責
任
を
も
っ
て
す
ま
せ
て
き
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
芝
原
式
の
場
で
は
、
差
定
の
書
付
を
各
公
文
か
ら
総
公
文
と
し
て
の

長
之
家
公
文
が
受
け
取
る
こ
と
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
長
之
家
・
東
・
西
の
一
同
が

集
ま
る
席
で
、
各
公
文
か
ら
総
公
文
へ
頭
人
差
定
状
を
提
出
す
る
こ
と
が
、
翌
年
以

降
の
頭
人
確
定
の
改
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
、
関
係
者
一
同
が

頭
人
差
定
状
の
提
出
を
見
届
け
る
こ
と
に
あ
る
。
公
文
か
ら
提
出
さ
れ
た
差
定
状
の

書
き
方
は
各
組
で
異
な
り
、
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

ア
、
長
之
家
の
頭
人
差
定
状

    　
（
礼
紙
う
わ
書
き
）

     「 

上　
　

長
之
家
公
文
所
」

    

   　
　

若
宮
殿
相
撲
御
神
事

   

平
成
十
六
年

   　

頭
人　
　
　

下
座　
　

田
中
利
兵
衛

   

来
平
成
十
七
年

   　

頭
人　
　
　

上
座　
　

今
堀
一
雄

   

来
平
成
十
八
年

   　

介
頭
人　
　

下
座　
　

山
本
保

   

来
平
成
十
九
年

   　

其
介
頭
人　

上
座　
　

今
堀
直
次
家

   
平
成
十
六
年
十
月
十
一
日

   　
　
　
　
　

長
之
家　

公
文
所
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イ
、
東
の
頭
人
差
定
状

    　
（
礼
紙
う
わ
書
き
）

    　
「
上
」

    
　
　
　
　
　

若
宮
殿
相
撲
の
事

  　
 

一
、　
　
　

右　
　

拾
番

　
　
　
　
　
　
　

左　
　

拾
番

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

   　
　
　

指
定
明
年
弐
人

   　

一
、
本
頭
人　

上
座　

山
本
太
郎
左
衛
門

   　
　
　
　
　
　
　

下
座　

市
木
九
郎
右
衛
門

   　

一
、
助
頭
人　

上
座　

山
藤
平
左
衛
門

   　
　
　
　
　
　
　

下
座　

橋
本
市
治
郎

   　
　
　
　

平
成
十
六
年
十
月
十
一
日

   　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
公
文
所

ウ
、
西
の
頭
人
差
定
状

　

  

（
礼
紙
う
わ
書
き
）

　

  「
上　
　

西
座
公
文
所
」

    

   　
　
　

若
宮
殿
相
撲
御
神
事

   　

本
頭
人　
　
　
　

西
田
九
右
衛
門

   　
　
　
　
　
　
　
　

内
堀
助
右
衛
門

   　

介
頭
人　
　
　
　

高
崎
清
右
衛
門

   　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
佐
右
衛
門

   　

其
介
頭
人　
　
　

宗
田
好
一

   　
　
　
　
　
　
　
　

早
川
甚
兵
衛

   　

其
又
介
頭
人　
　

太
田
正
巳

   　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
孝

   　

右
の
通
り
に
候
也

   　
　
　

平
成
十
六
年
十
月
十
一
日

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
公
文
所

各
組
と
も
に
、
本
年
の
頭
人
名
の
ほ
か
に
、
東
は
翌
年
の
頭
人
名
を
、
長
之
家
と

西
の
場
合
は
三
年
先
の
頭
人
名
ま
で
を
記
し
て
あ
る
。
東
の
場
合
で
も
、
公
文
は
三

年
先
の
頭
人
ま
で
呼
び
出
し
を
か
け
て
い
る
か
ら
、
公
文
側
は
三
年
先
の
頭
人
ま
で

を
確
実
に
定
め
て
い
く
機
能
を
働
か
せ
て
い
る
。

な
お
、
長
之
家
の
場
合
は
、
上
座
・
下
座
の
成
員
と
頭
人
順
序
は
定
ま
っ
て
お
り
、

現
在
で
は
上
座
↓
下
座
↓
上
座
の
順
に
頭
人
を
一
人
だ
す
）
29
（

。
東
の
場
合
は
、
父
親
の

死
後
、
十
三
年
の
年
忌
が
あ
け
る
と
公
文
か
ら
頭
人
へ
の
呼
び
出
し
が
か
か
る
。
そ

の
翌
年
に
は
公
文
宅
で
お
こ
な
わ
れ
る
頭
渡
し
式
の
前
に
籤
を
引
い
て
上
座
と
下
座

が
決
定
さ
れ
、
呼
び
出
し
か
ら
三
年
後
に
は
頭
人
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
。
西
で

は
、
定
ま
っ
た
頭
人
順
に
従
い
、
二
人
の
う
ち
年
上
の
方
を
上
座
に
、
年
下
を
下
座

に
す
え
る
決
ま
り
で
あ
る
）
30
（

。

芝
原
式
で
の
差
定
状
の
提
出
は
、
頭
人
が
滞
り
な
く
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を

確
認
す
る
作
業
で
あ
っ
て
、
本
年
の
頭
人
名
よ
り
も
翌
年
の
頭
人
名
を
記
す
こ
と
に

意
義
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
東
公
文
の
山
崎
吉
右
衛
門
（
屋
号
）
家
に
は
、「
寛

文
六
年
九
月
十
四
日　

三
上
庄
若
宮
殿
相
撲
之
事
」
と
題
す
る
竪
帳
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
東
に
所
属
す
る
家
で
の
父
親
の
死
亡
年
と
、
頭
人
の
う
ち
上
座
を
つ
と
め
た
か
、

あ
る
い
は
下
座
な
の
か
を
書
き
留
め
た
神
事
頭
人
帳
で
あ
る
。
そ
の
表
紙
裏
に
は
、

頭
人
差
定
状
の
雛
形
が
載
っ
て
い
る
。

　

若
宮
殿
相
撲
之
事　
　
　

指

　
　
　
　

左
拾
番

　
　
　
　

右
拾
番

　
　
　

差
定
明
年
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
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頭
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
弐
人

　
　
　
　

年
月
日

　
　
　
　
　
　
　

東
公
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

こ
こ
に
は
翌
年
の
頭
人
名
だ
け
を
記
載
す
る
形
式
で
あ
り
、
東
公
文
は
翌
年
の
頭
人

を
差
し
定
め
て
、
そ
の
差
文
を
芝
原
式
に
お
い
て
総
公
文
へ
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か

る
）
31
（

。
吉
右
衛
門
家
は
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）
に
東
公
文
役
を
引
き
継
い
だ
が
、
そ

の
と
き
か
ら
こ
の
神
事
頭
人
帳
に
頭
人
親
の
死
亡
年
を
書
い
て
お
り
、
こ
の
雛
形
も

お
そ
ら
く
公
文
役
を
引
き
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
手
控
え
て
お
い
た
も
の
と
か
ん
が

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
頭
人
差
定
状
の
提
出
の
意
味
は
、
翌
年
の
頭
人
を
確
約
し

て
お
く
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
文
面
か
ら
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

総
公
文
の
長
之
家
公
文
は
芝
原
式
で
各
座
の
頭
人
差
定
状
を
受
け
取
っ
た
ら
、
そ

れ
を
家
に
持
ち
帰
り
、
各
組
ご
と
に
分
け
て
綴
じ
、
長
之
家
公
文
宅
に
保
管
し
て
い

る
）
32
（

。
長
之
家
公
文
は
長
之
家
・
東
・
西
の
頭
人
名
を
毎
年
、
一
括
し
て
書
き
留
め
て

お
く
こ
と
も
し
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら
一
八
二
八

年
（
文
政
十
一
）
ま
で
は
総
公
文
と
し
て
六
人
の
頭
人
名
を
ま
と
め
て
記
録
し
て
き

た
。
そ
の
巻
紙
が
御
上
神
社
所
蔵
史
料
）
33
（

と
し
て
残
っ
て
い
る
。
巻
紙
は
二
つ
あ
り
、

御
上
神
社
文
書
二
二
二
号
「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
）
34
（

」
に
は
、
一
五
六
一

年
（
永
禄
四
）
か
ら
一
八
〇
一
年
（
寛
政
十
三
）
ま
で
の
頭
人
名
が
、
二
二
三
号
に

は
一
八
〇
二
年
（
享
和
二
）
か
ら
一
八
二
八
年
（
文
政
十
一
）
ま
で
の
頭
人
名
が
記

さ
れ
て
あ
る
。
頭
人
名
は
毎
年
き
ち
ん
と
記
入
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
何
年
分
か

を
ま
と
め
て
筆
記
し
た
部
分
も
散
見
す
る
。
こ
の
頭
人
記
録
は
あ
く
ま
で
も
長
之
家

公
文
と
し
て
の
記
録
で
あ
っ
て
、
そ
の
紙
背
に
長
之
家
へ
の
新
入
り
と
長
之
家
の
成

員
に
関
す
る
諸
事
情
が
書
き
込
ん
で
あ
る
）
35
（

。

二　

花
び
ら
餅
・
花
び
ら
籠
と
牛
耕

芝
原
式
で
の
二
番
目
の
要
素
は
、
花
び
ら
餅
と
花
び
ら
籠
で
あ
る
。
板
折
敷
に
花

び
ら
餅
と
呼
ぶ
平
た
い
大
き
な
楕
円
形
の
餅
を
載
せ
、そ
の
上
に
竹
で
編
ん
だ
籠（
花

び
ら
籠
）
が
被
せ
て
あ
る
【
写
真
5
】。
花
び
ら
餅
は
楼
門
前
の
台
に
置
か
れ
、
宮

仕
は
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
取
り
に
行
き
、
長
之
家
公
文
、
東
公
文
、
西
公
文
、
東
公
文

の
定
使
い
、
西
公
文
の
定
使
い
の
前
に
順
に
置
い
て
い
く
。
公
文
の
定
使
い
は
、
今

で
は
頭
渡
し
と
芝
原
式
で
の
給
仕
だ
け
を
担
当
し
て
い
る
。

官
幣
中
社
時
代
の
御
上
神
社
書
類
に
よ
る
と
、
花
び
ら
餅
、
猿
田
彦
の
面
、
木
ほ

こ
は
本
殿
の
神
前
に
祀
ら
れ
、
芝
原
式
で
は
い
ち
い
ち
神
前
ま
で
取
り
に
行
く
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
四
年
に
新
垣
宮
司
が
赴
任
し
て
か
ら
、
時
間
が
か
か
る

の
で
楼
門
前
に
台
を
設
け
て
そ
こ
に
置
く
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
頭

人
が
一
個
ず
つ
用
意
し
た
花
び
ら
餅
と
花
び
ら
籠
は
）
36
（

、
元
来
、
神
へ
の
供
え
物
の
一写真5　花びら餅と花びら籠　2007 年

つ
で
あ
っ
て
、
芝
原
式
で
公
文
と

そ
の
定
使
い
へ
下
げ
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。

こ
の
花
び
ら
餅
は
か
つ
て
は

も
っ
と
数
多
く
作
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
一
六
四
三
年
（
寛
永
二
十
）

九
月
十
四
日
付
の
「
明
神
へ
御
神

事
ニ
備
物
之
覚
）
37
（

」
に
は
、「
一
、

百
丗
五
枚　

小
花
ひ
ら　

一
、

六
枚　

く
つ
が
た
」
と
あ
る
。

一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
当

社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年

ヨ
リ
改
申
覚
）
38
（

」
に
よ
れ
ば
、
九
月

十
四
日
朝
、各
頭
人
か
ら
宮
へ「
大
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花
ひ
ら　

六
枚
」「
小
花
ひ
ら　

百
三
拾
五
枚
」
ず
つ
供
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

総
計
す
る
と
大
花
び
ら
三
六
枚
、
小
花
び
ら
八
一
〇
枚
と
な
っ
た
が
、
一
七
〇
四
年

か
ら
大
花
平
一
二
枚
、
小
花
平
九
〇
枚
に
減
ら
し
て
「
市
方
ニ
テ
調
」
え
る
よ
う

に
し
た
と
い
う
。
大
花
平
の
う
ち
六
枚
は
芝
原
へ
ま
わ
さ
れ
、
あ
と
は
す
べ
て
神
職

た
ち
へ
配
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
花
び
ら
餅
は
、
古
く
は
「
く
つ
が
た
」「
大
花
平
」

と
も
よ
ば
れ
て
い
た
。

花
び
ら
籠
に
つ
い
て
、
一
八
〇
一
年
（
享
和
元
）
九
月
に
大
谷
治
部
右
衛
門
義
知

が
記
し
た
「
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
当
番
心
得
書
帳
）
39
（

」
に
、「
花
籠
」
と
し
て
挿
絵
を

載
せ
て
い
る
。「
十
四
日
芝
原
へ
送
り
も
の
」
の
一
つ
で
あ
り
、
逆
さ
に
し
た
籠
の

両
脇
に
は
、「
柚
輪
切
」
と
「
切
紙
」
を
一
つ
挿
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
現
在
は
、

切
り
紙
を
両
側
に
挿
し
て
い
る
。

花
び
ら
餅
と
花
び
ら
籠
は
、
芝
原
式
終
了
後
、
公
文
と
そ
の
定
使
い
が
持
ち
帰

る
。
東
の
公
文
に
よ
れ
ば
、
牛
の
ハ
ナ
モ
チ
と
称
し
て
、
花
び
ら
餅
は
焼
い
て
食
べ
、

花
び
ら
籠
は
耕
耘
機
が
使
用
さ
れ
る
ま
で
（
一
九
六
〇
年
以
前
）、
牛
の
口
輪
と
し

て
使
っ
た
と
い
う
）
40
（

。
現
在
の
氏
子
た
ち
は
、
花
び
ら
籠
を
作
る
理
由
も
、
公
文
ら
が

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
再
利
用
し
て
い
た
か
さ
え
知
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
九
二
〇
〜

一
九
三
〇
年
代
生
ま
れ
の
人
に
よ
れ
ば
、
花
び
ら
籠
は
竹
籠
の
先
端
を
開
い
た
ま
ま

に
し
て
あ
る
が
、
先
を
丸
め
て
輪
に
し
て
い
き
、
牛
が
痛
が
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
こ

に
藁
を
巻
き
込
む
と
牛
の
口
輪
に
な
る
と
い
う
。
花
び
ら
籠
よ
り
牛
の
口
輪
の
ほ
う

が
少
し
大
き
い
と
も
聞
く
が
、
花
び
ら
籠
の
開
口
部
の
直
径
は
約
三
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
は
約
四
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
）
頃
ま
で
、三
上
で
は
八
割
ほ
ど
の
家
で
牛
を
飼
い
、

馬
は
二
頭
で
あ
っ
た
。
作
業
中
に
草
や
藁
を
食
べ
て
仕
事
を
し
な
く
な
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
こ
と
に
子
牛
に
た
い
し
て
竹
で
編
ん
だ
口
輪
を
は
め
た
。
三
上
は
乾
田
で
二

毛
作
を
し
て
い
た
か
ら
、
カ
ラ
ス
キ
（
犂
）
で
お
こ
な
う
田
を
す
く
タ
ー
ス
キ
に
、

マ
ン
ガ
ン
（
馬
鍬
）
で
の
田
植
え
前
の
代
掻
き
に
、
米
の
収
穫
後
、
カ
ラ
ス
キ
で
お

こ
な
う
菜
種
・
麦
用
の
う
ね
立
て
に
、
ま
た
、
物
を
運
ぶ
と
き
に
も
牛
を
使
っ
て
い

た
と
い
う
。

犂
は
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
く
が
、
牛
馬
に
牽
か
せ
て
田
畑
を
耕

起
す
る
犂
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
一
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
文
献
に
か
な
り
登
場

し
、
牛
に
よ
る
犂
耕
は
江
戸
時
代
末
期
ま
で
畿
内
に
お
い
て
発
達
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
）
41
（

。
一
六
九
〇
年
（
元
禄
三
）
の
「
江
州
野
洲
郡
三
上
村
指
出
帳
）
42
（

」
に
は
、
田
地

七
二
町
七
反
四
畝
五
歩
の
う
ち
、三
八
町
ほ
ど
の「
田
地
為
耕
作
毎
年
麦
蒔
付
申
候
」、

「
牛
馬
四
拾
八
疋　

内
三
疋
ハ
馬
、
四
十
五
疋
ハ
牛
」
と
記
す
。
元
禄
年
間
に
は
す

で
に
田
地
の
半
分
以
上
で
米
と
麦
の
二
毛
作
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、「
家
数
百
四
拾

弐
軒
」の
三
上
村
の
う
ち
、三
分
の
一
に
あ
た
る
家
々
で
田
畑
の
耕
起
用
に
牛
を
飼
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

花
び
ら
餅
と
花
び
ら
籠
は
、
頭
人
が
こ
し
ら
え
て
（
実
際
は
手
伝
い
の
親
類
）、

神
前
に
奉
納
し
た
あ
と
、
芝
原
式
で
公
文
ら
に
下
げ
ら
れ
る
が
、
公
文
は
そ
の
花
び

ら
籠
を
牛
の
口
輪
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
花
び
ら
籠
じ
た
い
が
犂

耕
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
直
截
な
勧
農
表
現
で
あ
る
。
し
か

も
頭
人
の
こ
し
ら
え
た
花
び
ら
籠
と
収
穫
米
で
つ
く
っ
た
花
び
ら
餅
を
受
け
取
る
の

は
公
文
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
三
上
の
中
世
社
会
を
知
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
は
、
収
穫
物
の
米
を
加
工
し
た
餅
と
、
農
作
業
の
工
程
で
使
わ
れ
る
牛
の

口
輪
と
の
組
み
合
わ
せ
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
花
び
ら
餅
は
大
き
な
楕
円

形
を
し
て
お
り
、
牛
の
ハ
ナ
モ
チ
と
か
、
古
く
は
「
く
つ
が
た
」「
大
花
平
」
あ
る

い
は
「
牛
の
舌
餅
）
43
（

」
と
も
称
し
た
よ
う
で
あ
り
、
確
か
に
牛
の
舌
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
る
。
花
び
ら
餅
に
花
び
ら
籠
を
被
せ
る
と
い
う
一
見
奇
妙
な
取
り
合
わ
せ
は
、

牛
の
舌
に
竹
で
編
ん
だ
口
輪
を
は
め
た
状
態
に
見
立
て
て
表
現
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。

三　

猿
田
彦
の
所
作
と
公
文

三
番
目
の
要
素
は
、猿
田
彦
の
所
作
で
あ
る
。
花
び
ら
餅
を
配
り
終
え
た
宮
仕
は
、
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本
殿
前
に
飾
っ
て
置
か
れ
た
鼻
高
の
猿
田
彦
の
仮
面
を
被
り
、
木
ぼ
こ
を
脇
に
抱
え

て
登
場
す
る
。
式
場
で
は
裸
足
に
な
り
、
一
同
が
着
座
す
る
な
か
を
総
公
文
の
長
之

家
公
文
の
前
ま
で
進
み
一
揖
し
て
か
ら
、
足
を
高
く
踏
み
な
が
ら
円
を
描
い
て
三
回

ま
わ
る
と
、
再
び
長
之
家
公
文
の
前
で
止
ま
る
。
長
之
家
公
文
に
対
し
て
ほ
こ
で
突

き
、
片
方
の
手
で
仮
面
の
鼻
先
を
つ
ま
み
、
公
文
の
方
へ
擲
つ
し
ぐ
さ
を
す
る
と
、

長
之
家
公
文
は
そ
れ
を
恭
し
く
受
け
て
頭
を
深
く
さ
げ
る
【
写
真
6
】。
こ
れ
を
長

之
家
公
文
、
東
公
文
、
西
公
文
の
順
に
お
こ
な
う
）
44
（

。

こ
の
所
作
に
つ
い
て
、
橋
本
裕
之
は
、
王
の
舞
が
変
化
し
た
も
の
と
解
し
、
猿
田

彦
と
み
な
す
肥
後
和
男
の
見
解
に
疑
義
を
唱
え
る
）
45
（

。
し
か
し
、
こ
の
場
面
で
使
用

す
る
仮
面
を
猿
田
彦
と
呼
ん
で
き
た
の
は
御
上
神
社
の
神
職
と
三
上
の
氏
子
た
ち

で
あ
っ
て
、
春
の
祭
礼
次
第
を
書
き
留
め
た
一
七
六
一
年
（
宝
暦
十
一
）
の
書
付
に

は
、そ
の
仮
面
を
「
猿
田
彦
」
と
記
載
し
て
い
た
。
遅
く
と
も
江
戸
時
代
中
期
に
は
、

御
上
神
社
で
猿
田
彦
と
呼
び
習
わ
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
）
46
（

。
芝
原
式
の
事
例
に

か
ん
し
て
は
、
橋
本
自
身
が
あ
げ
た
王
の
舞
の
六
つ
の
特

徴
）
47
（

の
ど
れ
に
も
該
当
し
て
こ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
王
の
舞

か
ら
説
明
す
る
に
は
少
々
無
理
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た

だ
、
猿
田
彦
の
肖
像
に
は
、
中
世
に
登
場
し
て
今
日
で
も

存
在
し
て
い
る
王
の
舞
の
特
徴
を
摂
取
し
な
が
ら
歴
史
的

に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
橋
本
の
見
解

は
示
唆
深
く
、
そ
の
点
か
ら
の
掘
り
下
げ
た
検
討
が
必
要

と
お
も
わ
れ
る
。

猿
田
彦
役
が
仮
面
の
鼻
先
に
手
を
や
り
、
公
文
の
ほ
う

へ
そ
の
手
を
放
つ
し
ぐ
さ
を
、
三
上
の
人
々
は
単
に
猿
田

彦
が
鼻
く
そ
を
投
げ
る
と
理
解
し
て
き
た
。
筆
者
調
査
の

初
期
の
頃
に
は
、
こ
の
場
面
に
な
る
と
見
物
人
か
ら
笑
い

が
漏
れ
た
り
し
た
が
、
そ
の
行
為
は
神
の
存
在
と
深
く
か

か
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

御
上
神
社
の
お
使
い
は
猿
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
御
上
神
社
と
、
神
体
山
で

あ
る
三
上
山
と
、
猿
と
い
う
、
こ
れ
ら
三
者
の
関
係
は
古
来
か
ら
深
く
、
八
二
二
年

（
弘
仁
十
三
）
頃
の
成
立
と
伝
わ
る
仏
教
説
話
集
『
日
本
霊
異
記
』
に
も
一
文
が
載
っ

て
い
る
）
48
（

。
御
上
の
嶽
に
神
社
が
あ
り
、
後
生
に
白
猿
の
身
を
受
け
て
こ
の
社
の
神
と

な
っ
た
者
と
の
仏
教
譚
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
平
安
時
代
初
期
に
は
御
上
神
社
の
神

が
猿
で
あ
る
と
の
認
識
が
一
般
に
も
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
ず
い
き
神

輿
の
正
面
の
棚
に
ス
モ
ウ
サ
ル
の
人
形
を
飾
る
【
写
真
7
】
の
も
、
御
上
神
社
の
お

使
い
が
猿
で
あ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

ま
た
、
太
陽
暦
の
採
用
ま
で
は
春
祭
り
の
祭
日
は
申
日
で
あ
っ
た
し
、
申
の
刻
に

御
旅
所
ま
で
の
神
幸
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。御
上
神
社
の
境
内
に
は
十
禅
師
社（
現

在
の
三
宮
神
社
）
が
祀
ら
れ
、
そ
の
境
内
に
は
江
戸
時
代
ま
で
天
台
宗
延
暦
寺
末
寺

の
政
光
院
が
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
比
叡
山
延
暦
寺
（
日
吉
山
王
）
の
影
響

も
大
き
い
一
方
、
猿
田
彦
と
の
結
び
つ
き
が
芝
原
式
の
所
作
以
外
に
も
み
ら
れ
る
の

写真6　芝原式 猿田彦の所作　1983 年

写真7　ずいき神輿のスモウサル　2004 年
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で
あ
る
。

御
上
神
社
の
オ
タ
ビ
（
御
旅
所
）
は
、
三
上
山
の
麓
の
三さん
だ
い
じ
ん

大
神
と
呼
ぶ
場
所
に
あ

る
。
春
祭
り
に
は
三
上
の
氏
子
た
ち
は
御
旅
所
ま
で
神
輿
を
担
い
で
行
列
を
組
ん

で
渡
る
が
、
古
い
神
輿
を
オ
モ
ノ
（
御
物
）
49
（

）
と
呼
ば
れ
た
神
輿
か
き
が
か
い
て
い
た

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
ま
で
は
、
芝
原
式
で
か
ぶ
っ
た
猿
田
彦
の
面
を
棒
に

く
く
り
つ
け
て
か
た
げ
た
宮
仕
が
、
神
輿
行
列
の
先
頭
を
行
く
露
払
い
（
警
護
）
の

後
ろ
に
続
い
た
。
御
旅
所
に
到
着
す
る
と
、猿
田
彦
の
面
は「
神
さ
ん
の
石
」と
か「
神

さ
ん
が
休
憩
さ
れ
る
場
所
」
と
い
わ
れ
た
岩
に
置
か
れ
、
神
輿
と
そ
の
石
の
場
所
に

ゴ
ク
（
御
供
）・
ワ
カ
メ
・
エ
ビ
・
甘
酒
と
い
っ
た
神
饌
を
供
え
、
宮
司
は
そ
の
石

に
向
か
い
祝
詞
を
あ
げ
、
神
輿
を
祓
い
、
神
輿
か
き
た
ち
は
神
輿
と
そ
の
石
の
両
方

に
向
か
っ
て
拝
ん
だ
と
い
う
）
50
（

。
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
）
に
御
上
神
社
境
内
社

の
鍵
取
神
社
へ
合
祀
さ
れ
る
ま
で
は
、
御
旅
所
に
は
三
大
神
社
が
祀
ら
れ
、
そ
の
祭

神
は
猿
田
彦
で
あ
っ
た
）
51
（

。
猿
田
彦
の
面
を
「
神
さ
ん
の
石
」
に
置
く
こ
と
は
そ
こ
に

由
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
石
の
由
来
は
忘
れ
ら
れ
て
行
為
だ
け
が

継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
で
は
、
古
い
神
輿
は
拝
殿
に
飾
り
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て

子
ど
も
神
輿
の
渡
御
が
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
そ
の
行
列
に
猿
田
彦
役
が
加
わ
る
。
こ

の
と
き
は
、
芝
原
式
で
使
用
す
る
面
と
は
ち
が
う
赤
い
鼻
高
面
に
鳥
兜
を
被
っ
て
、

猿
田
彦
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
氏
子
が
高
下
駄
を
は
い
て
歩
く
。
意
味
も
忘
れ
ら
れ
る

う
ち
に
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
て
き
た
が
、
猿
、
申
、
猿
田
彦
が
混
在
し
な
が
ら
、
御

上
神
社
の
神
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
祭
り
の
な
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

芝
原
式
で
猿
田
彦
役
が
仮
面
の
鼻
先
を
つ
ま
ん
で
擲
つ
し
ぐ
さ
を
す
る
と
、
公
文

は
た
だ
恭
し
く
受
け
て
頭
を
下
げ
る
も
の
で
あ
る
と
だ
け
伝
え
ら
れ
て
き
た
）
52
（

。
そ
の

し
ぐ
さ
に
つ
い
て
、三
上
の
氏
子
た
ち
は
公
文
に
鼻
く
そ
を
投
げ
る
と
表
現
し
た
が
、

そ
れ
は
鼻
か
ら
の
息
を
擲
つ
し
ぐ
さ
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
猿
田
彦
役

を
介
し
て
神
か
ら
神
聖
な
息
が
公
文
に
放
た
れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
公
文
は
そ
れ

を
恭
し
く
受
け
た
の
で
あ
る
。
神
か
ら
息
吹
を
授
か
る
こ
と
は
、
神
か
ら
生
気
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
猿
田
彦
役
を
と
お
し
て
神
が
公
文
へ
力
を
与
え
る
）
53
（

。
そ
れ

が
、
地
域
の
豊
饒
と
安
泰
に
つ
な
が
る
と
す
る
、
そ
の
よ
う
な
思
考
の
回
路
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

猿
田
彦
の
し
ぐ
さ
は
、
頭
人
で
は
な
く
、
公
文
に
対
し
て
だ
け
向
け
ら
れ
て
お

り
）
54
（

、
そ
こ
に
大
き
な
意
味
あ
い
が
あ
る
。
地
主
若
宮
）
55
（

か
ら
生
気
を
付
与
さ
れ
た
の
は

三
公
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
代
表
は
頭
人
で
は
な
く
公
文
で
あ
る
。
現
在
の
三
上
で

の
公
文
と
は
、
ず
い
き
祭
り
で
の
頭
人
決
定
機
関
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
元

来
、
公
文
と
は
公
文
書
を
取
り
扱
う
職
掌
で
あ
り
、
荘
園
の
年
貢
収
納
や
訴
訟
な
ど

を
つ
か
さ
ど
る
荘
官
名
を
さ
し
て
い
た
。
芝
原
式
の
構
図
か
ら
は
、
中
世
に
お
け
る

三
上
庄
の
公
文
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。
公
文
と
い
う
地
域
（
具
体
的
に
は
三
上

庄
）
の
管
理
責
任
者
が
神
か
ら
地
域
内
（
三
上
庄
）
の
豊
饒
と
安
泰
を
付
与
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
世
界
観
を
潜
在
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。

四　

一
献
の
宴
と
神
の
相
撲

猿
田
彦
の
所
作
の
次
に
く
る
芝
原
式
の
四
番
目
の
要
素
は
各
組
（
座
）
で
お
こ
な

う
一
献
の
宴
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
か
ら
受
け
た
豊
饒
の
印
を
披
露
し
て
い
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
各
座
で
は
頭
人
の
用
意
し
た
酒
と
肴
（
長
之
家
は
め
ず
し
・
青
漬

け
・
す
る
め
、
西
は
め
ず
し
・
青
漬
け
、
東
は
鮒
ず
し
）
が
定
使
い
の
給
仕
で
公
文
・

頭
人
の
順
に
一
献
ふ
る
ま
わ
れ
る
が
【
写
真
8
】、
肴
は
食
べ
ず
に
懐
紙
に
受
け
て

持
ち
帰
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、長
之
家
の
場
合
は
総
公
文
で
も
あ
る
長
之
家
公
文
・

宮
司
・
頭
人
の
順
序
で
、
西
の
場
合
は
公
文
・
上
座
頭
人
・
下
座
頭
人
の
順
に
、
酒

と
肴
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。
東
の
場
合
は
、
ま
ず
定
使
い
が
酒
を
公
文
・
上
座
頭
人
・

下
座
頭
人
の
順
序
で
か
わ
ら
け
に
注
い
で
い
き
、
各
自
が
飲
み
干
し
た
あ
と
か
ら
、

肴
の
鮒
ず
し
を
ふ
る
ま
う
。
鮒
ず
し
を
ふ
る
ま
わ
れ
る
の
は
、
上
座
と
下
座
の
頭
人

だ
け
で
あ
り
、
そ
の
給
仕
役
に
は
公
文
と
定
使
い
が
あ
た
る
。
ま
な
板
に
置
か
れ
た

鮒
ず
し
の
真
ん
中
一
切
れ
を
公
文
が
包
丁
で
切
っ
て
上
座
頭
人
へ
、
定
使
い
も
同
様

に
し
て
下
座
頭
人
へ
渡
し
、
そ
の
残
っ
た
鮒
ず
し
は
公
文
と
定
使
い
が
も
ら
っ
て
帰

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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芝
原
式
の
最
後
は
、
五
番
目
の
相
撲
で
あ
る
。
一
五
六
一
年
か
ら
の
頭
人
名
を
記

す
記
録
書
の
文
言
は
「
三
上
若
宮
殿
御
相
撲
之
事
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
秋
祭
り
を
ソ
ウ
モ
ク
（
相
撲
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
的
で

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
祭
り
で
は
相
撲
の
儀
礼
に
重
き
が
置
か
れ
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
「
三
上
大
明
神
之
事
）
56
（

」
に
は
秋
の
神
事
に
つ
い
て
、

一
、
九
月
十
四
日
ノ
御
神
事
相
撲
ノ
頭
人
ト
テ
、
十
二
人
ノ
頭
人
有
リ
、
正
頭

六
人
、
助
頭
ト
テ
六
人
有
リ
、
是
ハ
若
正
頭
之
人
火
ノ
指
合
有
ル
時
、
助

頭
ノ
人
勤
二
ル
御
神
事
一
ヲ
也
、
此
故
ニ
定
二
ム
十
二
人
一
ヲ
、
助
頭
以
来
二

年
ノ
間
精
進
シ
テ
忌
二
悪
敷
火
一
ヲ
也
、
十
一
日
ノ
夜
、
御
湯
立
ト
テ
六
頭

ノ
家
ニ
テ
立
二
ル
御
湯
一
ヲ
、
十
四
日
ノ
晩
ニ
、
一
頭
ヨ
リ
備
二
ヘ
神
前
へ
御

饗
并
花
平
餅
御
菓
子
一
合
一
ヲ
、
六
頭
人
共
ニ
備
之
、
十
二
番
之
神
ノ
相

撲
有
リ
、
其
外
少
々
儀
式
有
之
、
是
ハ
地
主
若
宮
ノ
御
神
事
ノ
由
申
伝

と
記
さ
れ
、
こ
こ
に
は
「
十
二
番
之
神
ノ
相
撲
有
リ
」
と
で
て
く
る
。

ず
い
き
神
輿
の
正
面
に
は
御
上
神
社
の
神
使
い
で
あ
る
猿
の
人
形
が
飾
ら
れ
る

が
）
57
（

、
そ
れ
は
土
俵
上
で
相
撲
を
取
り
組
む
姿
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
人
形
は
ス
モ
ウ

サ
ル
と
呼
ば
れ
、
よ
つ
に
組
ん
だ
力
士
・
行
司
・
裃
着
用
で
座
し
た
二
体
）
58
（

の
あ
わ
せ

て
五
体
の
猿
か
ら
な
る
【
写
真
9
】。
一
八
〇
一
年
（
享
和
元
）
の
神
事
当
番
心
得

書
帳
に
も
ず
い
き
で
こ
し
ら
え
た
「
御
菓
子
」
の
「
正
面
者
、
さ
る
の
す
も
ふ
取
、

三
方
者
、
見
斗
、
何
な
く
共
お
も
い
付
の
は（花
）な

ニ
而
も
か（飾
り
）

さ
り
候
事
」
と
あ
る
）
59
（

。
そ

れ
は
ま
さ
し
く
「
神
ノ
相
撲
」
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

芝
原
式
で
の
こ
の
場
面
で
は
神
か
ら
力
を
与
え
ら
れ
た
証
と
し
て
相
撲
を
披
露
す

る
。
相
撲
の
取
り
組
み
で
は
勝
負
を
決
め
る
必
要
は
な
く
、
相
撲
を
取
る
ほ
ど
の
力

が
あ
る
こ
と
を
格
好
で
示
す
こ
と
に
あ
る
【
写
真
10
】。
相
撲
役
は
頭
人
（
い
な
い

場
合
は
頭
人
の
親
類
）
の
子
ど
も
が
つ
と
め
る
が
、
三
上
の
住
人
で
あ
る
氏
子
が
神

か
ら
豊
饒
と
安
泰
を
授
け
ら
れ
て
次
世
代
へ
と
代
々
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
心
理

が
こ
こ
に
こ
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

写真8　芝原式 各座の饗宴　1975 年

写真9　スモウサルの人形　2004 年

写真10　芝原式 大相撲　1975 年
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五　

芝
原
式
と
三
上
庄
の
公
文

「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
の
巻
頭
文
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
神
事
は
一
五

四
一
年
（
天
文
十
）
に
中
絶
し
、
そ
れ
を
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
に
再
興
し
た
と

あ
る
。
一
五
六
一
年
か
ら
は
途
絶
え
る
こ
と
も
な
く
現
在
ま
で
続
い
て
き
た
わ
け
だ

が
、
一
七
〇
三
年
（
元
禄
十
六
）
五
月
の
三
上
大
明
神
由
来
覚
書
）
60
（

に
は
、「
一
、
九

月
十
四
日
相
撲
ト
云
御
神
事
有
之
、
古
よ
り
于
今
至
テ
神
式
不
退
転
相
勤
申
事
」
と

あ
り
、
相
撲
神
事
の
儀
式
内
容
は
廃
れ
る
こ
と
な
く
保
た
れ
て
き
た
こ
と
を
記
す
。

こ
の
神
官
の
文
言
か
ら
推
し
て
も
、
一
五
四
一
年
以
前
の
相
撲
神
事
の
成
立
当
初
か

ら
ほ
ぼ
現
在
の
形
式
を
踏
ん
だ
構
成
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

芝
原
式
の
構
成
は
一
つ
の
世
界
観
を
表
現
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
三
番
目
の
猿

田
彦
の
所
作
か
ら
四
番
目
の
各
座
で
お
こ
な
う
一
献
の
宴
、
五
番
目
の
相
撲
ま
で
の

一
連
の
場
面
の
流
れ
は
、
神
の
出
現
に
よ
る
三
上
の
豊
饒
と
安
泰
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。
神
の
出
現
と
い
う
神
話
的
世
界
で
あ
る
。

ま
た
、
二
番
目
の
花
び
ら
餅
と
花
び
ら
籠
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
牛
の
舌
に
被
せ
た

牛
の
口
輪
を
表
現
し
て
い
た
。
牛
の
口
輪
は
、
牛
に
犂
を
牽
か
せ
て
田
を
掘
り
起
こ

し
た
り
、
畑
の
う
ね
立
て
を
す
る
作
業
の
と
き
に
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
作
り
方
は

花
び
ら
籠
と
同
じ
で
、
現
に
東
の
公
文
は
花
び
ら
籠
を
牛
の
口
輪
と
し
て
再
利
用
し

て
い
た
。

牛
の
口
輪
と
な
る
花
び
ら
籠
を
公
文
と
そ
の
定
使
い
に
手
渡
す
こ
と
は
、
牛
と
犂

の
所
有
が
公
文
ら
の
土
豪
層
に
限
ら
れ
て
い
た
時
代
、
人
力
に
頼
る
だ
け
で
な
く
荘

官
の
公
文
ら
が
所
有
す
る
牛
を
使
っ
て
犂
耕
を
お
こ
な
い
、
労
働
生
産
性
を
高
め
て

い
た
時
代
を
想
起
さ
せ
る
。
花
び
ら
籠
を
牛
の
口
輪
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
神
か
ら

の
い
た
だ
き
物
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
花
び
ら
籠
を
は
め
た
牛
と
そ

の
牛
を
使
っ
て
の
農
作
業
に
た
い
し
て
、
神
が
加
護
し
て
く
れ
る
も
の
と
い
う
期
待

感
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
頭
人
は
耕
作
用
具
の
一
つ
、
牛
の
口
輪
を
途

中
ま
で
拵
え
て
提
供
し
て
お
り
、
そ
れ
は
田
遊
び
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
勧
農
の
表
現

方
法
と
も
ひ
と
味
ち
が
う
。
お
そ
ら
く
は
公
文
の
指
示
が
基
と
な
っ
て
花
び
ら
籠
の

製
作
に
至
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
な
れ
ば
花
び
ら
籠
の
製
作
は
課
役
に

も
等
し
く
、
勧
農
姿
勢
は
直
截
で
あ
る
。

芝
原
式
の
構
成
の
一
番
目
は
、
公
文
に
よ
る
頭
人
差
定
状
の
提
出
で
あ
り
、
二
番

目
は
花
び
ら
餅
・
花
び
ら
籠
を
公
文
ら
へ
配
る
こ
と
で
あ
る
。
芝
原
式
の
構
成
の
前

半
部
分
は
在
地
で
の
公
文
の
存
在
を
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
そ
れ
に
た
い
し

て
後
半
部
分
は
神
仏
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
中
世
と
い
う
時
代
状
況
で
の
神
話
的
世

界
観
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
中
世
で
は
神
の
出
現
と
い
う
思
考
の
も
と
に

神
事
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
か
ん
が
え
る
。
芝
原
式
は
、
ま
さ
し
く
三
上
庄

に
お
け
る
中
世
神
話
の
世
界
な
の
で
あ
る
。

中
世
の
三
上
庄
が
、
近
世
で
は
三
上
村
と
な
り
、
現
在
の
三
上
自
治
区
に
か
わ
っ

て
も
、
氏
子
が
豊
饒
と
安
泰
を
望
ん
で
地
主
神
を
祀
る
と
い
う
姿
勢
に
は
変
わ
り
が

な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
猿
田
彦
の
登
場
か
ら
相
撲
ま
で
の
一
連
の
場
面
は

断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
今
ま
で
続
い
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

芝
原
式
と
い
う
儀
式
の
構
成
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
儀
礼
内
容
が
相

撲
神
事
の
成
立
し
た
中
世
社
会
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ

た
。
次
節
以
降
で
は
、
文
献
史
料
を
手
が
か
り
に
公
文
や
座
の
あ
り
か
た
か
ら
そ
れ

を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

❸
公
文
の
存
在

一　

公
文
の
権
限
と
頭
人
差
定
・
頭
渡
し

毎
年
、
ず
い
き
祭
り
が
は
じ
ま
る
一
週
間
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
前
に
な
る
と
、
御
上

神
社
社
務
所
に
関
係
者
一
同
が
集
ま
っ
て
、
祭
り
の
打
ち
合
わ
せ
を
お
こ
な
う
。
こ

の
席
に
は
、
宮
司
、
公
文
、
頭
人
だ
け
で
な
く
、
賄
い
の
相
談
も
あ
る
の
で
、
頭
人

の
妻
た
ち
、
三
上
在
住
の
仕
出
し
業
者
、
生
活
改
善
）
61
（

の
女
性
役
員
ら
も
加
わ
る
。
御
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上
神
社
宮
司
は
頭
人
ら
に
「
頭
人
奉
仕
心
得
」
を
配
布
し
て
進
行
の
時
刻
、持
参
品
、

謝
礼
な
ど
を
確
認
し
て
い
く
が
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
）
版
に
は
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。

　
　
　
　

秋
季
古
例
祭
若
宮
殿
相
撲
御
神
事

 　
     

頭
人
奉
仕
心
得

十
月
六
日
（
水
）　

甘
酒
神
事　
（
献
江
鮭
祭　

あ
め
の
う
お
ま
つ
り
）（
秋
季

古
例
祭
の
五
日
前
）

一
、
頭
人
は
、
午
前
七
時
三
十
分
社
務
所
に
礼
服
（
羽
織
・
袴
又
は
洋
礼

服
）
を
着
用
し
て
参
集
し
て
下
さ
い
。

二
、
頭
人
は
、
次
ぎ
の
神
饌
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

清
酒
（
二
合
）、
甘
酒
（
小
袋
一
個
）、
め
ず
し
一
重
（
重
箱
の
中

　

に
中
皿
）
青
漬
（
少
量
）

三
、
祭
典
は
午
前
八
時
よ
り
斎
行
い
た
し
ま
す
の
で
、参
列
し
て
下
さ
い
。

四
、
祭
典
終
了
後
、
御
菓
子
盛
台
及
び
付
属
品
、
又
相
撲
猿
を
神
社
よ
り

渡
し
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

十
月
八
日
（
金
）　

湯
立
式　
（
秋
季
古
例
祭
の
三
日
前
）

一
、
か
ま
ど
（
臨
時
の
セ
ッ
ト
で
も
よ
い
）
の
周
囲
に
斎
竹
四
本
を
注
連

縄
を
は
っ
て
、
斎
場
を
作
っ
て
下
さ
い
。

二
、
当
日
の
早
朝
、
神
社
の
手
水
舎
か
ら
神
水
を
汲
み
、
釜
に
入
れ
、
湯

立
式
の
時
刻
に
合
わ
せ
、
沸
騰
さ
せ
て
お
い
て
下
さ
い
。

三
、
湯
立
式
は
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
六
時
ま
で
の
間
、
山
出
、
又
は
、

大
中
小
路
（
隔
年
で
交
替
）
の
頭
人
宅
よ
り
道
順
に
よ
り
斎
行
し
ま

す
。

四
、
湯
立
式
の
神
饌
及
び
用
品
は
、
次
の
品
目
で
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て

お
い
て
下
さ
い
。

稲
穂
一
把
、
洗
米
五
合
、
神
酒
二
合
、
魚
（
生
鯉
）、
野
菜
（
二

種
類
）、
海
菜
（
す
る
め
、
海
苔
、
昆
布
類
）、
果
物
、
塩
、
麻
緒

（
あ
さ
お
）、
半
紙
（
一
折
）、
注
連
縄
（
玄
関
、
神
棚
、
床
の
間
、

か
ま
ど
等
に
使
用
）、
榊
（
一
㍍
位
の
も
の
二
本
＝
ひ
も
ろ
ぎ
用
、

三
十
㌢
位
の
も
の
数
本
＝
玉
串
用
）
紙
垂
は
神
社
で
準
備

五
、
湯
立
式
に
は
、
頭
人
は
礼
服
（
和
、
洋
い
ず
れ
で
も
よ
い
）
着
用
の

う
え
、
参
列
し
て
下
さ
い
。

六
、
祭
具
等
の
各
頭
人
宅
へ
の
運
搬
は
、
神
社
で
氏
子
総
代
等
に
依
頼
し

て
行
い
ま
す
。

七
、
神
社
神
職
等
の
食
事
場
所
及
び
費
用
は
、
頭
人
で
協
議
し
て
負
担
し

て
下
さ
い
。

十
月
十
日
（
日
）　

頭
渡
式　
（
秋
季
古
例
祭
の
前
日
）

一
、
各
座
の
公
文
よ
り
日
時
、
持
参
品
等
の
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
遵
守

し
て
下
さ
い
。

二
、
頭
渡
し
式
に
は
礼
服
（
和
、
洋
い
ず
れ
で
も
よ
い
）
を
着
用
し
、
供

人
同
伴
で
ご
出
席
下
さ
い
。

十
月
十
一
日
（
月
）  

秋
季
古
例
祭　

当
日　

式
典　

午
前
十
一
時
よ
り

一
、
各
頭
人
は
、
午
前
十
時
、
長
ノ
家
の
太
鼓
を
合
図
（
打
ち
上
げ
花
火

併
用
）
に
自
宅
を
出
発
、
ず
い
き
御
輿
を
表
参
道
よ
り
担
い
で
、
社

頭
に
奉
納
し
て
下
さ
い
。
社
頭
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
楼

門
前
に
一
旦
整
列
し
た
上
、
順
次
氏
子
総
代
の
指
示
に
よ
っ
て
拝
殿

に
ご
奉
納
下
さ
い
。

二
、
祭
典
の
開
始
は
午
前
十
一
時
、
各
頭
人
は
礼
服
着
用
の
上
、
各
御
輿

前
に
座
し
、
式
典
に
参
列
し
て
下
さ
い
。

三
、
式
典
終
了
後
、
角
力
猿
の
み
撤
収
し
て
社
務
所
に
ご
返
納
下
さ
い
。

四
、
ず
い
き
御
輿
は
、
午
後
四
時
、
各
頭
人
で
拝
殿
よ
り
撤
収
し
、
楼
門

の
内
側
に
展
示
し
て
下
さ
い
。

十
月
十
一
日
（
月
）　

芝
原
式　

式
典　

午
後
七
時
よ
り

一
、
午
後
六
時
、
長
ノ
家
の
太
鼓
を
合
図
に
式
服
着
用
の
上
、
社
務
所
に
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参
集
し
て
下
さ
い
。

二
、
芝
原
式
持
参
用
品
は
、
各
座
公
文
よ
り
指
定
の
品
物
と
し
ま
す
。

三
、
芝
原
式
開
始
は
午
後
七
時
と
し
総
公
文
（
長
ノ
家
公
文
）
の
指
示
に

よ
っ
て
厳
粛
に
斎
行
し
ま
す
。

四
、
頭
人
（
除
く
長
ノ
家
）
は
、
大
角
力
一
人
、
小
角
力
一
人
宛
、
奉
仕

し
て
下
さ
い
。

五
、
頭
人
は
、
は
な
び
ら
か
ご
及
び
、
は
な
び
ら
餅
を
そ
れ
ぞ
れ
一
個
持

参
し
て
下
さ
い
。

六
、
芝
原
式
の
奉
仕
謝
儀
は
、
頭
人
各
四
千
円
と
し
、
十
月
六
日
甘
酒
神

事
の
際
、
社
務
所
へ
持
参
し
て
下
さ
い
。

十
月
十
二
日
（
火
）
ず
い
き
神
輿
の
解
体
及
び
御
菓
子
盛
台
及
び
付
属
品
の
返

納　

午
後
四
時
よ
り

尚
、
祭
礼
期
間
中
の
祝
儀
及
び
直
会
等
に
つ
い
て
は
、
三
上
区
生
活
改
善

申
し
合
わ
せ
要
項
及
び
、
ず
い
き
祭
保
存
会
の
決
定
事
項
等
を
遵
守
し
て

下
さ
い
。

ま
た
、
神
事
・
祭
事
に
か
か
わ
る
諸
事
に
は
厳
粛
に
斎
行
す
る
よ
う
努
力
し
て

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ず
い
き
祭
り
で
は
、
頭
人
は
御
上
神
社
と
公
文
の
両
方
か
ら
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と

に
な
る
。
御
上
神
社
か
ら
頭
人
に
渡
す
心
得
に
は
、
頭
渡
し
の
日
時
・
持
参
品
な
ど

に
関
し
て
は
各
座
の
公
文
か
ら
の
通
知
に
も
と
づ
く
こ
と
、
芝
原
式
に
持
参
す
る
品

物
は
各
座
公
文
の
指
定
に
し
た
が
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
芝
原
式
は
総
公
文
（
長
之
家

公
文
）
の
指
示
に
よ
っ
て
と
り
お
こ
な
わ
れ
る）62
（

旨
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

頭
渡
し
と
芝
原
式
に
つ
い
て
は
公
文
が
差
配
し
て
お
り
、
祭
り
の
期
間
中
に
頭
人
お

よ
び
翌
年
以
降
の
頭
人
に
た
い
し
て
は
公
文
か
ら
書
付
を
渡
し
て
指
示
し
て
い
く
。

　

三
年
先
か
ら
頭
人
に
な
る
ま
で
の
呼
び
方
は
、
長
之
家
で
は
其
そ
の
ま
た
す
け
と
う
に
ん

又
介
頭
人
↓

其その
す
け介
頭
人
↓
介すけ
頭
人
↓
頭
人
、
東
で
は
呼
び
出
し
↓
仇く
じ事
↓
助すけ
と
う頭
↓
勤つと
め
ば
ん
番
、
西
で

は
其
又
介
頭
人
↓
其
介
頭
人
↓
介
頭
人
↓
本ほん
頭
人
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

が
、
御
菓
子
盛
り
の
日
（
以
前
は
十
月
十
三
日
）
の
朝
、
各
公
文
は
三
年
先
の
頭
人

ま
で
に
呼
び
出
し
を
か
け
て
、
頭
人
に
差
し
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
こ
の
と

き
、
公
文
は
差
定
の
短
冊
を
該
当
す
る
家
に
配
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
西
座

の
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
）
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
西
座
公
文
は
「
昭
和
五
十
八

年
亥
年　
　

辻
田
治
郎
」、「
昭
和
五
十
九
年
子
年　
　

鎌
江
喜
左
エ
門
」
の
よ
う
に

墨
書
し
た
短
冊
を
当
年
か
ら
三
年
後
ま
で
の
頭
人
に
あ
た
る
八
人
に
配
っ
て
ま
わ
っ

た
。
長
之
家
の
場
合
は
、「
来
昭
和
五
十
卯
歳　

介
頭
人　

小
林
藤
男
」
と
い
う
書

き
方
に
な
る
）
63
（

。
公
文
か
ら
渡
さ
れ
た
差
定
は
、
頭
人
を
つ
と
め
あ
げ
る
ま
で
神
棚
の

下
に
貼
っ
て
お
く
。
長
之
家
と
西
の
場
合
は
、
頭
人
に
な
る
順
番
は
決
ま
っ
て
い
る

が
、
東
の
場
合
は
、
父
親
が
死
亡
し
て
十
三
年
の
年
忌
が
あ
け
る
と
、
公
文
が
呼
び

出
し
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
御
菓
子
盛
り
の
朝
に
東
の
公
文
は
三
年
後
の

頭
人
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
た
め
の
了
解
を
と
り
つ
け
る
。

　

三
年
後
に
頭
人
と
な
る
呼
び
出
し
が
か
か
る
と
、
家
の
壁
塗
り
、
畳
や
襖
の
張
り

替
え
な
ど
の
修
繕
を
し
、
高
張
り
提
灯
・
弓
張
り
提
灯
を
注
文
す
る
や
ら
、
準
備
し

は
じ
め
る
。
な
か
に
は
、
頭
人
と
な
る
の
を
機
会
に
、
婚
礼
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
財

産
を
つ
ぎ
込
ん
で
、
改
築
す
る
家
も
あ
っ
た
。

　

御
菓
子
盛
り
の
朝
に
、
各
公
文
は
差
定
を
告
げ
る
だ
け
で
な
く
、
本
年
・
翌
年
・

翌
々
年
の
頭
人
た
ち
に
は
そ
の
日
の
晩
に
お
こ
な
わ
れ
る
頭
渡
し
式
を
案
内
す
る
。

ま
た
、
本
年
の
頭
人
に
た
い
し
て
は
、
頭
渡
し
と
芝
原
式
に
持
参
す
る
品
々
を
記
し

た
書
付
も
手
渡
す
。
長
之
家
・
東
・
西
の
書
付
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
、
長
之
家
の
場
合

若
宮
殿
相
撲
御
神
事
入
用

十
三
日
晩
頭
渡
式
入
用
品
々

一
、
酒　
　
　
　
　
　
　
　

一
樽

一
、
め
ず
し　
　
　

   　

   

一
重    　

一
、
あ
を
づ
け　
　
　
　
　

一
重

一
、
す
る
め　
　
　
　
　
　

一
把
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右
持
参
、
公
文
の
使
に
渡
す
こ
と

十
四
日
晩
芝
原
式
入
用
品
々

一
、
酒　
　
　
　
　
　
　
　

一
樽

一
、
め
ず
し　
　
　
　
　
　

一
重

一
、
あ
を
づ
け　
　
　
　
　

一
重

一
、
す
る
め　
　
　
　
　
　

一
把

一
、
三
度
か
わ
ら
け　
　
　

二
枚

一
、
花
び
ら
か
ご　
　
　
　

一

右
持
参
、
公
文
の
使
に
渡
す
こ
と

昭
和
五
十
卯
歳
十
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　

長
之
家
公
文

イ
、
東
の
場
合）64
（

（
礼
紙
う
わ
書
き
）

「　
　
　
　
　
　

西
村
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
折
り
目
）

　
　

上
　
　
　
　

　

                   　
　
　

 

」

　
　
　
　

定

拾
月
拾
参
日
夜　
　
　
　

当
渡
シ

　
　

御
酒　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升

　
　

芽
寿
シ　
　
　
　
　
　
　

壱
重

　
　

青
漬
ぐ
き　
　
　
　
　
　

壱
重

　
　
　

供
同
伴
に
て
私
方
へ
御
持
参
成
し
下
さ
い

拾
月
拾
四
日
夜　
　
　
　

芝
原
式

　
　

御
酒　
　
　
　
　
　
　
　

壱
升

　
　

鮒
鮓            　
　
　

   

弐
枚

　
　
　

魚マナ
イ
タ板

、
魚
さ
か
な
ば
し

箸
、
包
丁
、
三
度
カ
ワ
ラ
ケ
弐
枚

　
　
　

長
柄
の
銚
子
社
務
所

に
有
り　

花ハナ
ビ
ラ
カ
ゴ

弁
籠

　
　
　
　
　

以
上
社
務
所
へ
御
持
参
の
事

　
　

西
村
善
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
公
文
所

ウ
、
西
の
場
合

頭
渡
式
入
用
品
々

　
　

十
三
日
午
後
七
時
よ
り
（
公
文
宅
）

一
、
神
酒　
　
　

一
樽
（
二
合
ビ
ン
）

一
、
寿
留
め　
　

一
把
（
二
枚
）

一
、
目
寿
し　
　

一
重
（
重
箱
）

一
、
青
づ
け　
　

一
重
（
サ
ラ
）

　

右
持
参
、
公
文
の
使
に
渡
す
事

芝
原
式
入
用
品
々

　
　

十
四
日
午
後
七
時
よ
り
（
神
社
斎（
カ
）館
）

一
、
神
酒　
　
　

一
樽
（
二
合
ビ
ン
）

一
、
目
寿
し　
　

一
重
（
重
箱
）

一
、
青
づ
け　
　

一
重
（
サ
ラ
）

一
、
か
わ
ら
け　

三
組
（
二
枚
）

一
、
花
び
ら
か
ご
一
個

　
　

大
角
力
小
角
力
を
出
す
事

　

昭
和
五
十
八
年
十
月
十
三
日

　
　
　
　
　

西
座
公
文

御
菓
子
盛
り
の
日
の
頭
人
宅
で
は
、
作
り
終
え
た
ず
い
き
神
輿
を
座
敷
に
飾
っ
た

ら
、
神
輿
作
り
に
携
わ
っ
た
親
類
を
招
い
て
夕
方
か
ら
盛
大
な
酒
宴
が
催
さ
れ
る
。

宴
も
た
け
な
わ
な
頃
、
紋
付
き
羽
織
に
袴
姿
の
頭
人
は
、
頭
渡
し
の
た
め
に
中
座
す

る
旨
の
挨
拶
を
し
て
か
ら
、
入
用
品
を
持
つ
供
を
し
た
が
え
て
、
提
灯
を
さ
げ
て
公
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文
所
（
公
文
宅
）
へ
向
か
う
。

頭
渡
し
は
、
午
後
七
時
か
ら
公
文
所
で
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
各
組
（
座
）
に
よ
っ

て
頭
渡
し
式
の
次
第
は
若
干
異
な
る
。
な
お
、長
之
家
と
西
の
場
合
、そ
の
年
に
よ
っ

て
翌
々
年
の
頭
人
が
出
席
し
な
い
で
省
略
し
て
す
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ア
、
長
之
家
の
頭
渡
し

長
之
家
の
公
文
宅
に
は
、本
年
・
翌
年
（
介
頭
人
、ま
た
は
ス
ケ
ト
ウ
）・
翌
々
年
（
其

介
頭
人
、
ま
た
は
ソ
ノ
ス
ケ
）
の
頭
人
三
人
が
集
ま
り
、
座
敷
に
お
い
て
図
5
の
よ

う
に
着
座
し
て
、
公
文
と
の
間
で
三
献
の
盃
を
取
り
交
わ
し
て
頭
渡
し
式
を
お
こ
な

う
。
頭
人
と
公
文
は
、
黒
紋
付
き
の
羽
織
に
袴
を
着
用
し
て
い
る
。
初
献
は
、
定
使

い
が
給
仕
と
な
っ
て
、
お
膳
に
置
か
れ
た
深
い
椀
に
酒
を
三
度
に
分
け
て
注
ぎ
、
そ

れ
を
三
回
で
飲
み
干
す
。
二
献
は
、
お
膳
に
置
か
れ
た
三
つ
重
ね
の
浅
い
朱
塗
り
の

盃
の
一
番
上
を
取
り
、
酒
を
注
い
で
も
ら
っ
て
飲
み
干
す
。
次
に
、
お
膳
に
は
メ
ズ

シ
・
ア
オ
ヅ
ケ
・
ス
ル
メ
が
置
か
れ
、
そ
れ
を
扇
子
の
上
に
受
け
て
懐
紙
に
お
さ
め

る
。
三
献
目
は
、
初
献
と
同
じ
く
深
い
椀
で
酒
を
飲
む
。
盃
は
い
ず
れ
も
座
敷
の
上

手
に
座
っ
た
公
文
か
ら
頭
人
↓
介
頭
人
↓
其
介
頭
人
↓
公
文
の
順
番
に
ま
わ
し
て
い

く
。
三
献
の
盃
ご
と
の
間
は
無
言
で
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
公
文
は
頭

渡
し
の
す
ん
だ
こ
と
を
告
げ
る
。
そ
の
あ
と
、
お
茶
と
菓
子
が
だ
さ
れ
て
歓
談
し
て

終
了
と
な
る
が
、
頭
渡
し
式
で
だ
さ
れ
る
品
々
は
、
頭
人
が
供
の
者
に
持
た
せ
て
来

た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
長
之
家
か
ら
頭
人
を
二
人
（
上
座
と
下
座
）
だ
し
て
い
た
頃
の
頭
渡
し
の

式
次
第
に
つ
い
て
、
官
幣
中
社
時
代
の
「
年
中
祭
儀
」
に
は
、

今
長
之
家
ノ
次
第
ヲ
記
セ
バ
、
先
ヅ
公
文
以
下
着
座
、
次
定
使
公
文
ヨ
リ
順
次

勧
盃
肴
引
さ
き

す
る
め 

（
一
献
終
ル
）
次
二
献
頭
渡
ノ
盃
、
先
公
文
、
次
上
座
正
頭
次
公

文
盃
ヲ

新
ム 

次
上
座
介
頭
次
公
文
盃
ヲ

新
ム
、
次
上
座
其
介
頭
、
次
公
文
盃
ヲ

新
ム
、
次
下
座
上
座
ノ

如　

シ
、

次
ニ
三
献
公
文
ヨ
リ
順
次
勧
盃
始
メ
ノ
如
ク
ニ
テ
畢
ル

と
、
記
す
。

イ
、
東
の
頭
渡
し

東
の
場
合
は
、
本
年
・
翌
年
・
翌
々
年
の
頭
人
の
あ
わ
せ
て
六
人
が
、
公
文
宅
に

出
向
く
。
公
文
、
給
仕
役
の
定
使
い
を
含
め
て
、
頭
人
以
外
は
羽
織
に
和
服
姿
で
あ

る
。
上
座
・
下
座
の
頭
人
は
、
い
ず
れ
も
供
の
者
に
頭
渡
し
で
使
う
品
々
を
持
た
せ

て
来
る
。

ま
ず
、
控
え
の
間
に
頭
人
た
ち
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
公
文
は
折
り
た
た
ん
だ
二
枚
の

紙
を
載
せ
た
盆
を
、
二
年
後
に
頭
人
と
な
る
ク
ジ
（
仇
事
）
の
前
に
差
し
だ
し
、
ど

ち
ら
か
の
紙
を
引
い
て
も
ら
う
。
紙
に
は
「
上
」「
下
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
引
い

た
紙
で
上
座
か
下
座
か
が
決
定
す
る
。

次
に
、
公
文
、
本
年
の
頭
人
で
あ
る
ツ
ト
メ
バ
ン
（
勤
番
）
二
人
、
翌
年
に
頭
人

と
な
る
ス
ケ
ト
ウ
（
助
頭
）
二
人
が
座
敷
に
移
り
、
図
6
【
写
真
11
】
の
よ
う
に
扇

子
を
手
前
に
置
い
て
着
座
し
、
初
献
の
頭
人
引
き
継
ぎ
式
を
お
こ
な
う
。
三
つ
重
ね

の
盃
の
一
番
上
を
取
り
、
定
使
い
に
酒
を
注
い
で
も
ら
っ
た
ら
、
三
回
で
飲
み
干
す
。

次
に
、
頭
人
の
供
の
者
の
う
ち
一
人
が
給
仕
役
と
な
っ
て
、
お
膳
に
載
せ
た
メ
ズ
シ

と
ア
オ
ヅ
ケ
を
箸
で
つ
ま
む
と
、
頭
人
は
扇
子
を
手
元
に
取
っ
て
半
開
き
に
し
て
、

そ
の
上
に
受
け
て
か
ら
懐
紙
に
移
し
て
包
み
、胸
元
に
し
ま
う
。
頭
渡
し
の
初
献
は
、

神棚 床の間

公文
①⑤

介頭人（翌年） 頭人（本年）
③ ②

其介頭人（翌々年）
④

図5　長之家の頭渡し式  
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下
手
に
座
っ
た
公
文
か
ら
は
じ
ま

り
、
上
座
の
頭
人
（
勤
番
）
↓
上

座
の
助
頭
↓
下
座
の
頭
人（
勤
番
）

↓
下
座
の
助
頭
の
順
に
ま
わ
さ

れ
、
公
文
で
お
さ
め
る
。
初
献
の

間
は
無
言
で
、
終
わ
る
と
、
二
年

後
に
頭
人
と
な
る
仇
事
が
座
敷
に

入
っ
て
き
て
、
さ
き
ほ
ど
引
い
た

籤
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
上
座

と
下
座
に
着
座
す
る
。こ
の
と
き
、

公
文
か
ら
は
「
上
座
の
○
○
○
○

様
、
下
座
の
○
○
○
○
様
、
無
事

に
御
神
事
を
つ
と
め
ら
れ
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
献
々

に
は
差
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
ご
ゆ

る
り
と
お
召
し
上
が
り
下
さ
い
ま

せ
」
と
い
う
挨
拶
が
あ
る
。

公
文
の
挨
拶
が
す
む
と
、
二
年
後
に
頭
人
と
な
る
仇
事
が
加
わ
り
、
二
献
目
の
披

露
の
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
も
無
言
で
初
献
と
同
じ
よ
う
に
、
酒
を
盃
で

飲
ん
で
か
ら
、
肴
の
メ
ズ
シ
・
ア
オ
ヅ
ケ
を
扇
子
で
受
け
て
懐
紙
に
移
す
。
二
献
目

の
披
露
は
、
公
文
↓
上
座
の
頭
人
（
勤
番
）
↓
下
座
の
頭
人
（
勤
番
）
↓
上
座
の
助

頭
↓
下
座
の
助
頭
↓
上
座
の
仇
事
↓
下
座
の
仇
事
↓
公
文
の
順
と
な
る
【
図
7
】。  

給
仕
が
退
き
、
襖
を
閉
め
た
ら
、
一
同
礼
を
し
、
公
文
が
「
滞
り
な
く
式
も
す
み
ま

し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
、
頭
人
の
引
き
継
ぎ
と
披
露
の
式

は
終
わ
る
。

一
同
、
控
え
の
間
に
移
動
し
て
お
茶
を
飲
み
、
少
し
懇
談
し
た
ら
頭
人
た
ち
は
引

き
上
げ
、
定
使
い
に
は
頭
人
の
持
っ
て
き
た
メ
ズ
シ
・
ア
オ
ヅ
ケ
に
少
々
の
お
か
ず

を
添
え
て
酒
を
飲
ん
で
も
ら
う
。
芝
原
式
の
終
了
後
も
、
東
で
は
公
文
宅
に
定
使
い

を
招
い
て
、
芝
原
式
に
だ
さ
れ
た
鮒
ず
し
で
酒
を
飲
ん
で
も
ら
い
、
慰
労
す
る
。
各

組
（
座
）
に
一
人
ず
つ
い
る
定
使
い
の
仕
事
は
、
今
で
は
頭
渡
し
式
と
芝
原
式
で
の

給
仕
役
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
御
菓
子
盛
り
の
朝
に
お
こ
な
う
差
定
の
配

達
、
頭
渡
し
の
案
内
、
夕
方
の
頭
渡
し
式
に
は
頭
人
の
出
迎
え
も
定
使
い
の
仕
事
と

床の間 仏壇

【下座】 【上座】

勤番（本年）  勤番
④ ②

助頭（翌年） 助頭
⑤ ③

公文
①⑥

床の間 仏壇

【下座】 【上座】

勤番（本年） 勤番
③ ②

助頭（翌年） 助頭
⑤ ④

仇事（翌々年） 仇事
⑦ ⑥

公文
①⑧

仏壇 床の間

【上座】 公文 【下座】
①⑥

本頭人 (本年） 本頭人
② ③

介頭人（翌年） 介頭人
④ ⑤

写真11　東の頭渡し 左手前が公文　1975 年

 図 8　 西の頭渡し式 

図 7　東の頭渡し式（二献目） 

図6　 東の頭渡し式（初献目）
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な
っ
て
い
た
と
い
う
）
65
（

。

ウ
、
西
の
頭
渡
し

西
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
二
献
の
式
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
翌
々
年
の
頭
人
が

出
席
し
な
い
場
合
は
、
一
献
だ
け
で
す
ま
さ
れ
る
。

ま
ず
、
初
献
で
は
、
公
文
と
、
本
年
の
頭
人
、
翌
年
の
頭
人
と
の
間
で
盃
を
ま
わ

し
て
、
頭
渡
し
を
お
こ
な
う
。
座
敷
の
上
手
に
座
っ
た
公
文
か
ら
、
上
座
の
本
頭
人

↓
下
座
の
本
頭
人
↓
上
座
の
介
頭
人
↓
下
座
の
介
頭
人
↓
公
文
の
順
で
【
図
8
】、

最
初
に
酒
を
盃
で
受
け
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
三
方
に
載
る
メ
ズ
シ
・
ア
オ
ヅ
ケ
・
ス

ル
メ
を
扇
子
に
受
け
て
懐
紙
に
取
る
。
こ
れ
ら
の
肴
は
式
な
の
で
そ
の
場
で
は
食
べ

な
い
。

翌
々
年
の
頭
人
が
出
席
す
る
場
合
は
二
献
と
な
り
、
二
献
目
に
翌
々
年
の
頭
人
で

あ
る
其
介
頭
人
が
加
わ
る
。
初
献
で
頭
人
を
渡
し
て
い
る
の
で
、
二
献
目
に
は
本
頭

人
を
除
い
て
、
公
文
と
、
翌
年
・
翌
々
年
の
頭
人
の
間
で
盃
の
や
り
と
り
を
す
る
。

初
献
と
同
じ
よ
う
に
最
初
に
酒
を
飲
み
、
次
に
肴
の
メ
ズ
シ
・
ア
オ
ヅ
ケ
・
ス
ル
メ

を
受
け
る
。
そ
の
順
序
は
、
公
文
↓
上
座
の
介
頭
人
↓
下
座
の
介
頭
人
↓
上
座
の
其

介
頭
人
↓
下
座
の
其
介
頭
人
↓
公
文
で
お
さ
め
る
。
公
文
は
頭
渡
し
を
お
こ
な
う
こ

と
を
述
べ
る
く
ら
い
で
、あ
と
は
無
言
の
う
ち
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
西
座
の
場
合
は
、

公
文
と
頭
人
は
黒
の
紋
付
き
羽
織
に
袴
を
着
用
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
公
文
が
お
こ
な
う
差
定
や
頭
渡
し
の
方
法
は
、
組
（
座
）
ご
と

に
若
干
の
ち
が
い
を
み
せ
る
が
、
共
通
し
た
公
文
の
役
割
と
は
、
頭
人
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
に
決
め
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
各
公
文
は
記
録
を
取
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
各
組
の
公
文
所
（
公
文
宅
）
に
は
、
頭
人
名
を

記
録
し
た
神
事
帳
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
頭
人
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
者
や
そ
の
家
族
が
死
亡
し
て
五
〇

日
以
内
の
ヒ
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
翌
年
の
頭
人
が
代
わ
っ
て
つ
と
め
る
こ

と
に
な
る
。
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
九
）
の
御
菓
子
盛
り
の
朝
に
、
長
之
家
公
文

か
ら
前
述
し
た
よ
う
な
「
来
昭
和
五
十
卯
歳　

介
頭
人　

小
林
藤
男
」
と
い
う
差
定

を
も
ら
っ
て
い
た
小
林
家
だ
が
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
）
に
頭
人
予
定
者
が
神

事
の
一
か
月
ほ
ど
前
に
死
亡
し
た
た
め
、
急
遽
頭
人
が
ま
わ
っ
て
き
た
。
ず
い
き
な

ど
の
材
料
を
頭
人
予
定
だ
っ
た
家
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
て
代
わ
り
を
つ
と
め
た
の

で
あ
る
。
ヒ
が
か
か
っ
て
頭
人
を
つ
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
家
は
、
長
之
家
と
西
の
場

合
で
は
翌
年
に
頭
人
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
東
の
場
合
で
は
頭
人
役

を
つ
と
め
る
こ
と
も
な
く
流
れ
、
改
め
て
呼
び
出
し
が
か
か
っ
て
く
る
が
、
何
年
後

に
な
る
か
は
定
ま
っ
て
い
な
い
）
66
（

。

公
文
の
出
番
は
、
頭
渡
し
と
芝
原
式
に
た
ち
あ
う
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
公

文
は
毎
年
、
神
饌
の
準
備
や
相
撲
役
を
奉
仕
す
る
頭
人
を
差
定
し
、
頭
渡
し
を
執
行

す
る
と
い
う
大
き
な
役
目
を
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
ず
い
き
祭
り
で
は
組
（
座
）

ご
と
の
行
事
も
な
く
、
長
之
家
・
東
・
西
の
組
み
分
け
じ
た
い
が
頭
人
選
出
機
関
の

意
味
し
か
も
た
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
）
67
（

。

御
上
神
社
の
年
間
祭
儀
の
う
ち
、ず
い
き
祭
り
に
該
当
す
る
の
は
、献
江
鮭
祭
（
小

祭
）、湯
立
式
（
小
祭
）、秋
季
古
例
祭
（
中
祭
）、芝
原
式
（
小
祭
）
の
四
つ
で
あ
る
。

頭
渡
し
は
年
間
祭
儀
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
頭
人
を
決
定
す
る
権
限
は
公
文
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
御
上
神
社
側
は
関
与
し
な
い
。
秋
季
古
例
祭
の
祭
典
は
明
治
年
間
以

降
、
国
家
の
神
社
行
政
策
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
前
掲
の
江

戸
時
代
初
期
の
「
三
上
大
明
神
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
十
四
日
晩
に
頭
人
が
神
前
へ
御

饗
・
花
平
餅
・
御
菓
子
一
合
を
供
え
て
、
相
撲
を
奉
仕
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
す
べ

て
は
十
四
日
晩
の
芝
原
で
の
儀
式
に
集
中
し
て
い
た
。
秋
の
神
事
と
は
、
芝
原
で
の

儀
式
を
さ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

湯
立
て
な
ど
は
供
物
を
準
備
す
る
段
階
で
の
行
事
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
長
之
家
・

東
・
西
の
三
グ
ル
ー
プ
か
ら
だ
さ
れ
た
頭
人
た
ち
は
、
湯
立
て
に
よ
っ
て
自
宅
（
神

事
屋
）
に
神
を
迎
え
、
ず
い
き
神
輿
（
御
菓
子
に
あ
た
る
）
と
花
び
ら
餅
と
い
う
神

饌
を
こ
し
ら
え
、
そ
れ
を
神
社
へ
奉
納
し
、
東
と
西
の
頭
人
か
ら
相
撲
を
奉
仕
す
る
。

こ
の
よ
う
に
頭
人
は
神
事
で
の
準
備
に
あ
た
る
役
目
を
担
う
。
頭
人
は
青
々
と
し
た

立
派
な
ず
い
き
神
輿
を
奉
納
す
る
と
い
っ
た
、
あ
る
面
で
は
華
々
し
い
ほ
ど
の
存
在
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と
な
る
が
、
神
事
で
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
芝
原
式
を
差
配
し
、
そ
の
主
役
と

な
る
の
は
頭
人
で
は
な
く
、
総
公
文
を
中
心
と
す
る
公
文
側
に
あ
る
。
頭
人
心
得
に

記
す
よ
う
に
芝
原
式
は
総
公
文
が
差
配
し
、そ
の
構
成
じ
た
い
も
前
述
し
た
と
お
り
、

公
文
を
中
心
に
展
開
し
て
い
く
。

秋
の
神
事
は
御
上
神
社
側
で
は
な
く
、
公
文
側
に
そ
の
権
限
が
あ
っ
た
。

一
八
六
八
年
（
慶
応
四
、
明
治
元
）
ま
で
西
座
公
文
を
つ
と
め
て
き
た
前
田
の
浄
土

真
宗
照
覚
寺
は
、
新
政
府
の
神
仏
分
離
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
、
こ
の
年
に
御
上
神

社
神
主
三
上
三
位
か
ら
西
座
公
文
の
返
上
を
促
さ
れ
た
。照
覚
寺
住
職
は
西
座
の「
三

上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
）
68
（

」
に
そ
の
と
き
の
様
子
と
気
持
ち
を
書
き
留
め
た
が
、
そ
の

前
半
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
辰
九
月
十
日
、
三
位
よ
り
源
太
郎
使
ニ
参
申
候
ハ
、
春
已
来
御
一
新
ニ
付
、

僧
侶
之
儀
御
上
へ
差
ツ
カ
ヘ
候
間
、
当
年
よ
り
芝
原
之
儀
、
俗
人
上
下
着
シ

大
小
帯
シ
代
人
ヲ
出
シ
被
成
候
様
、
申
来
り
候
間
、
拙
思
フ
ニ
、
九
月
神
事

義
ハ
、
三
公
文
之
取
斗
り
御
請
候
、
然
ヲ
三
位
よ
り
申
来
ル
事
不
当
ト
存
シ
、

大
谷
氏
へ
参
り
、
右
之
趣
申
述
へ
、
依
而
今
日
限
り
拙
寺
公
文
并
御
神
事
ノ

義
、
御
神
前
へ
御
断
り
御
申
上
候
義
（
下
略
）

こ
こ
で
、「
九
月
神
事
義
ハ
、
三
公
文
之
取
斗
り
御
請
候
、
然
ヲ
三
位
よ
り
申
来
ル

事
不
当
ト
存
シ
」
と
記
述
し
て
お
り
、
秋
の
神
事
の
差
配
は
公
文
に
あ
り
、
神
主
の

取
り
仕
切
る
場
で
は
な
い
と
、
公
文
と
し
て
の
自
負
を
垣
間
見
せ
た
の
で
あ
る
。
紆

余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
、
十
三
日
の
頭
渡
し
を
済
ま
せ
た
こ
と
ま
で
を
記
し
、
こ

の
「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。
結
局
、
照
覚
寺
は
神
仏
分
離

の
影
響
か
ら
西
公
文
を
退
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

二　

公
文
役
の
家
筋

秋
の
神
事
で
の
公
文
役
は
、家
筋
で
固
定
す
る
。
一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
当

社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
）
69
（

」
に
は
、

一
、
長
之
屋　

公
文　

大
谷
殿

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
使
下
役　
　
東
林
寺
村
久
左
衛
門

一
、
東　
　
　

公
文　

妙
光
寺
殿

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
使
下
役　
　
妙
光
寺
村
三
右
衛
門

往
古
之
次
第
ハ
此
通
り
ニ
候
へ
共
、
妙
光
寺
村
与
当
村
之
内
田
地
出
入
有

之
ニ
付
、
用
水
等
も
離
シ
、
神
事
も
此
節
よ
り
分
レ
申
候
、
夫
よ
り
大
中

路
村
喜
多
市
祐
家
来
屋
敷
守
り
吉
右
衛
門
公
文
代
ヲ
勤
、
定
使
も
相
勤
申

候

一
、
西　
　
　

公
文　
小
中
路
村
若
狭
殿

往
古
ハ
若
狭
公
文
ニ
候
得
共
家
絶
、
中
古
よ
り
前
田
村
照
恩
寺
公
文
代
ヲ

勤
、
定
使
ハ
小
中
路
村
庄
左
衛
門

と
の
記
載
部
分
が
あ
り
、「
宝
永
元
年
申
九
月
朔
日
」
付
で
「
惣
公
文
祝
政
所　

大

谷
治
兵
衛
、
下
司
公
文
代　

大
中
路
村
吉
右
衛
門
、
下
司
公
文
代　

前
田
村
照
恩
寺
、

社
務
三
上
神
館
、
社
家
大
谷
小
次
郎
、
社
家
平
野
八
郎
兵
衛
、
神
子
、
宮
仕
、
庄
屋

大
谷
七
郎
右
衛
門
」、
そ
の
ほ
か
年
寄
五
人
、
帳
付
五
人
の
名
前
が
連
な
る
。

長
之
家
の
公
文
は
惣
公
文
祝
政
所
と
も
呼
ば
れ
、
一
七
〇
四
年
に
は
大
谷
治
兵
衛

が
つ
と
め
て
い
る
。
大
谷
家
は
、
社
家
の
家
柄
で
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
滋
賀

県
大
津
の
官
幣
大
社
建
部
神
社
の
禰
宜
と
し
て
転
任
す
る
ま
で
、
代
々
、
御
上
神
社

に
勤
務
し
て
き
た
。
ま
た
、一
六
〇
一
年（
慶
長
六
）頃
か
ら
一
八
〇
五
年（
文
化
二
）

頃
ま
で
は
大
谷
家
が
ず
っ
と
三
上
村
庄
屋
で
も
あ
っ
た
。
一
七
〇
四
年
で
の
公
文
、

庄
屋
、
社
家
は
大
谷
で
も
別
人
で
あ
る
が
、
当
時
、
長
之
家
へ
所
属
し
た
の
は
三
人

の
う
ち
、
大
谷
七
郎
右
衛
門
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
人
は
親
子
関
係
に
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
一
六
五
四
年
（
承
応
三
）
に
は
「
社
家
公
文
政
所
大
谷
入

斎
秀
綱
」
と
あ
り
）
70
（

、
一
六
九
六
年
（
元
禄
九
）
に
は
大
谷
治
兵
衛
が
社
家
と
庄
屋
を

兼
ね
）
71
（

、
一
七
六
一
年
（
宝
暦
十
一
）
に
は
大
谷
七
郎
右
衛
門
が
社
家
、
庄
屋
、
山
里

の
祭
礼
当
元
家
を
兼
任
し
て
い
る
）
72
（

。
大
谷
家
は
本
家
を
中
心
と
し
て
、
秋
の
神
事
で

の
長
之
家
公
文
だ
け
で
な
く
、
春
祭
り
で
の
山
里
（
山
出
と
東
林
寺
）
の
祭
礼
当
元

家
（
渡
し
番
の
宿
）、
社
家
、
庄
屋
と
い
っ
た
役
職
を
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
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之
家
公
文
は
現
在
も
山
出
に
住
む
大
谷
家
が
つ
と
め
る
。

東
の
公
文
は
下
司
公
文
と
も
呼
ば
れ
、
往
古
は
妙
光
寺
殿
が
つ
と
め
て
い
た
。
し

か
し
、
妙
光
寺
が
三
上
村
か
ら
分
離
独
立
し
た
た
め
、「
大
中
路
村
喜
多
市
祐
家
来

屋
敷
守
り
吉
右
衛
門
」
が
東
公
文
の
代
わ
り
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

妙
光
寺
の
分
村
は
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
）
73
（

。
そ
れ
以
降
、
妙

光
寺
の
人
々
は
御
上
神
社
の
祭
祀
か
ら
い
っ
さ
い
手
を
引
い
て
し
ま
っ
た
。
大
中
小

路
の
山
崎
吉
右
衛
門
家
に
は
「
寛
文
六
年
午
九
月
十
四
日　

三
上
庄
若
宮
殿
相
撲
之

事
」
と
題
す
る
東
座
の
神
事
頭
人
帳
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）

以
前
か
ら
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
ま
で
の
死
亡
し
た
頭
人
父
親
の
名
前
と
十
二
支

で
死
亡
年
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
事
頭
人
帳
の
存
在
か
ら
も
、
妙
光
寺
分
村

に
よ
っ
て
一
六
六
六
年
か
ら
の
東
座
頭
人
の
選
定
は
、
山
崎
吉
右
衛
門
家
に
委
託
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
父
親
の
死
後
十
三
年
の
年
忌
明
け
か
ら
頭
人
の
呼
び
出
し
を

か
け
る
と
い
う
東
座
で
の
頭
人
選
出
方
法
は
、一
六
六
六
年
に
は
採
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
降
大
中
小
路
の
山
崎
吉
右
衛
門
家
が
東
の
公
文
を
つ
と
め
る
。
ま
た
、
吉
右

衛
門
家
は
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
）
に
春
祭
り
の
神
輿
渡
御
行
列
が
中
止
さ
れ

る
ま
で
、大
中
小
路
の
渡
し
番
の
宿
（「
祭
礼
当
元
家
」）
を
引
き
受
け
て
も
い
た
が
、

一
七
六
一
年
（
宝
暦
十
一
）
に
は
、「
祭
礼
当
元
家
」
だ
け
で
な
く
「
大
中
路
」
の
「
年

寄
」
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
山
崎
吉
右
衛
門
家
と
大
谷
家
は
、
秋
の
神
事
で
は

公
文
、
春
の
祭
礼
で
は
当
元
家
、
さ
ら
に
村
役
人
と
い
う
よ
う
に
要
職
を
担
っ
て
き

た
の
で
あ
る
）
74
（

。

西
の
公
文
は
、
東
公
文
と
同
じ
よ
う
に
下
司
公
文
と
も
呼
ば
れ
、
往
古
は
小
中
路

村
の
若
狭
殿
が
つ
と
め
て
い
た
が
、
絶
家
し
た
た
め
に
、
中
古
か
ら
前
田
村
の
照
恩

寺
が
公
文
の
代
わ
り
を
し
て
き
た
と
い
う
。

前
田
の
浄
土
真
宗
照
恩
寺
は
、
そ
の
後
照
覚
寺
と
改
号
し
、
一
八
六
八
年
（
慶
応

四
）
ま
で
西
公
文
を
し
て
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
神
仏
分
離
の
実
施
に
よ
っ
て
秋

の
神
事
か
ら
脱
け
て
公
文
を
退
い
た
。
西
公
文
の
役
目
は
総
公
文
で
あ
る
大
谷
家
が

一
時
預
か
り
、
そ
の
後
は
大
谷
分
家
（
屋
号
は
大だい
そ
う宗

、
長
之
家
に
所
属
）
が
つ
と
め

て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
大
谷
分
家
の
転
出
で
大
谷
本
家
へ
、
そ
し
て
一
九
五
八

年
（
昭
和
三
十
三
）
か
ら
西
座
の
内
堀
善
左
衛
門
家
（
山
出
）
へ
、二
〇
〇
五
年
（
平

成
十
七
）
か
ら
は
西
座
の
成
員
が
交
替
し
て
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
公
文
は

照
覚
寺
住
職
の
退
任
以
降
、
転
出
や
ら
病
気
な
ど
の
理
由
か
ら
後
任
者
が
定
ま
り
に

く
く
、
そ
の
都
度
、
総
公
文
と
し
て
長
之
家
公
文
の
大
谷
家
が
預
か
り
、
対
応
し
て

き
た
。

三　

中
世
三
上
庄
の
公
文

一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
当
社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
」

で
、
長
之
家
公
文
に
は
「
惣
公
文
祝
政
所
」、
東
公
文
代
と
西
公
文
代
に
は
「
下
司

公
文
代
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
肩
書
き
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
の
公
文
は
秋

の
神
事
で
の
役
名
に
す
ぎ
な
い
が
、中
世
に
お
い
て
長
之
家
公
文
は
祝
政
所
と
し
て
、

東
と
西
の
公
文
は
下
司
公
文
と
し
て
の
職
分
を
果
た
す
荘
官
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高

い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
御
上
神
社
文
書
と
大
谷
家
文
書
）
75
（

な
ど
か
ら
関
連
す
る
文
言
を

ぬ
き
だ
し
て
み
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

こ
の
表
を
み
る
と
、「
公
文
」「
下
司
」「
政
所
」
の
使
わ
れ
方
に
は
三
つ
の
段

階
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
第
一
段
階
は
一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
）
ま
で
、
第

二
段
階
は
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
頃
ま
で
、
第
三
段
階
は
相
撲
神
事
改
正
時
の

一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
で
あ
る
。
第
一
段
階
で
は
主
と
し
て
年
貢
や
公
事
に
か
ん

す
る
収
納
機
構
や
訴
訟
に
か
ん
し
て
の
記
事
に
で
て
く
る
こ
と
、
第
二
段
階
で
は
御

上
神
社
と
し
て
の
立
場
、
あ
る
い
は
大
谷
社
家
の
地
位
を
権
威
づ
け
る
た
め
に
肩
書

き
と
し
て
明
記
し
、
そ
れ
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
、
第
三

段
階
で
は
秋
の
神
事
の
役
名
で
あ
り
、
そ
こ
に
中
世
の
肩
書
き
を
付
記
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

第
二
段
階
の
一
六
六
四
〜
一
六
六
六
年
（
寛
文
四
〜
六
）
は
、
妙
光
寺
の
分
村
、

北
桜
村
と
の
三
上
山
領
有
権
を
め
ぐ
る
相
論
、
蓬
莱
衆
（
北
桜
の
土
器
作
り
）
の
御

上
神
社
被
官
か
ら
の
離
反
行
動
な
ど
が
お
こ
り
）
76
（

、
三
上
村
お
よ
び
御
上
神
社
に
と
っ
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段階 出典 表題 年月日 西暦 公文・下司・政所の記載 その他の記載 備考

Ⅰ

御上神社文書 1号 三上社家政所置文案「三上社神
領山河等之事」

正和 1．2．5． 1312 三上社家□（政）所 三上社、三上庄土河中河衆 後年の作成。文書の字体は江戸時代。
付箋には「寛文六年迄三百五十六年
か」とある。第Ⅱ段階に該当か。＊ 

蔭凉軒日録 寛正 2．7．19． 1461 江州三上庄大機院
後法興院記 長享 1．8．22． 1487 三上庄内左散所
御上神社文書 5号 大機院分算用状案 長享 1．11月 1487 下司 国ケ年貢分、公方、散所

米、河原年貢、西、三上社、
三上衆、名主百姓

「八ろうと申候公方」

御上神社文書 9号 「社頭楼門上葺三上山売帳」 文亀 2．8．3． 1502 惣
御上神社文書 11 号 「納日記」 享禄 2．12月 1529 公文所 国ケ公方 「こくかニ公用」「公方入」
御上神社文書 14 号 「納日記」 天文 5．10月 1536 三上公文所、寺田公文、公

文
公方、国ケ公方 「毎年算用状にて算用」「公方へ入」「八

升公事米公文へ入」
御上神社文書 53 号 「三上社頭諸造営之事」 天文 23 1554 惣庄衆 元和 4（1618）閏 3月写
御上神社文書 17 号 簗ニ付東林寺社家衆付紙案 （永禄 1．8．6．） 1558 まうと、名主衆、下惣名主、

三村衆
御上神社文書 19 号 簗ニ付三村衆付紙案 （永禄 1．8．6．） 1558 三村之内之名主
御上神社文書 20 号 三村衆霊社起請文前書案 （永禄 1） 1558 三村之名主
御上神社文書 24 号 東林寺村衆并三村衆霊社起請文

前書案
（永禄 1頃）8月 「三上庄簗之儀」、三村衆

御上神社文書 26 号 簗相論次第書 永禄 1．10．21． 1558 公文所 「絵図ニうら判者、妙光寺五郎左衛門尉
景綱公文所ニ右候間、被仕候」

御上神社文書 28 号 「霊社起請文連判人数之事」 （永禄 1頃） 三村衆 三村衆のなかに「妙光寺五郎左衛門
尉」

御上神社文書 31 号 のぼり魚簗ニ付神館清長・同因
幡守清房連署書状

永禄 1．11．5． 1558 「当庄前河表のほり魚簗
儀」、東林寺社家衆并同名
主御中

大谷家文書 「小中路村大中路村妙光寺村申
合出水井條々之事」

永禄 2．7．9． 1559 「三村一味同心」、三村衆 「妙光寺五郎左衛門尉景綱」花押あり

大谷家文書 井水・伏水分配ニ付申合一札 永禄 3．5月 1560 三上庄内三村惣中
御上神社文書 65 号 出庭と堺相論ニ付三上衆訴状案 永禄 3 1560 三上庄、公文帳、公文所算

用状
「三上庄者公文帳納之在所ニて候、先
規之公文所算用状明白ニ候」

水木家文書 元亀起請文請状 元亀 3．4．7． 1572 三上庄公文、同政所 花押あり。〔検討の余地あり〕
大谷家文書 元亀起請文請状并前書写 （元亀 3） 1572 三上庄公文、同政所 三上惣代但馬守兼綱、与

三郎、外記、三上　九郎左
衛門、三上　大谷、同　平
野、同　平子、同　土川

三上庄公文、同政所のほか、三上惣代
但馬守兼綱、与三郎、外記には花押あり
近代の抄写。〔検討の余地あり〕

御上神社文書 37 号 山手米納所ニ付山田久介・羽淵
兵蔵連署書状

（天正 18）1．26． 1590 三上政所孫右衛門

表2　公文、下司、政所などの記載一覧
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Ⅱ

御
上
神
社
文
書
66
号

蓬
莱
村
神
役
ノ
意
趣
申
送
状
案

慶
長
3．3．15．

1598
三
上
社
家
公
文
政
所
大
谷
孫

兵
衛
慶
綱

寛
文
5（
1665）

の
作
成
＊

御
上
神
社
文
書
70
号

三
上
大
明
神
楼
門
修
復
願
文
案

承
応
3

1654
公
文
政
所
大
谷

御
上
神
社
文
書
86
号

「
延
文
、
明
応
、
承
応
、
万
治
、
寛

文
、
三
上
大
明
神
社
内
修
理
棟
札
之

写
」

（
承
応
3の
棟
札
）
1654

社
家
公
文
政
所
大
谷
入
斎
秀

綱
秀
綱
は
大
谷
忠
兵
衛

Ⅲ

御
上
神
社
文
書
131
号
「
当
社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今

年
ヨリ
改
申
覚
」

宝
永
1．9．1．

1704
公
文
、
惣
公
文
、
東
公
文
、
西

公
文
、
惣
公
文
祝
政
所
大
谷

治
兵
衛
、
下
司
公
文
代
大
中
路

村
吉
右
衛
門
、
下
司
公
文
代

前
田
村
照
恩
寺

三
上
ノ
庄
、
三
上
庄
若
宮
大
明

神
相
撲
御
神
事

注
記
：
＊
は
，
真
野
純
子「
神
社
に
従
属
す
る
土
器
作
り
の
展
開
過
程
―
近
江
御
上
神
社
と
ホ
ウ
ラ
イ
衆
―
」を
参
照
の
こ
と

て
は
難
題
を
か
か
え
た
時
期
で
あ
っ
た
。
庄
屋
で
も
あ
っ
た
大
谷
社
家
や
御
上
神
社

側
は
、
御
上
神
社
の
権
威
を
強
調
し
て
三
上
村
と
し
て
対
処
し
て
い
る
）
77
（

。

公
文
と
い
う
用
語
が
、
時
代
を
経
る
う
ち
に
在
地
で
の
荘
官
名
か
ら
、
神
社
の
社

家
を
権
威
づ
け
る
た
め
の
肩
書
き
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
れ
が
秋
の
神
事
で
の
役
名
へ

と
収
斂
し
て
い
く
。
最
後
ま
で
残
り
続
け
た
の
が
相
撲
神
事
で
の
公
文
役
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
一
五
九
〇
年
ま
で
の
第
一
段
階
で
あ
る
。

中
世
に
お
け
る
三
上
庄
は
公
文
帳
を
納
め
る
在
所
で
あ
っ
た
。
一
五
六
〇
年
（
永

禄
三
）
に
、
河
原
表
開
作
畠
を
め
ぐ
っ
て
野
洲
川
対
岸
の
出
庭
（
図
1
参
照
）
と
三

上
と
の
間
で
領
境
論
が
お
こ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
「
三
上
衆
」
が
「
御
判
衆
」
へ
差

し
出
し
た
訴
状
）
78
（

の
一
か
条
に
は
、

一
、
畠
ニ
仕
候
河
原
表
之
儀
、
元
来
者
三
上
庄
之
内
之
田
地
ニ
て
、
十
四
条
五

里
一
坪
ヨ
リ
至
六
坪
に
同
七
坪
ヨ
リ
十
弐
坪
迄
打
続
田
地
ニ
て
候
キ
、
其

段
明
鏡
之
証
拠
ニ
者
、
三
上
庄
者
公
文
帳
納
之
在
所
ニ
て
候
、
先
規
之
公

文
所
算
用
状
明
白
ニ
候
間
、
去
永
享
年
中
其
外
之
算
用
状
為
御
分
別
捧
申

候
、
謀
書
謀
判
不
仕
真
書
一
定
候
、
如
此
自
先
規
至
于
今
依
為
此
方
領
内

知
行
持
来
候
処
、
彼
方
何
を
証
拠
ニ
被
会
候
哉
、
新
儀
之
沙
汰
全
以
不
可

有
御
信
用
候
、
於
在
々
所
々
領
内
又
者
田
畠
等
川
成
之
其
跡
を
開
、
為
其

在
所
之
衆
中
知
行
不
珍
題
目
候
事

と
あ
る
。
三
上
衆
は
「
畠
ニ
仕
候
河
原
表
之
儀
、
元
来
者
三
上
庄
之
内
之
田
地
」
で

あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
三
上
庄
は
公
文
帳
を
納
め
る
在
所
で
あ
っ

て
、
そ
の
公
文
所
算
用
状
に
明
白
で
あ
る
こ
と
と
し
、
永
享
年
中
な
ど
の
算
用
状
を

証
拠
資
料
と
し
て
提
出
す
る
と
し
た
。

永
享
年
中
（
一
四
二
九
〜
一
四
四
一
年
）
の
算
用
状
の
存
在
は
不
明
だ
が
、
御
上

神
社
文
書
の
な
か
に
、
一
四
八
七
年
（
長
享
元
）
十
一
月
の
大
機
院
分
算
用
状
案
、

一
五
二
九
年
（
享
禄
二
）
十
二
月
と
一
五
三
六
年
（
天
文
五
）
十
月
の
「
納
日
記
」、

一
五
七
八
年
（
天
正
六
）
の
三
上
宮
分
年
貢
算
用
状
が
あ
る
。

一
四
八
七
年
十
一
月
の
大
機
院
分
算
用
状
案
）
79
（

と
は
、
臨
済
宗
京
都
東
福
寺
を
本
所

と
し
て
、
そ
こ
へ
納
め
る
年
貢
米
の
収
支
決
算
書
の
案
文
で
あ
る
。
三
上
庄
に
東
福

寺
末
院
の
大
機
院
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
一
四
六
一
年
（
寛
正
二
）

七
月
十
九
日
の
記
事
に
み
え
る
。「
東
福
寺
末
院
江
州
三
上
庄
大
機
院
依
本
成
庵
違

乱
之
事
、
細
川
右
馬
頭
殿
以
状
被
申
之
、
命
東
福
寺
寺
奉
行
布
施
下
野
守
致
糺
明
可

加
成
敗
之
由
被
仰
付
、乃
命
之
」
と
あ
り
、三
上
庄
に
あ
る
大
機
院
が
本
成
庵
に
よ
っ

て
違
乱
さ
れ
た
事
件
が
報
告
さ
れ
、
相
国
寺
鹿
苑
院
内
の
蔭
凉
軒
主
は
東
福
寺
寺
奉

行
に
そ
の
糺
明
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
機
院
が
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
〜

一
五
七
〇
年
）
ま
で
三
上
山
の
麓
に
あ
っ
た
こ
と
を
江
戸
時
代
の
三
上
由
来
雑
記
で
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は
伝
え
て
い
る
）
80
（

。
大
機
院
分
算
用
状
案
に
よ
れ
ば
、
大
機
院
は
、
三
上
庄
を
中
心
に

六
町
八
反
半
を
領
有
し
て
い
た
が
）
81
（

、
妙
光
寺
や
散
在
す
る
三
宅
郷
・
桜
生
・
土
（
富
波
力
）

破
庄

の
田
畑
か
ら
の
年
貢
は
不
入
と
な
り
、「
苅
田
」「
捨
田
」「
失
百
姓
」
の
分
が
除
か

れ
る
と
、
定
田
は
三
町
七
反
六
〇
歩
に
半
減
し
、
分
米
は
四
五
石
一
斗
六
升
余
り
で

あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
「
検
免
小
篠
原
け
い
こ
米
分
」
を
差
し
引
き
、畑
分
を
た
す
と
、

四
一
石
七
斗
八
升
七
合
と
な
る
。こ
の
う
ち
、「
公
方
へ
八
石
五
斗
六
升
九
合
四
勺
入
」

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
苅
田
分
と
相
殺
し
て
処
理
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
さ
ら

に
、「
下
司
へ
入
」
る
分
が
二
石
余
り
、「
三
上
衆
公
事
米
被
取
分
」
と
し
て
三
石
二

斗
二
升
、「
散
所
米
」
に
三
斗
五
升
、
九
斗
が
「
三
上
社
へ
入
」
っ
て
お
り
、「
神
事

キ
リ
分
」
と
し
て
五
斗
八
升
余
り
と
銭
六
〇
〇
文
、
井
料
に
六
斗
四
升
、「
失
百
姓
」

の
探
索
費
と
し
て
一
石
三
斗
な
ど
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に

本
所
へ
納
め
ら
れ
た
分
は
一
七
石
四
斗
二
升
八
合
で
あ
り
、
京
都
東
福
寺
へ
は
琵
琶

湖
を
船
で
渡
っ
て
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
算
用
状
案
に
は
、「
新
開　

九
十
分　

分
米

三
斗
七
合
五
勺　

大
谷
方
」
と
い
う
よ
う
に
年
貢
負
担
者
と
し
て
「
大
谷
方
」
も
一

か
所
み
え
る
し
、「
三
上
衆
公
事
米
被
取
分
」
と
し
て
新
兵
衛
・
北
殿
・
永
田
殿
・

向
殿
・
中
村
殿
・
神
六
殿
・
岩
蔵
殿
・
中
西
殿
・
平
野
殿
・
東
光
寺
風
兵
衛
の
一
〇

人
の
名
前
も
載
る
。「
御
本
所
様
へ
あ
と
か
き
」
に
は
、
苅
田
、
川
成
り
分
、
失
せ

百
姓
の
現
状
を
書
き
加
え
、「
名
主
百
姓
こ
た
へ
の
ふ
ん
ハ
如
此
候
、以
上
」と
く
く
っ

て
あ
る

「
納
日
記
）
82
（

」
の
ほ
う
は
「
三
大
神
保
堂
分
」
な
ど
の
算
用
状
で
あ
る
。
一
五
三
六

年
（
天
文
五
）
分
の
ほ
う
が
記
載
が
細
か
く
な
っ
て
お
り
、「
毎
年
算
用
状
に
て
算
用
」

と
か
「
算
用
帳
に
て
立
用
」
の
文
言
も
あ
る
。「
納
日
記
」
の
ほ
う
に
は
、
下
司
で

は
な
く
、公
文
の
記
載
が
あ
る
。
一
五
二
九
年
（
享
禄
二
）
分
に
は
「
同
（
ミ
や
り
殿
）

　

一
石
南
佐
久
良
井
ノ
入
立　

公
文
所
よ
り
出
」
し
て
い
た
。
一
五
三
六
年
分
に
も

「
新
井　

一
段
南
佐
久
良
井
ノ
入
立　
三
上
公
文
所
ヨ
リ
出
」と
あ
る
。そ
の
ほ
か
、「
小

林
木　

大
八
斗
二
升　

八
升
公
事
米
公
文
へ
入
、
十
二
月
さ
け
一
斗
六
升
、
寺
田
井

料
ニ
出
但
今
年
ハ
料
足
百
文
出
、　

梅
本
坊
」
と
い
う
よ
う
な
記
載
も
あ
り
、
な
か

に
は
、「
一
斗
六
升
寺
田
公
文
ニ
入
」「
寺
田
公
文
ヨ
リ
出
」
と
あ
る
か
ら
、
公
文
は

寺
田
を
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
四
九
年
前
の
大
機
院
分
算
用
状
案
に
、

「
神
事
キ
リ
分
」
の
正
月
一
日
に
「
寺
田
ヨ
リ
四
斗
」
が
出
さ
れ
、「
寺
田
方
へ
可
弁

分　

弐
石
二
斗
五
升
八
合　

可
入
内　

又
寺
田
キ
リ
分
此
方
へ
可
取
分
」
と
の
記
載

も
あ
る
が
、
ほ
か
に
は
散
見
し
な
い
。　

一
四
八
七
年
（
長
享
元
）
に
は
下
司
の
存
在
が
、
一
五
二
九
年
（
享
禄
二
）
と

一
五
三
六
年
（
天
文
五
）
に
は
公
文
と
公
文
所
の
存
在
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。
下

司
や
公
文
は
年
貢
と
公
事
の
収
納
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
こ
と
に
公
文
は
用
水
の
井

堰
や
神
事
に
か
ん
し
て
も
必
要
経
費
の
出
納
を
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
ず
か
な
記

載
か
ら
で
も
わ
か
る
。「
寺
田
公
文
」
と
あ
る
が
、
前
掲
の
一
七
〇
四
年
の
「
当
社

若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
」
に
記
載
さ
れ
る
公
文
の
家
筋
に
は
つ

な
が
ら
な
い
。
な
お
、
算
用
状
じ
た
い
に
は
三
上
庄
と
い
っ
た
文
言
は
書
か
れ
て
い

な
い
。

公
文
所
に
つ
い
て
は
、
一
五
六
〇
年
（
永
禄
三
）
十
一
月
三
日
付
の
野
洲
川
簗
の

相
論
次
第
）
83
（

に
も
で
て
く
る
。野
洲
川
の
三
上
庄
前
に
設
置
し
た
登
り
魚
簗
に
つ
い
て
、

一
五
五
六
年（
弘
治
二
）八
月
か
ら
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙
光
寺
村
衆（「
三
村
衆
」）

と
東
林
寺
村
衆
（
社
家
衆
な
ら
び
に
名
主
中
）
と
の
間
で
簗
の
漁
業
権
を
め
ぐ
っ
て

相
剋
が
お
こ
っ
た
。
三
村
衆
側
が
簗
の
権
利
を
主
張
し
て
佐
々
木
六
角
氏
の
重
臣
永

原
越
前
守
重
興
へ
訴
え
で
た
が
、東
林
寺
村
社
家
衆
側
は
「
於
河
表
登
魚
簗
之
儀
者
、

従
往
古
為
神
領
神
館
方
社
家
進
退
ニ
候
」と
し
て
、双
方
と
も
に
引
き
下
が
ら
な
か
っ

た
た
め
、
神
前
で
の
御
籤
で
決
着
を
は
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
御
籤
は
東
林
寺
村
衆

へ
お
り
て
、「
自
今
以
後
永
代
小
中
路
村
大
中
路
村
妙
光
寺
村
衆
ニ
者
、
縦
社
家
衆

在
之
共
、
末
代
簗
さ
ヽ
せ
申
間
敷
候
事
」
と
な
っ
た
。
そ
の
東
林
寺
村
衆
一
九
人
の

一
五
五
八
年
（
永
禄
元
）
十
月
二
十
一
日
付
次
第
書
の
一
か
条
に
は
次
の
よ
う
に
記

す
。

一
、
尚
以
右
之
次
第
双
方
ヨ
リ
出
候
書
付
共
注
置
之
条
可
有
披
見
、
并
河
表
絵

図
従
三
村
簗
所
悉
書
付
、
永
原
殿
へ
被
出
候
、
絵
図
ニ
う
ら
判
者
、
妙
光
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寺
五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
公
文
所
ニ
て
候
間
、
被
仕
候
、
弥
以
此
絵
図
向
後

も
簗
口
之
段
無
紛
儀
候
、
雖
然
御
籤
次
第
ニ
永
原
殿
双
方
仕
候
て
、
霊
社

起
請
文
に
て
相
究
候
条
、
一
切
於
向
後
不
可
有
申
事
候
者
也
、
若
右
之
趣

相
背
候
者
、
去
廿
三
日
ニ
書
候
起
請
文
御
罸
可
蒙
罷
者
也
、
仍
為
後
日
儀

依
衆
儀
定
所
如
件

三
村
衆
側
は
簗
場
を
絵
図
に
書
き
入
れ
て
永
原
越
前
守
重
興
に
提
出
し
た
。
妙
光
寺

五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
は
公
文
所
を
預
か
る
か
ら
、
公
文
所
と
し
て
の
立
場
か
ら
そ
の

絵
図
に
裏
判
を
押
し
た
と
い
う
。
在
地
の
訴
訟
に
た
い
し
て
、
公
文
本
来
の
役
割
を

遂
行
し
て
い
る
一
方
、
霊
社
起
請
文
に
連
判
し
た
三
村
衆
一
九
人
の
な
か
に
「
妙
光

寺
五
郎
左
衛
門
尉
」の
名
前
が
み
え
て
い
る
）
84
（

こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
期
を
同
じ
く
し
た
一
五
五
九
年
（
永
禄
二
）
に
、
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙

光
寺
村
の
三
村
は
、
用
水
問
題
に
対
処
し
、
一
味
同
心
し
て
解
決
策
を
衆
議
し
た
。

書
面
に
花
押
し
た
妙
光
寺
村
五
人
の
う
ち
の
一
人
が
、
公
文
所
を
預
か
る
妙
光
寺
五

郎
左
衛
門
尉
景
綱
で
あ
っ
た
。

      　
　

小
中
路
村
大
中
路
村
妙
光
寺
村
申
合
出
水
井
條
々
之
事）85
（

一
、
当
年
切
水
之
儀
付
、
申
合
、
出
水
井
ヲ
塡
さ
ら
へ
水
分
、
水
可
有
御
取
事

一
、
永
田
越
後
方
堀
下
山
本
方
堀
ヲ
さ
ら
へ
、
水
出
た
ル
所
ヲ
三
村
見
合
及
談

合
、
塡
さ
ら
へ
可
申
候
、
但
と
い
道
之
儀
一
切
ニ
塡
申
間
敷
事

一
、
然
者
半
水
宛
に
命
木
ヲ
ふ
り
可
有
御
取
候
、
并
米
井
之
面
木
戸
口
ヨ
リ
下

ノ
田
共
ハ
、
北
方
五
段
田
ノ
北
ノ
あ
せ
か
脇
双
方
之
水
打
留
入
可
申
候
、

并
西
河
原
江
受
溝
者
小
中
路
村
ノ
木
戸
口
ニ
テ（

カ

）
私
共
西
林
寺
出
口
ノ
上
り

□
□
□
共
手
に
か
ら
る
所
に
候
ハ
ゝ
、
米
井
江
水
一
度
御
落
事

一
、
右
者
永
田
方
南
ヒ
ラ
ノ
大
将
軍
ノ
脇
そ
り
溝
下
北
方
西
そ
と
堀
ふ
か
た
の

か
し
ら
迄
、
三
村
申
合
塡
さ
ら
へ
可
申
事

一
、
就
出
水
井
之
儀
、
自
然
何
様
之
申
候
事
出
来
候
共
、
三
村
一
味
同
心
ニ
相

さ
は
き
可
申
事

右
、
此
条
数
為
三
村
衆
儀
定
候
上
者
、
向
後
申
事
少
も
不
可
有
相
違
者
也
、

仍
為
後
日
状
如
件

      

永
禄
弐
未            　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
光
寺
駿
河
守

七
月
九
日    　

        　
　
　
　
　
　
　
　

重
景
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
七
郎
兵
衛
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
景
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
権
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
景
（
花
押
）

妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉　
　
　
　
　
　

奥
藤
右
衛
門
尉

　
　

 

景
綱
（
花
押
）　　
　
　
　
　
　
　
　

貞
清
（
花
押
）

妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
の
署
名
だ
け
が
他
の
四
人
の
上
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
は
、
三
村
衆
の
う
ち
、
妙
光
寺
村
に
住
む
名

主
と
し
て
で
は
な
く
、
三
村
間
で
の
用
水
解
決
の
協
定
を
承
認
し
保
証
す
る
意
味
で

公
文
所
と
し
て
の
立
場
か
ら
こ
の
議
定
に
署
名
し
て
い
る
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ

る
。
野
洲
川
簗
争
い
で
霊
社
起
請
文
に
署
名
し
た
三
村
衆
一
九
人
は
、
す
べ
て
名
字

を
名
乗
る
名
主
層
で
あ
っ
た
が
、
名
字
の
「
妙
光
寺
」
は
公
文
の
五
郎
左
衛
門
尉
、

駿
河
守
、
七
郎
兵
衛
の
三
人
で
あ
り
、
そ
の
三
人
と
も
が
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
て

い
る
。
ま
た
、
相
撲
神
事
で
は
、
一
五
六
九
年
（
永
禄
十
二
）
に
「
妙
光
寺
権
介
殿
」

が
、一
五
七
二
年
（
元
亀
三
）
に
「
奥
藤
右
衛
門
尉
殿
」
が
、一
五
七
五
年
（
天
正
三
）

に
公
文
の
「
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
殿
」
が
そ
れ
ぞ
れ
東
の
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。

前
掲
の
一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
当
社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ

リ
改
申
覚
」
に
よ
れ
ば
、
妙
光
寺
が
分
村
す
る
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
ま
で

は
、
妙
光
寺
殿
が
東
の
公
文
で
も
あ
り
、
下
司
公
文
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
実
際
、

一
五
五
八
年
（
永
禄
元
）
頃
の
公
文
所
は
妙
光
寺
殿
で
あ
り
、
小
中
路
村
・
大
中
路

村
・
妙
光
寺
村
の
用
水
問
題
の
協
定
に
あ
た
っ
て
三
村
衆
の
議
定
に
署
名
し
て
も
い

た
。
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
に
秋
の
神
事
が
再
興
さ
れ
た
が
、「
妙
光
寺
五
郎
左

衛
門
尉
殿
」
は
確
か
に
東
座
に
所
属
し
て
、
一
五
七
五
年
（
天
正
三
）
に
は
東
の
頭

人
を
つ
と
め
て
い
る
。
公
文
所
を
預
か
る
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
は
東
の
頭
人
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を
つ
と
め
る
だ
け
で
な
く
、
東
の
責
任
者
と
し
て
頭
人
差
定
の
役
割
を
任
さ
れ
た
も

の
と
か
ん
が
え
る
。
公
文
所
と
し
て
の
立
場
の
者
が
頭
人
を
差
定
し
て
芝
原
で
の
儀

式
を
差
配
す
る
役
割
を
担
っ
た
と
い
え
よ
う
。
相
撲
神
事
で
の
公
文
役
は
頭
人
差
定

状
を
作
成
し
頭
人
名
を
記
録
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
公
文
所
に
お
い
て
文
書

を
書
き
、
扱
い
慣
れ
た
者
が
そ
の
役
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
公
文
は
そ
の

点
で
も
適
任
で
あ
っ
た
。
頭
人
を
差
定
す
る
各
組
の
担
当
責
任
者
を
公
文
と
呼
ぶ
の

は
、
秋
の
神
事
を
再
興
し
た
永
禄
年
間
当
時
の
在
地
の
構
造
に
即
し
て
つ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

政
所
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
一
七
〇
四
年
の
「
当
社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今

年
ヨ
リ
改
申
覚
」
に
は
長
之
家
公
文
の
肩
書
き
に
「
惣
公
文
祝
政
所
」
と
あ
る
が
、

一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
）
正
月
二
十
六
日
付
の
山
田
久
介
・
羽
淵
兵
蔵
連
署
書
状

（
折
紙
）
86
（

）
に
実
際
に
で
て
く
る
。

態
申
入
候
、
仍
去
年
天
正
十
七
年
山
手
七
石
之
分
急
度
可
有
納
所
候
、
請
取
ニ

参
候
間
延
引
候
て
ハ
い
か
ゝ
候
間
、
早
々
御
申
付
候
て
可
被
下
候
、
将
又
天
正

十
六
年
分
六
石
之
分
御
納
所
候
て
、
相
残
壱
石
本
利
御
算
用
候
て
八
木
可
有
御

納
所
、
駒
井
殿
之
御
時
三
上
山
拾
石
に
て
被
為
七
石
ニ
、
三
上
の
政
所
又
ハ
駒

井
殿
御
う
け
あ
り
た
き
由
申
候
間
、
さ
て
そ
の
分
ニ
駒
井
殿
へ
ま
か
せ
御
請
被

成
候
、（
中
略
）
恐
々
謹
言

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
久
介

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
秀（カ
）（

花
押
）

      

正
月
廿
六
日

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
淵
兵
蔵

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
次
（
花
押
）

   

三
上
政
所

   　
　
　

孫
右
衛
門
殿

   　
　
　
　
　
　
　
　

参

   　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

    　
（
後
略
）　　
　
　
　
　

　

豊
臣
秀
次
の
山
奉
行
か
ら
三
上
政
所
の
孫
右
衛
門
へ
三
上
山
の
山
手
米
未
進
分
を

催
促
し
て
き
た
。
三
上
山
に
七
石
の
年
貢
米
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
山

手
米
は
三
上
政
所
か
ら
納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
野
洲
町
史
』に
よ
る
と
、「
三

上
政
所
孫
右
衛
門
」
と
は
社
家
大
谷
慶
綱
で
あ
る
と
い
う
）
87
（

。
一
五
九
〇
年
（
天
正

十
八
）
当
時
、
大
谷
殿
は
三
上
政
所
と
い
う
地
位
に
あ
り
、
三
上
山
の
事
務
管
理
を

つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。
三
上
山
は
長
ら
く
神
領
で
、
そ
の
管
理
も
社
家
衆
に
任
さ
れ

て
き
た
。
三
上
神
主
は
他
出
す
る
こ
と
も
田
畑
耕
作
も
で
き
な
い
ほ
ど
、
厳
し
い
精

進
潔
斎
の
も
と
で
神
役
に
専
念
し
て
い
た
か
ら
）
88
（

、
神
領
の
管
理
や
年
貢
収
納
な
ど
の

知
行
に
か
ん
す
る
よ
う
な
雑
務
は
、
社
家
衆
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
と
か
ん
が
え

ら
れ
る
。
そ
の
機
関
と
い
え
る
の
が
政
所
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
殿
」を
付
さ
れ
た
人
々

の
大
半
が
三
上
か
ら
離
れ
て
い
く
の
に
あ
わ
せ
て
、
社
家
衆
の
う
ち
で
も
平
野
家
と

大
谷
家
の
二
人
が
三
上
村
の
庄
屋
と
な
っ
て
い
く
。
一
六
〇
一
年
（
慶
長
六
）
か
ら

一
六
二
九
年
（
寛
永
六
）
ま
で
は
平
野
家
と
大
谷
家
が
、
そ
れ
以
降
は
庄
屋
役
の
一

本
化
に
よ
っ
て
、
大
谷
家
が
一
八
〇
五
年
（
文
化
二
）
頃
ま
で
庄
屋
役
を
独
占
し
て

き
た
）
89
（

。
こ
の
よ
う
に
、大
谷
社
家
は
、「
政
所
」か
ら
近
世
の
庄
屋
へ
と
移
行
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
）
90
（

。

一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
惣
公
文
祝
政
所
」
の
記
載
は
、
一
五
八
九
、
一
五

九
〇
年
（
天
正
十
七
、
十
八
）
当
時
の
大
谷
社
家
の
役
職
「
三
上
政
所
」
か
ら
き
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら
の
「
三
上
若
宮
殿

相
撲
御
神
事
記
録
書
」
に
よ
れ
ば
、
大
谷
を
名
乗
る
者
は
全
員
、
長
之
家
に
属
し
、

そ
の
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。

戦
国
織
豊
期
ま
で
の
公
文
・
政
所
の
存
在
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
触

れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
元
亀
の
起
請
文
で
あ
る
。

一
五
七
二
年
（
元
亀
三
）
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
織
田
信
長
の
重
臣
佐
久
間

信
盛
は
、
一
向
一
揆
方
と
六
角
承
禎
（
義
賢
）・
義
治
（
義
弼
）
父
子
の
残
党
を
牽

制
し
対
抗
す
る
方
策
と
し
て
、
野
洲
郡
・
栗
田
郡
の
村
々
の
代
表
者
に
一
向
一
揆
方
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が
籠
城
す
る
金
森
・
三
宅
両
郷
へ
出
入
り
・
内
通
し
な
い
旨
の
起
請
文
を
書
か
せ
た
。

そ
の
な
か
に
三
上
の
分
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
請
状
に
は「
三
上
庄　

公
文（
花
押
）、

同　

政
所
（
花
押
）」
が
、
ま
た
、
霊
社
起
請
文
前
書
に
「
三
上
惣
代　

但
馬
守
兼

綱
（
花
押
）、
与
三
郎
（
花
押
）、
外
記
（
花
押
）」「
三
上　

九
郎
左
衛
門
、
三
上　

大
谷
、
同　

平
野
、
同　

平
子
、　

同　

土
川
」
の
名
前
が
み
え
る
こ
と
（【
表
2
】

参
照
）
を
高
牧
實
、
深
谷
幸
治
ら
が
指
摘
し
て
い
る
）
91
（

。
元
亀
の
起
請
文
に
三
上
庄
の

公
文
と
政
所
が
明
記
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
五
七
二
年
当
時
、
三
上
で
は
荘
園

機
構
と
し
て
の
公
文
、
政
所
が
ま
だ
一
部
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
補
強
史
料
と

な
る
。
そ
の
一
方
で
、
三
上
惣
代
と
し
て
三
人
が
列
記
さ
れ
る
。
与
三
郎
、
外
記
と

も
に
妙
光
寺
の
三
上
家
系
図
）
92
（

に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
人
は
妙
光
寺
殿
の
一
族
と

判
断
さ
れ
る
。
妙
光
寺
に
は
、
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
た
上かみ
・
中なか
・
下しも
の
三
屋
敷
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
谷
、
平
野
、
平
子
は
御
上
神
社
の
神
職
筋
に
あ
た
る
が
、

三
上
の
惣
代
で
は
な
い
。
花
押
の
あ
る
の
は
公
文
、
政
所
、
三
上
惣
代
三
人
の
計
五

人
で
あ
り
、
公
文
を
ふ
く
め
て
四
人
が
妙
光
寺
一
族
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
起
請
文

に
も
と
づ
け
ば
、
こ
の
頃
の
三
上
は
、
公
文
を
含
め
た
妙
光
寺
殿
の
勢
力
下
に
あ
っ

て
、
御
上
神
社
の
神
職
筋
の
存
在
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
か
ん
が
え
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
素
朴
な
疑
問
が
残
る
。

起
請
文
の
署
名
者
が
妙
光
寺
殿
の
一
族
と
明
治
初
年
ま
で
続
く
御
上
神
社
の
神
職

系
（
三
上
神
主
を
除
く
）
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
初
頭
ま
で
に
転
出
・

絶
家
し
て
い
く
殿
衆
（
侍
衆
）
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
、
公
文
と
政
所
に
は
花
押
の

み
で
名
字
・
官
途
名
・
名
前
な
ど
が
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
公
文
の
花
押
が
前

述
し
た
一
五
五
九
年
（
永
禄
二
）
の
公
文
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
の
花
押
と
は

異
な
る
点
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
起
請
文
に
か
ん
し
て
は
、
そ
の
真
偽

を
含
め
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
か
ん
が
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
公
文
・
政

所
の
用
例
は
、
三
段
階
の
推
移
を
経
て
、
現
在
の
ず
い
き
祭
り
の
公
文
役
へ
継
承
さ

れ
て
い
く
。
後
世
の
偽
作
と
な
れ
ば
、制
作
年
代
に
よ
っ
て
「
三
上
庄
」
の
「
公
文
」

「
政
所
」
と
い
う
記
載
に
仮
託
し
た
依
頼
者
の
心
意
や
状
況
も
異
な
っ
て
く
る
か
ら
、

三
上
の
歴
史
と
神
事
儀
礼
を
か
ん
が
え
る
う
え
で
、
別
の
重
要
な
課
題
が
生
じ
て
く

る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

❹
座
の
あ
り
か
た

一　

三
座
の
ち
が
い

一
九
七
五
〜
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
〜
五
十
三
）
に
か
け
て
の
聞
き
取
り
調
査

に
よ
れ
ば
、
昔
か
ら
神
事
を
つ
と
め
な
い
家
は
、
東
林
寺
に
住
む
中
村
嘉
兵
衛
家

一
軒
だ
け
で
あ
る
と
い
い
、
中
村
家
は
娘
を
人
身
御
供
に
さ
さ
げ
た
功
労
に
よ
っ
て

神
事
を
辞
退
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
伝
わ

る
。
し
か
し
、
実
際
は
御
上
神
社
の

氏
子
全
員
が
神
事
に
入
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
筆
者
が
お
こ
な
っ
た

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
）
の
調
査

結
果
で
は
、
氏
子
総
数
二
〇
七
戸
の

う
ち
三
組
（
座
）
に
所
属
す
る
家
は

一
六
四
戸
で
あ
っ
た
。
頭
人
を
つ
と
め

な
い
家
が
四
三
戸
も
あ
る
。シ
ン
ヤ（
分

家
）
す
れ
ば
、
本
家
と
同
じ
組
に
所
属

す
る
こ
と
に
な
り
、
何
年
か
た
つ
と
頭

人
を
つ
と
め
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た

が
、
年
々
、
分
家
し
て
も
神
事
に
入
る

家
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
神
事
で
の

所
属
は
表
3
の
よ
う
に
、
上
座
と
下
座

に
分
か
れ
て
成
員
が
固
定
し
て
い
る
長

之
家
の
場
合
は
、
上
座
が
山
出
に
、
下

集落 長之家 東 西 成員数 氏子数 世帯数上座 下座
山出 9＊ 2 16 15＊ 42 53 59
東林寺 3 7 12 22 29 35
大中小路 27＊ 4 31 36 37
小中小路 5 19 17 41 54 68
前田 25 3 28 35 36

総計 9 10 94 51 164 207 23519

1978 年の調査資料による（世帯数は1975 年）
＊は公文

表3　三上の宮座
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年代 村 長之家 東 西 計上座 下座 上座 下座 上座 下座

1561（永禄 4）～ 1602（慶長 7）
42 年間

村明記の頭人は 1年に平均 3．3人

山出村 2 0 1 1 1 2 7
東林寺村 7 9 5 2 13 9 45
前田村 0 1 1 2 3 5 12
小中路村 3 4 3 1 6 6 23
大中路村 4 1 3 9 8 6 31
妙光寺村 0 0 4 10 2 2 18
その他 0 0 0 0 0 東光寺村 2 2

計 16 15 17 25 33 32 138

1603（慶長 8）～ 1665（寛文 5）
63 年間

村明記の頭人は 1年に平均 3．4人

山出村 4 0 2 2 8 3 19
東林寺村 8 3 4 1 18 13 47
前田村 0 0 9 10 6 4 29
小中路村 3 8 2 3 11 11 38
大中路村 1 1 17 14 4 6 43
妙光寺村 0 0 9 13 6 7 35
その他 0 行合村 2 野洲 1 0 0 0 3

計 16 14 44 43 53 44 214

1666（寛文 6）～ 1760（宝暦 10）
95 年間

村明記の頭人は 1年に平均 4．5人

山出村 5 6 6 9 13 26 65
東林寺村 9 20 4 4 21 19 77
前田村 1 1 25 24 12 6 69
小中路村 2 37 19 20 29 24 131
大中路村 0 0 35 28 9 11 83
その他 0 0 0 0 0 0 0

計 17 64 89 85 84 86 425

1761（宝暦 11）～ 1828（文政 11）
68 年間

村明記の頭人は 1年に平均 4．8人

山出 15 7 7 7 12 19 67
東林寺 5 21 3 5 18 18 70
前田 0 5 18 20 6 4 53
小中（小）路 0 33 16 14 19 17 99
大中（小）路 0 0 15 16 5 4 40
その他 0 0 0 0 0 0 0

計 20 66 59 62 60 62 329

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表4　頭人と村　　　　　　「三上若宮殿相撲御神事記録書」より作成

座
が
山
出
・
東
林
寺
・
小
中
小
路
の
三
集
落
に
居
住
す
る
が
、
東
と

西
の
場
合
は
、
五
集
落
に
散
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
之
家
一
九
戸
、

東
九
四
戸
、
西
五
一
戸
と
い
う
よ
う
に
そ
の
加
入
戸
数
に
も
大
き
な

開
き
が
あ
っ
た
）
93
（

。

長
之
家
・
東
・
西
の
成
員
は
五
集
落
に
散
在
し
、
成
員
数
の
差
も

は
な
は
だ
し
い
。
こ
れ
は
、
一
五
六
一
年
の
神
事
再
興
当
初
か
ら
の

傾
向
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」

は
、
名
字
を
名
乗
ら
な
い
人
々
に
対
し
て
村
名
を
付
し
て
お
り
、
そ

の
記
載
さ
れ
た
村
名
）
94
（

を
追
っ
て
み
た
の
が
、表
4
で
あ
る
。
頭
人
は
、

山
出
村
・
東
林
寺
村
・
前
田
村
・
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙
光
寺

村
の
六
小
村
（
集
落
）
か
ら
な
る
三
上
の
住
人
で
構
成
さ
れ
、
六
集

落
に
分
散
す
る
東
と
西
で
の
傾
向
は
当
初
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

妙
光
寺
は
一
六
六
五
年
の
分
村
を
機
に
御
上
神
社
か
ら
い
っ
さ
い
手

を
引
い
た
た
め
、
妙
光
寺
か
ら
の
頭
人
は
一
六
六
三
年
（
寛
文
三
）

を
最
後
と
す
る
。
長
之
家
の
場
合
、
妙
光
寺
住
人
か
ら
は
頭
人
が
で

て
い
な
い
も
の
の
、
山
出
・
東
林
寺
・
小
中
路
を
中
心
に
五
集
落
に

は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
と
き
ど
き
に
偏
在
し
て
い
く
。

妙
光
寺
分
村
の
直
後
、
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）
に
は
東
座
の
成

員
は
三
上
村
の
五
小
村
（
集
落
）
に
住
む
五
一
人
ほ
ど
に
な
っ
て
い

た
）
95
（

。
そ
れ
か
ら
三
〇
〇
年
以
上
経
過
し
た
現
代
で
は
四
〇
人
余
り
増

加
し
て
い
る
。

西
座
の
場
合
、
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
ま
で
の
成
員
は
六
八
人

で
あ
っ
た
）
96
（

。
新
し
く
「
帳
入
」
り
し
た
一
六
人
の
う
ち
、
一
七
六
一

年
（
宝
暦
十
一
）
か
ら
は
じ
ま
る
年
次
の
明
記
は
一
二
人
で
、
こ
の

う
ち
、
一
一
人
が
「
別
家
」
つ
ま
り
分
家
し
、
一
人
は
「
中
絶
」
し

た
家
を
再
興
し
た
者
で
あ
る
）
97
（

。
西
座
の
成
員
は
一
七
六
〇
年
以
前

は
五
集
落
に
住
む
五
〇
人
余
り
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
現
代
と
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か
わ
ら
な
い
人
数
に
お
さ
ま
る
。
な
お
、
西
座
「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」
の

一
六
二
二
年
（
元
和
八
）
の
箇
所
に
、

 

同
年
惣
も
ろ
頭
せ
ん
さ
く
仕
候
而
永
代
懸
（
カ
）申

候
事

一
、
御
神
事
仕
ニ
付
御
湯
立
く
わ
し
年
兄アニ
次
第
仕
候
、
く
わ
し
湯
立
上
座
ニ

仕
候
筈
ニ
極
候
、
永
代
惣
も
ろ
頭
加
判
如
件

          　
　

戌
九
月
十
三
日

と
あ
り
）
98
（

、
こ
の
と
き
に
西
座
で
は
頭
人
間
の
順
位
の
扱
い
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

菓
子
奉
納
と
湯
立
て
で
は
年
兄
を
上
座
と
し
て
扱
う
こ
と
に
決
め
て
、「
も
ろ
頭
」

全
員
が
判
形
を
押
し
た
。
今
も
続
く
年
兄
を
上
座
と
す
る
規
定
は
、一
六
二
二
年（
元

和
八
）
に
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
九
月
十
三
日
に
は
座
員
（「
も
ろ
頭
」）
が
集
ま

り
、
分
家
の
帳
入
り
）
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や
ら
、
も
め
ご
と
、
決
め
ご
と
な
ど
を
お
こ
な
う
場
に
も
な
っ

て
い
た
。
九
月
十
三
日
は
頭
渡
し
の
日
に
あ
た
る
。

長
之
家
の
場
合
、
一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
当
時
、
上
座
は
九
人
、
下
座
は
二
一

人
の
合
わ
せ
て
三
〇
人
で
あ
っ
た
。
上
座
に
は
、「
神
館
殿
」（
三
上
神
主
）、「
市
」
が
、

下
座
に
は
大
谷
本
家
で
当
時
の
庄
屋
「
大
谷
七
郎
右
衛
門
殿
」、
社
家
の
「
平
野
八

郎
兵
衛
殿
」
が
い
た
）
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。
長
之
家
は
神
主
・
社
家
・
市
と
そ
の
一
族
を
中
心
に
し
た
が
、

明
治
年
間
以
降
、
神
職
家
と
そ
の
一
族
は
三
上
か
ら
転
出
・
絶
家
し
て
い
き
、
現
在

も
三
上
に
住
む
の
は
公
文
で
大
谷
社
家
筋
の
一
軒
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
長
之
家
の
人
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
現
在
、
一
七
人

と
な
っ
て
い
る
。

各
座
と
も
分
家
創
出
に
よ
っ
て
座
員
が
増
加
し
、
あ
る
と
き
は
絶
家
や
転
出
で
神

事
頭
人
帳
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
く
。
同
年
代
の
史
料
で
は
な
い
の
で
比
較
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
東
と
西
の
人
数
は
現
代
ほ
ど
の
差
は
な
く
、

五
、六
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
神
主
・
社
家
・
市

と
そ
の
一
族
を
中
心
に
し
た
長
之
家
は
、
二
、三
〇
人
少
な
か
っ
た
。
な
お
、
参
考

ま
で
に
三
上
村
の
軒
数
を
あ
げ
れ
ば
、
一
六
九
六
年
（
元
禄
九
）
に
は
、
本
百
姓

一
一
一
軒
、
水
呑
百
姓
三
一
軒
（
う
ち
隠
居
無
役
一
八
軒
）、
寺
五
軒
、
社
僧
寺
一

軒
の
あ
わ
せ
て
一
四
八
軒
で
あ
り
、
人
数
七
九
五
人
の
う
ち
下
人
一
〇
人
で
あ
っ

た
）
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。
一
七
九
一
年
（
寛
政
三
）
で
は
家
数
一
七
四
軒
で
人
数
七
五
〇
人
と
な
る
）
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（

。

西
座
の
場
合
、
追
跡
で
き
る
頭
人
を
抽
出
し
て
み
る
と
【
表
5
】、
戦
国
織
豊
期

に
あ
た
る
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら
一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
の
四
二
年
間
に
、

最
短
で
七
年
目
、
最
長
で
六
一
年
目
に
再
び
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。
一
五
八
二
年

（
天
正
十
）
か
ら
一
六
一
一
年
（
慶
長
十
六
）
に
か
け
て
は
ほ
ぼ
十
六
、七
年
で
頭
人

が
ま
わ
っ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
長
之
家
の
場
合
、「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
の
一
六
〇
八
年

（
慶
長
十
三
）
の
項
の
裏
書
き
に
、「
長
屋
村
人
無
人
ニ
テ
、
頭
役
既
十
三
年
四
年
ニ

相
当
仕
候
間
」
と
あ
り
、
神
事
再
興
か
ら
四
七
年
を
経
た
段
階
で
、
長
之
家
で
は
頭

役
が
一
三
、四
年
ご
と
に
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
い
、
西
座
よ
り
三
年
ほ
ど
短
い
こ
と

に
な
る
。
そ
の
理
由
に
「
村
人
無
人
」
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
神
主
奉
務
覚
書
」
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
）
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（

。

晩
ニ
神
主
、
社
家
、
侍
方
、
東
西
芝
原
ニ
着
座
致
ス
也

一
、
長
ノ
家
、
東
、
西
往
古
ヨ
リ
村
ノ
格
式
ニ
テ
、
長
ノ
家
ハ
神
主
、
社
家
、
侍
、

東
ハ
村
ノ
住
人
、
西
ハ
浪
人
筋
也

長
ノ
家
ハ
上
座
、
下
座
極
リ
ア
リ
、
東
ハ
ク
シ
取
シ
テ
勝
者
上
座
、
マ
ク

ル
者
下
座
、
西
ハ
年
兄
上
座
、
年
弟
下
座

こ
の
「
神
主
奉
務
覚
書
」
は
西
座
の
年
兄
上
座
の
書
き
方
か
ら
推
し
て
一
六
二
二
年

（
元
和
八
）
以
降
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
往
古
ヨ
リ
村
ノ
格
式
ニ
テ
、

長
ノ
家
ハ
神
主
、
社
家
、
侍
、
東
ハ
村
ノ
住
人
、
西
ハ
浪
人
筋
也
」
と
の
記
載
が
あ

る
。
こ
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
長
之
家
・
東
・
西
の
成
員
構
成
は
、
三
上
村
の
格
式
に

よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、「
神
主
奉
務
覚
書
」
を
書
い

た
江
戸
時
代
の
神
官
の
認
識
を
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
検
証
し
て
み
た
い
。

長
之
家
は
「
神
主
、
社
家
、
侍
」
と
あ
る
が
、
前
掲
の
「
村
人
無
人
」
と
も
一
致

す
る
。「
侍
」
と
は
「
村
ノ
格
式
」
で
の
「
侍
方
」
を
さ
し
て
お
り
、
春
の
祭
礼
記

録
で
あ
る
一
七
六
一
年
（
宝
暦
十
一
）
の
「
御
祭
礼
一
件
」
に
記
載
さ
れ
る
「
侍
分
」
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西
暦

和
年
号
上
座
下
座

村
名
前

注
記

隔
年

西
暦

和
年
号
上
座
下
座

村
名
前

隔
年

西
暦
和
年
号
上
座
下
座

村
名
前

注
記

隔
年
西
暦

和
年
号
上
座

下
座
村

名
前

1564
永
禄
7
下

山
出

藤
右
衛
門

61
年
1625

寛
永
2
下

山
出

藤
右
衛
門

1569
永
禄
12
上

東
林
寺

治
郎
左
衛
門

26
年
1595

文
禄
4
下

東
林
寺

治
郎
左
衛
門

1570
元
亀
1
上

小
中
小
路
四
郎
右
衛
門

13
年
1583

天
正
11
上

小
中
小
路
四
郎
右
衛
門
入
道

1570
元
亀
1
下

前
田

与
五
郎

9
年

1579
天
正
7
上

前
田

与
五
郎

1571
元
亀
2
下

山
田
方

11
年
1582

天
正
10
下

山
田
方

1572
元
亀
3
下

山
出

助
兵
衛

43
年
1615

元
和
1
上

山
出

介
兵
衛

8
年

1623
元
和
9
上

山
出

助
兵
衛

1573
天
正
1
上

大
中
小
路
新
三
郎

15
年
1588

天
正
16
下

大
中
小
路
新
三
郎

16
年
1604

慶
長
9
上

大
中
小
路
新
三
郎

1573
天
正
1
下

前
田

与
三
郎

9
年

1582
天
正
10
上

前
田
村

与
三
郎

17
年
1598

慶
長
3
上

前
田

与
三
郎

民
部
下
人

7
年
1605

慶
長
10
下

前
田
与
三
郎

1574
天
正
2
上

東
林
寺

兵
太
郎

11
年
1585

天
正
13
下

東
林
寺

兵
太
郎

1574
天
正
2
下

妙
光
寺

衛
門
次
郎

10
年
1584

天
正
12
上

妙
光
寺

衛
門
二
郎

17
年
1601

慶
長
6
下

妙
光
寺

衛
門
二
郎
四
郎
衛
門
殿
下
人

1576
天
正
4
上

小
中
小
路
与
九
郎

45
年
1621

元
和
7
上

小
中
小
路
与
九
郎

1588
天
正
16
上

大
中
小
路
孫
五
郎

16
年
1604

慶
長
9
下

大
中
小
路
孫
五
郎

1589
天
正
17
上

山
出

太
郎
九
郎

17
年
1606

慶
長
11
下

山
出

太
郎
九
郎

1593
文
禄
2
上

小
中
小
路
才
二
郎

16
年
1609

慶
長
14
下

小
中
小
路
才
二
郎

1593
文
禄
2
下

三
六

大
谷
殿
下
人
17
年
1610

慶
長
15
下

山
出

三
六

1595
文
禄
4
上

東
林
寺

左
衛
門
五
郎

16
年
1611

慶
長
16
上

東
林
寺

左
衛
門
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
５
　
西
座
頭
人
の
推
移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」（
御
上
神
社
文
書
224
号
）より

作
成

の
こ
と
で
あ
る
。
一
七
六
一
年
当
時
の
侍
分
は
三
上
神
主
・
大
谷
社
家
・
平
野
社
家

と
い
っ
た
神
職
の
分
家
筋
を
さ
し
て
い
た
）
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。
江
戸
時
代
初
頭
以
降
、
三
上
村
に
住
む

侍
分
は
神
主
・
社
家
の
一
族
に
限
ら
れ
て
い
っ
た
。
分
家
は
本
家
と
同
じ
組
に
所
属

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
長
之
家
の
場
合
、
分
家
を
「
侍
」
と
記
載
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
長
之
家
に
属
す
る
家
は
、
表
6
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
以
外
に

も
市
・
宮
大
工
の
よ
う
な
御
上
神
社
の
関
係
者
、
一
般
百
姓
、「
殿
」
の
下
人
（
家
来
）

ら
が
加
わ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
神
主
、
社
家
、
侍
」
を
中
心
と
し
た
構
成

ぐ
ら
い
の
表
現
と
み
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
神
主
奉
務
覚
書
」
が

書
か
れ
た
江
戸
時
代
当
時
、
長
之
家
の
「
侍
方
」
つ
ま
り
神
官
の
分
家
た
ち
も
芝
原

式
に
同
席
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
長
之
家
」
は
、
諸
史
料
の
な
か
で
「
長
屋
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

庁
ち
よ
う
の
や

屋
を
意
味
す
る
。
神
官
た
ち
が
い
る
建
物
を
指
し
、
か
つ
て
は
そ
こ
に
御
上
神
社

の
所
領
と
事
務
全
般
を
取
り
扱
う
政
所
の
所
轄
が
付
属
し
て
い
た
。一
五
九
〇
年（
天

正
十
八
）
当
時
、
三
上
山
の
山
手
米
を
取
り
扱
っ
て
い
た
の
は
、
三
上
政
所
の
大
谷

孫
右
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
。
長
之
家
公
文
を
総
公
文
と
呼
び
、
政
所

を
つ
と
め
た
大
谷
家
が
そ
の
役
を
引
き
継
い
で
き
た
こ
と
も
、
こ
う
い
っ
た
御
上
神

社
の
統
轄
機
関
と
し
て
の
あ
り
か
た
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

今
も
っ
て
、
ず
い
き
神
輿
の
奉
納
と
芝
原
式
に
は
長
之
家
の
頭
人
関
係
者
が
太
鼓

を
叩
い
て
開
始
の
合
図
を
知
ら
せ
る
し
、
芝
原
式
に
神
前
の
正
面
に
座
る
の
が
長
之

家
で
あ
る
。
ま
た
、
ず
い
き
神
輿
の
先
頭
を
き
っ
て
神
社
境
内
に
入
る
の
は
、
長
之

家
の
頭
人
か
ら
と
、
つ
い
最
近
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
ず
い
き
神
輿
の

奉
納
と
芝
原
式
双
方
で
の
進
行
順
と
座
配
は
、
長
之
家
を
別
格
と
し
て
、
東
、
西
へ

と
続
き
、
三
座
の
差
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

長
之
家
の
語
源
は
庁
屋
か
ら
き
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
と
西
は
芝
原
式
で
座
る
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年代 頭人表記 長之家 東 西

1561（永禄 4）～ 1602（慶長 7） 
42 年間

名字・殿 14 12 0
名前・殿 2 0 0
名字 20 14 4

神館 （神館殿 1、「神館清昌嫡子
御児」1）      　　　　   　2 0 0

名前のみ 25 35 42
名字に方 2 3 6
下人 13 9 15
大工 4 0 0
紺屋 0 0 2
入りびと 0 0（下人 1）           　　 　10
院・庵・坊号、坊主 1（下人 1）  　　1（下人3）　 　　　　　4
その他 1 1 0

計 84 75 83

1603（慶長 8）～ 1665（寛文 5） 
63 年間

名字・殿 20 5 0
名前・殿 0 0 0
名字 41 18 0
神館 （殿 6）                　　　  6 0 0
名前のみ 33 84 89
方 0 0 0
下人 15 17 22
大工 8 0 0
紺屋 0 0 2
入りびと 0 0 6
院・庵・坊号、坊主 0 0 7
その他 （行合村 3）            　　   3 1 0

計 126 125 126

1666（寛文 6）～ 1760（宝暦 10） 
95 年間

名字・殿 10 1 0
名前・殿 0 0 0
名字 71 2 0
神館 （殿 2、三上三位 2）  　 　 7 0 0
名前のみ 64 143 105
方 0 0 0
下人（家来） 24 42 75
大工 10 0 0
紺屋 0 0 1
入りびと 0 0 0
院・庵・坊号、坊主 0 2（家来 4）              　　  5
その他 （市 4）                　　     4 0 4

計 190 190 190

1761（宝暦 11）～ 1828（文政 11） 
68 年間

名字・殿 0 0 0
名前・殿 0 0 0
名字 42 1 1
神館 （三上三位 5）       　 　    5 0 0
名前のみ 74 100 85
方 0 0 0
家来 7 25 40
大工 3 0 0
紺屋 0 0 0
入りびと 0 0 0
院・庵・坊号、坊主 0 0（家来 1、照覚寺 1） 　　 2
その他 （市5）              　　　    5 0 0

計 136 126 128

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6　頭人表記と座     　　　 「三上若宮殿相撲御神事記録書」より作成
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名字

大機院分算用状案 
御上神社文書 5号

簗相論 
御上神社文
書26、28号

「三上若宮殿相撲御神事記録書」 
御上神社文書 222、223 号

「御祭礼一件」 
御上神社文書
160 号

備考1487（長享1） 1558
（永禄1）

1561（永禄４）～ 
　　1602（慶長7）

1603（慶長8）～ 
　　1665（寛文５）

1666（寛文6）～ 
　　1760（宝暦10）

1761（宝暦11）～ 
　1828（文政11）

1761
（宝暦11）

「三上衆」殿 備考 座 名
字 殿 方 下人あり 座 名

字 殿 方 下
人 座 名

字 殿 方 下人 
（家来） 座 名

字 殿 方
家
来

御供人数　
侍分仲衆

因幡田（因幡） 三村衆 長之家 ○ ○ 長之家 ○ ○ 長之家 ○ 長之家 △ 勘左衛門は永田作庵下人
平野 三上衆 ○ 東林寺村衆 長之家 ○ ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ☆ 社家

東林寺（竹田） 東林寺村衆 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ ○ ○ ★ 名代記載は1702（元禄15）から。 
家来記載は1764（宝暦14）まで

神館（三上） 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ ☆ 神主
大谷 東林寺村衆 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ○ 長之家 ○ ○ ☆ 社家
堀池 長之家 ○ ○ 長之家 ○ 長之家 ○ 長之家 △
上堂 東林寺村衆 長之家 ○ ○ ○ ○ 長之家 ○ ○
苗村 長之家 ○ ○ ○
辻 長之家 ○
平子 東林寺村衆 長之家 ○ ○ 長之家 ○ 長之家 ○ 長之家 ○ △ 市（神子）

永田 三上衆 ○ 三村衆 東 ○ ○ ○ ○ 東 ○ ○ ○ 東 ○ ○ ★ 永田姓の頭人は1646（正保3）まで。名
代記載は1682（天和2）から

北（喜多） 三上衆 ○ 三村衆 東 ○ ○ ○ 東 ○ ○ ○ 東 ○ ○ ○ 東 ○ ○ ☆

山本 三上衆 ○
「神六
殿」との
み記載

東林寺村
衆、三村衆 東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

妙光寺（三上） 三村衆 東 ○ ○ ○ 東 ○ ○ ○
奥 東 ○ ○
辻川 東 ○ ○
土川 ( 土河） 東 ○ ○ 東 ○ 東 ○ 東 △ 名字記載は1684（貞享1）まで
中川（中河） 三村衆 西 ○ ○ 東 ○ 東 東 △ 東所属は1639（寛永16）から
小中路 西 ○ ○
西村 西 ○ ○

山田 西 ○ ○ ★ 山田講（家来17人→2009年現在11人の
集まり）

向 三上衆 ○
中西 三上衆 ○

中村 三上衆 ○ 東林寺村衆 ○ ○ ○ ○ ○ 人身御供の功労で神事頭人を免除との
伝承あり。現在も入座していない

岩蔵 三上衆 ○ 東林寺村衆
［新兵衛］ 三上衆
［東光寺風兵
衛］ 三上衆

小林 東林寺村衆
新 三村衆
飯田 三村衆
南 三村衆
平田 ○ ○
桜木 西 ○
　計 10 8 22 14 9 11 16 9 0 11 11 5 0 7 7 1 0 5 12

        　　　　　　　　　　　　　　　　　表7　名字と諸関係　　　　　　　　　　　　　　　　注：○記載あり　侍分☆　侍分絶家★　仲衆△
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方
位
か
ら
く
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
東
と
西
の
組
は
東
座
、
西
座
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

東
に
つ
い
て
「
神
主
奉
務
覚
書
」
に
は
、「
東
ハ
村
ノ
住
人
」
と
あ
る
。

秋
の
神
事
を
再
興
し
た
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
当
時
、
公
文
の
妙
光
寺
殿
は
相

撲
神
事
で
は
東
に
所
属
し
て
い
た
。
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
は
、
公
文
所
を
預

か
っ
て
い
た
か
ら
、
野
洲
川
の
簗
場
争
い
や
用
水
分
配
と
い
っ
た
在
地
で
お
こ
っ
た

問
題
に
た
い
し
て
は
、
そ
の
訴
訟
や
ら
協
定
に
た
ち
あ
う
一
方
、
妙
光
寺
・
大
中
路
・

小
中
路
三
村
衆
の
一
員
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。「
殿
」
を

付
さ
れ
た
人
々
は
名
主
で
あ
り
、
表
7
に
示
す
よ
う
に
長
之
家
と
東
に
い
た
。
な
か

で
も
妙
光
寺
殿
の
よ
う
な
下
人
を
抱
え
る
殿
衆
は
有
力
名
主
層
で
、一
五
九
五
年（
文

禄
四
）
以
降
の
文
書
に
記
載
さ
れ
る
「
侍
衆
」
に
相
当
し
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ

る
が
、
兵
農
分
離
期
に
、
大
名
の
家
臣
団
に
組
み
込
ま
れ
た
り
、
な
か
に
は
医
者
に

な
っ
て
京
都
へ
の
ぼ
っ
た
り
と
、三
上
か
ら
離
れ
て
い
く
者
が
続
出
し
、三
上
に
残
っ

た
の
は
長
之
家
に
属
す
る
三
上
神
主
・
大
谷
社
家
・
平
野
社
家
の
一
族
に
ほ
ぼ
限
ら

れ
て
い
っ
た
。
侍
衆
は
、
侍
分
と
も
い
わ
れ
て
い
く
が
、
東
に
所
属
し
た
侍
衆
は
江

戸
時
代
初
期
ま
で
に
三
上
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
東
の
組
で
残
っ
た
の
は
平

百
姓
の
「
村
ノ
住
人
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
東
に
か
ん
し
て
は
、
江
戸
時
代
当
時
の
状

況
を
「
神
主
奉
務
覚
書
」
に
記
し
て
い
る
。

西
に
つ
い
て
「
神
主
奉
務
覚
書
」
に
は
、「
西
は
浪
人
筋
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
問
題
が
や
や
錯
綜
し
て
い
る
た
め
、
項
を
改
め
て
検
討
す
る
。

二　

入
り
び
と
・
浪
人
の
伝
承
と
西
座

一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
の
神
仏
分
離
ま
で
、
西
の
公
文
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
照
覚
寺
で
あ
っ
た
。
そ
の
照
覚
寺
が
西
の
公
文
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、

た
い
へ
ん
興
味
深
い
記
録
が
大
谷
家
に
残
っ
て
い
る
）
105
（

。

前
田
正
覚
寺

此
正
覚
寺
な
き
時
ハ
、
村
中
乃
惣
堂
あ
り
て
西
浪
人
乃
公
文
所
な
り
、
往
昔
信

長
公
ニ
打
も
ら
さ
れ
乃
武
者
当
村
江
逃
ケ
来
リ
、
大
中
小
路
村
北
氏
家
江
入
て

頼
た
れ
ハ
、
北
氏
屋
敷
乃
傍
ニ
小
屋
ヲ
立
て
置
し
が
、
彼
者
坊
主
と
成
り
て
勧

進
ニ
出
た
る
を
、
村
中
談
合
あ
り
て
前
田
村
乃
惣
堂
ニ
置
た
る
に
、
彼
坊
主
一

向
宗
ヲ
開
基
し
た
る
が
、
今
ハ
次
第
に
繁
昌
せ
り
、
依
之
此
寺
北
氏
乃
家
来
分

に
て
長
ノ
屋
公
文
ノ
帳
ニ
も
記
せ
り
、
扨
古
法
乃
こ
と
く
西
浪
人
乃
公
文
ヲ
爰

に
て
勤
メ
、
村
中
参
会
乃
時
も
大（
太
）鼓
ヲ
打
て
此
寺
に
寄
ル

織
田
信
長
に
討
た
れ
て
落
ち
の
び
て
き
た
武
者
、
い
う
な
ら
ば
浪
人
が
、
大
中
小

路
の
北
家
を
頼
っ
て
三
上
に
移
り
住
み
、
北
氏
屋
敷
の
そ
ば
で
小
屋
住
み
生
活
を
は

じ
め
た
と
い
う
。
こ
の
浪
人
の
落
ち
武
者
は
、
北
家
に
草
鞋
を
脱
い
で
、
そ
の
家
来

分
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
坊
主
と
な
っ
た
た
め
、
三
上
の
村
中
で
話
し
合
い
、

前
田
に
あ
る
惣
堂
に
住
ま
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
は
、
三
上
の
惣
堂
で
あ
っ
た

が
、「
西
浪
人
乃
公
文
所
」
と
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
由
縁
か
ら
、
こ
の
坊

主
は
「
古
法
乃
こ
と
く
西
浪
人
乃
公
文
」
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

こ
れ
は
、
三
上
の
故
事
来
歴
を
二
枚
綴
り
で
書
き
留
め
た
七
項
目
の
一
つ
に
あ
た

る
。
こ
の
三
上
由
来
雑
記
は
一
七
二
八
年
（
享
保
十
三
）
以
降
に
書
か
れ
た
が
）
106
（

、
聞

き
伝
え
て
き
た
話
と
書
き
手
自
身
が
調
べ
た
結
果
や
心
意
を
お
り
ま
ぜ
て
構
成
し
て

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
照
覚
寺
の
開
基
に
つ
い
て
も
、
寺
伝
と
は
か
な
り
異
な
っ
て

く
る
。

浄
土
真
宗
照
覚
寺
の
寺
伝
で
は
、
一
五
二
四
年
（
大
永
四
）
に
了
順
が
開
基
し

た
と
あ
る
。
二
世
か
ら
四
世
ま
で
の
六
〇
年
間
余
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
五
世
の

乗
安
は
一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
）
に
本
願
寺
准
如
か
ら
照
恩
寺
の
寺
号
を
授
か

り
、
一
七
一
二
年
（
正
徳
二
）
に
至
っ
て
照
覚
寺
と
改
称
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
）
107
（

。
寺
伝
で
の
開
基
は
一
五
二
四
年
と
す
る
が
、
三
上
由
来
雑
記
の
方
で
は
織
田
信

長
（
一
五
三
四
〜
一
五
八
二
年
）
時
代
以
降
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
本
願
寺
所

蔵
『
寛
政
四
年
近
江
国
御
末
寺
』
に
よ
れ
ば
、
一
六
一
〇
年
を
も
っ
て
創
設
と
し
て

い
る
）
108
（

。
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年号 座 上座・下座 村 名前 注記 備考
1568 
（永禄 11） 東 下 前田村 了善 永田宰相下人 御上神社文書 222 号。照覚寺に関係あるか不明

1596 
（文禄 5） 西 下 前田村 乗安 222 号

御上神社文書２２４号では上座に記す
1626 
（寛永 3） 西 下 前田村 教安 222 号

２２４号では上座
1670 
（寛文 10） 西 上 前田村 了意 喜多七左衛門殿家来 222 号 

224 号には注記部分なし
1695 
（元禄 8） 西 上 前田村 了因 喜多七左衛門家来 222 号 

224 号には注記部分なし
1721 
（享保 6） 西 上 前田村 了山 喜多宇右衛門家来 222 号 

224 号には注記部分なし
1747 
（延享 4） 西 上 前田村 了山 喜多宇右衛門家来 222 号 

224 号には注記部分なし
1776 
（安永 5） 西 上 まノ 召山 喜多宇右衛門家来 222 号 

224 号には「照覚寺即山」とのみあり
1804 
（文化 1） 西 上 前田 照覚寺 御上神社文書 223 号 

224 号には「照覚寺住寺智城」
1832 
（天保 3） 西 上 ま 照覚寺 224 号

1856 
（安政 3） 西 上 照覚寺高山 224 号

表8　照覚寺の頭人一覧  

三
上
由
来
雑
記
に
書
か
れ
た
「
此
寺
北
氏
乃
家
来
分
に
て
長
ノ
屋
公
文
ノ
帳
ニ
も

記
せ
り
」
と
の
部
分
は
、「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
か
ら
確
認
で
き
る
。

そ
こ
に
は
、
一
六
七
〇
年
（
寛
文
十
）
の
西
の
頭
人
に
「
喜
多
七
左
衛
門
殿
家
来

　

前
田
村
了
意
」
と
記
さ
れ
、
喜
多
家
家
来
の
記
載
は
、
表
8
に
示
し
た
よ
う
に
、

一
七
七
六
年
（
安
永
五
）
ま
で
続
く
。

た
だ
し
、
喜
多
殿
は
こ
の
頃
す
で
に
三
上
か
ら
転
出
し
て
江
戸
で
武
家
に
奉
公
し

て
お
り
、一
六
七
〇
年（
寛
文
十
）二
月
か
ら
大
中
小
路
に
あ
る「
喜
多
殿
御
城
屋
敷
」

は
吉
兵
衛
と
惣
右
衛
門
が
預
か
っ
て
い
る
。
そ
の
一
七
年
後
、
屋
敷
、
田
畑
と
も
に

大
中
小
路
の
吉
右
衛
門
が
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
吉
右
衛
門
は
喜
多
家
の
家
来

（「
被
官
」）
で
も
あ
っ
た
）
109
（

。
こ
の
吉
右
衛
門
が
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）
か
ら
は
東

の
公
文
を
つ
と
め
て
い
る
。
三
上
由
来
雑
記
で
は
、「
前
田
照
覚
寺
」
の
項
目
に
続

け
て
、「
北
氏
公
文
」
の
一
項
を
設
け
、「
往
昔
東
ノ
公
文
ハ
妙
光
寺
次
左
衛
門
所
）
110
（

に

て
相
勤
し
が
、
往
年
当
所
妙
光
寺
殿
の
頃
水
論
出
来
て
、
一
所
乃
村
格
も
破
た
れ
ハ
、

東
ノ
公
文
ヲ
ハ
大
中
小
路
村
北
氏
方
に
相
贈
申
」
と
記
す
。
吉
右
衛
門
が
東
公
文
を

受
け
継
い
だ
の
は
、「
北
（
喜
多
）
氏
方
」
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

三
上
由
来
雑
記
は
、
長
之
家
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ず
に
東
西
の
公
文
の
由
来
だ

け
を
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
も
、
長
之
家
公
文
の
大
谷
社
家
が
こ
れ
を
書
い

た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
西
の
公
文
に
な
っ
た
照
覚
寺
の
前
身
を
入
り
び
と
で
浪
人
者

で
あ
っ
た
と
記
す
。

入
り
び
と
を
め
ぐ
っ
て
西
座
で
は
一
七
七
一
年
（
明
和
八
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て

騒
動
が
も
ち
あ
が
っ
た
。
そ
の
騒
動
一
件
に
つ
い
て
は
、
公
文
の
照
覚
寺
が
「
三

上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」
に
事
の
次
第
を
書
き
留
め
て
い
る
）
111
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
七
七
一
年
の
頭
人
座
配
を
め
ぐ
っ
て
相
談
を
し
て
い
る
と
き
に
、「
も
ろ
頭
」
か

ら
「
西
座
連
中
ニ
ハ
、
入
人
之
家
筋
有
之
候
得
者
、
此
砌
座
配
相
改
申
度
候
」
と
の

意
見
が
で
た
。
こ
れ
ま
で
の
西
座
の
座
配
は
、年
兄
は
上
座
、年
弟
は
下
座
と
決
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
翌
晩
に「
も
ろ
頭
四
十
余
人
相
寄
」せ
て
の
話
し
合
い
で
も「
四

月
御
祭
礼
之
節
ニ
ハ
、
入
人
之
訳
急
度
相
立
候
処
、
九
月
御
神
事
ニ
ハ
、
其
印
無
之
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候
得
者
、
当
年
よ
り
入
人
之
衆
中
と
組
合
候
時
ハ
、
年
兄
ニ
不
構
、
急
度
下
座
ニ
被

着
候
様
ニ
致
度
」
と
の
意
向
が
強
く
う
ち
だ
さ
れ
た
。

確
か
に
春
の
祭
礼
で
は
、
家
格
に
よ
っ
て
神
幸
で
の
役
割
が
決
ま
っ
て
い
た
。

一
七
六
一
年
（
宝
暦
十
一
）
の
「
御
祭
礼
一
件
）
112
（

」
に
よ
れ
ば
、
御
旅
所
ま
で
神
輿
を

渡
御
す
る
さ
い
、
三
社
（
本
殿
の
大
宮
、
摂
社
の
若
宮
と
十
禅
師
）
の
神
輿
を
か
く

家
筋
は
オ
モ
ノ
（
御
物
）
と
い
っ
て
、
三
上
村
の
六
三
軒
に
固
定
し
て
い
た
し
、
神

輿
に
お
供
す
る
人
々
は
「
侍
分
仲
衆
」
と
い
っ
て
、
名
字
の
平
野
・
大
谷
・
三
上
・

喜
多
・
平
子
・
稲
畑
・
堀
池
・
中
川
・
土
川
を
名
乗
る
本
家
と
別
家
（
分
家
）
に
定

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
113
（

。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
入
り
び
と
は
、
神
輿
の
「
枕
木
持
」

と
い
う
扱
い
で
あ
っ
た
。

公
文
の
照
覚
寺
は
そ
の
意
向
を
受
け
て
、「
十
三
日
頭
渡
シ
」
の
夜
に
「
入
人
之

衆
中
」
へ
話
し
た
が
、
納
得
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
公
文
が
自
ら
の
進
退

を
持
ち
出
す
ほ
ど
の
も
め
事
と
な
り
、
翌
年
に
は
、「
四
十
余
人
之
衆
中
よ
り
以
使
、

入
人
十
人
之
衆
中
江
申
被
入
候
」
と
い
っ
た
事
態
に
ま
で
進
ん
だ
が
、「
度
々
社
家

中
大
ノ
吉
右
衛
門
拙
僧
打
寄
、
色
々
と
後
ニ
先
キ
之
通
ニ
何
事
も
相
定
候
而
、
双
方

及
和
談
ニ
候
」
と
あ
る
。
一
七
七
一
年
に
西
座
の
座
員
（「
も
ろ
頭
」）
は
五
〇
余
人

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
入
り
び
と
の
家
筋
の
人
が
一
〇
人
い
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
入
り
び
と
を
下
座
に
す
え
る
意
見
が
「
も
ろ
頭
」
か
ら
だ
さ
れ
、
そ
の
賛
否
を

め
ぐ
っ
て
も
め
た
が
、
訴
訟
に
は
至
ら
ず
和
談
し
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
お
さ
ま
っ

た
と
い
う
。
座
内
で
難
題
を
か
か
え
て
お
さ
ま
ら
な
い
と
き
に
は
、
公
文
ら
が
協
議

し
あ
い
、
解
決
へ
の
糸
口
を
模
索
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

西
座
の
場
合
、
一
七
六
一
年
（
宝
暦
十
一
）
以
降
の
新
入
り
は
分
家
と
家
を
再
興

し
た
者
だ
け
で
あ
る
か
ら
、「
入
人
十
人
之
衆
」
と
は
そ
れ
以
前
を
さ
し
て
い
る
。

入
り
び
と
を
「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
か
ら
拾
い
出
し
て
み
た
の
が
表

9
で
あ
る
。
入
り
び
と
の
記
載
は
一
五
八
六
年（
天
正
十
四
）か
ら
一
六
一
七
年（
元

和
三
）
ま
で
の
三
二
年
間
に
限
っ
て
一
六
例
み
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
一
五
九
五
年

（
文
禄
四
）
の
「
こ
あ
し
」
と
一
六
一
一
年
（
慶
長
十
六
）
の
「
左
衛
門
五
郎
」
は

年号 座 上座・下座 村名 頭人名 主従関係 出身地 その他
の注記 備考

1 1586 （天正 14） 西 上 妙光寺村 少納言 生大ワキ

2 1586 （天正 14） 西 下 東林寺村志ガ 孫太郎 生小南

3 158７ （天正 15） 西 上 大中路村 太郎四郎 生勝部者

4 1587 （天正 15） 西 下 東林寺村 与次郎 生勝部者

5 1592 （天正 20） 西 下 東林寺村 孫八 生立入

6 1595 （文禄 4） 西 上 東林寺村 こあし 生ハ石部者 御上神社文書 224 号では「東林
寺村左衛門五郎」。11と同じ

7 1596 （文禄 5） 西 上 東林寺村 弥九郎 生ハ南さくら者也

8 1598 （慶長 3） 西 上 大中路村 与二郎 元駒井生也

9 1598 （慶長 3） 西 下 小中路村 平介 但石部ノ生也

10 1599 （慶長 4） 西 上 東林寺村 与七 金内下人 元はね田ノ者也

11 1611 （慶長 16） 西 下 東林寺村 左衛門五郎 生ハ石部ノ者也 6と同じ

12 1613 （慶長 18） 西 上 小中路村 午助 生ハ石部者也

13 1613 （慶長 18） 西 下 妙光寺村 伝右衛門 生ハ野ス 子在之

14 1614 （慶長 19） 西 上 妙光寺村 九郎右衛門 生国伊勢者 牢人

15 1614 （慶長 19） 西 下 与助 上堂甚右衛門下人 生ハ羽田者 牢人候

16 1617 （元和３） 西 上 東林寺村 孫左衛門 生ハ勝部

「三上若宮殿相撲御神事記録書」（御上神社文書222号）より作成
表9　頭人をつとめた入りびと 
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同
一
人
物
で
あ
る
か
ら
）
114
（

、
一
六
年
後
に
再
び
頭
人
が
ま
わ
っ
て
き
て
い
る
。
入
り
び

と
は
一
五
人
で
、
近
郷
か
ら
の
移
住
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
な
か
に
は
「
生
国
伊
勢
者

牢
人
妙
光
寺
村
九
郎
右
衛
門
」
と
い
う
よ
う
に
伊
勢
生
ま
れ
の
人
も
い
た
。
妙
光
寺

移
住
者
の
三
人
を
除
く
と
、
一
二
人
と
な
る
。
一
七
七
一
年
の
騒
ぎ
の
な
か
で
、「
西

座
連
中
ニ
ハ
入
人
之
家
筋
有
之
」
と
「
も
ろ
頭
」
の
一
人
が
語
っ
た
よ
う
に
、
入
り

び
と
の
記
載
は
西
の
頭
人
だ
け
に
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
浪
人
（「
牢
人
」）
二

人
を
含
む
。
入
り
び
と
、
浪
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
の
は
西
座
で
あ
り
、
そ
の
特
質

は
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

西
座
に
は
、
一
五
六
九
年
（
永
禄
十
二
）
か
ら
紺
屋
が
、
一
六
二
〇
年
（
元
和
六
）

に
は
「
宮
夫
」
が
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。
琵
琶
湖
の
対
岸
に
あ
た
る
堅
田
に
は
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
の
本
福
寺
が
あ
る
が
、
本
福
寺
の
教
線
拡
大
の
基
が
入
り
び
と
や

職
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
も
え
ば
、
浄
土
真
宗
寺
院
が
西
の
公
文
と
な
っ
て
い
く
の

は
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
照
覚
寺
の
開
基
自
身
が
入
り

び
と
で
あ
り
浪
人
で
あ
っ
た
と
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
三
上
由
来
雑
記
に
書
き
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

長
之
家
公
文
が
長
之
家
・
東
・
西
の
六
人
の
頭
人
名
を
記
録
し
た
の
は
、

一
五
六
一
年（
永
禄
四
）か
ら
一
八
二
八
年（
文
政
十
一
）ま
で
の
二
六
八
年
間
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
間
ず
っ
と
、
主
従
関
係
の
「
下
人
」、「
家
来
」
の
記
載
が
続
く
。
誰
の

「
下
人
」（
後
年
に
「
家
来
」
の
表
記
に
か
わ
る
）
115
（

）
に
該
当
す
る
の
か
、
そ
の
主
従
関

係
を
こ
と
ご
と
く
頭
人
名
の
脇
に
書
き
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
西
公
文
が
記

入
し
た
西
座
の
「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」
に
は
、
一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
）
か

ら
ぱ
っ
た
り
と
、
そ
う
し
た
記
載
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
旧
来
の
格
式
に
重
き
を

置
か
な
い
真
宗
寺
院
の
性
格
か
ら
照
ら
し
て
も
、
照
覚
寺
が
西
座
公
文
を
引
き
継
い

だ
の
は
、
下
人
の
記
載
が
な
く
な
る
一
六
〇
三
年
以
降
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ

る
。
五
世
乗
安
は
一
五
九
六
年
（
文
禄
五
）
に
頭
人
を
つ
と
め
、
一
六
一
〇
年
（
慶

長
十
五
）
に
は
本
願
寺
准
如
か
ら
照
恩
寺
の
寺
号
を
授
か
っ
て
、
こ
の
頃
か
ら
寺
院

と
し
て
の
基
盤
が
と
と
の
え
ら
れ
て
い
く
。

一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
当
社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
」

に
よ
れ
ば
、
西
の
公
文
は
「
小
中
路
村
若
狭
殿
」
で
あ
っ
た
が
、
絶
家
し
た
た
め
に
、

照
恩
寺
（
の
ち
の
照
覚
寺
）
に
引
き
継
が
れ
た
と
あ
る
。
一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）

の
三
上
村
検
地
帳
に
は
、「
小
中
路
」
の
「
若
狭
」
が
名
請
人
と
し
て
登
録
さ
れ
て

お
り
、一
六
〇
二
年
ま
で
は
存
命
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。し
た
が
っ
て
、「
小

中
路
村
若
狭
殿
」
絶
家
後
の
交
代
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
当
然
な
が
ら
一
六
〇
三
年

以
降
の
こ
と
と
な
る
。

こ
の
三
上
由
来
雑
記
に
は
、三
上
の
惣
堂
が
前
田
に
あ
っ
て
、「
西
浪
人
乃
公
文
所
」

と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
入
り
び
と
で
浪
人
で
あ
っ
た
坊
主
が
「
西
浪
人
乃
公
文
所
」

に
住
み
つ
き
、
そ
れ
が
「
古
法
乃
こ
と
く
西
浪
人
乃
公
文
ヲ
爰
に
て
勤
メ
」
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
、と
記
し
て
あ
る
。そ
の
惣
堂
に
関
連
し
て
、「
惣
村
堂
分
」の
畑
が「
西

川
原
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
一
六
九
六
年
（
元
禄
九
）
十
二
月
の
検
地
帳
除
地
の
控
え

に
は
記
載
し
て
あ
る
）
116
（

。
惣
村
堂
の
下
畑
三
畝
二
四
歩
、
分
米
三
斗
四
合
が
除
地
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
二
〇
〇
年
余
り
さ
か
の
ぼ
っ
た
一
四
八
七
年
（
長
享

元
）
十
一
月
の
大
機
院
分
算
用
状
案
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
歩
河
原
年
貢

　

三
斗
五
升　
　
　

散
所
米
入　
　
　

三
斗　
　
　
　

北
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
升
三
合　
　

公
事
米　

北
方
へ
入

　
　

三
百
西
へ
入　

三
宅
之
下
地
内
二
反
キ
リ　

こ
れ
ハ
実
蔵
坊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作（カ
）分

内
ヨ
リ

と
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
部
分
と
の
関
連
性
に
注
目
し
た
い
。「
散
所
米
」
の
記
載

か
ら
一
四
八
七
年
当
時
、
三
上
庄
内
に
散
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
散
所
は
、
近
衛
家
か
ら
随
身
武
春
に
譲
与
さ
れ
た
所
領
で
あ
っ
た
が
、
当
時
、

近
江
国
で
は
守
護
六
角
高
頼
の
寺
社
本
所
領
へ
の
横
領
が
頻
発
し
て
お
り
、
幕
府
は

六
角
氏
の
度
重
な
る
横
領
を
征
し
て
、
そ
の
還
付
を
図
る
た
め
に
寺
社
本
所
等
に
近

江
の
所
領
目
録
を
提
出
さ
せ
た
。
近
衛
政
家
の
『
後
法
興
院
記
』
に
よ
れ
ば
、
同
年
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（
長
享
元
年
）
八
月
二
十
二
日
に
、「
随
身
武
春
息
武
経
」
が
来
宅
し
、近
衛
家
の
「
御

家
恩
三
上
庄
内
左
散
所
」
の
目
録
記
載
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
る
）
117
（

。
こ
の
年
の

大
機
院
分
算
用
状
案
に
よ
れ
ば
、
八
〇
歩
が
「
河
原
年
貢
」
に
あ
た
り
、
散
所
米
三

斗
五
升
が
計
上
さ
れ
て
、
公
事
米
と
も
に
三
斗
三
升
三
合
が
北
方
へ
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
三
百
西
へ
入
」
る
と
あ
る
。
こ
の
「
西
」
と
は
、「
村
中
乃
惣
堂
あ
り
て
西

浪
人
乃
公
文
所
」
と
あ
る
「
西
」
を
さ
し
、
所
属
を
意
味
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。そ
の
所
属
は
相
撲
神
事
で
の
西
に
も
該
当
し
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

野
洲
川
河
原
に
面
し
て
左
散
所
が
存
在
し
、
そ
の
散
所
で
は
浪
人
や
入
り
び
と
が
採

用
さ
れ
て
耕
作
に
従
事
し
て
い
た
。

な
お
、
野
洲
川
沿
い
に
散
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
浪
人
・
入
り
び
と
た
ち
は
、

野
洲
川
河
川
で
お
こ
な
っ
て
い
た
簗
漁
・
木
材
の
搬
出
や
ら
琵
琶
湖
湖
上
の
運
輸
な

ど
に
雑
役
と
し
て
働
い
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
そ
れ
ら
の
人
々
を
支
配
す
る
宰
領

と
い
う
べ
き
人
物
）
118
（

が
「
西
浪
人
乃
公
文
」
で
あ
り
、若
狭
殿
に
系
譜
す
る
人
物
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
野
洲
川
河
川
か
ら
琵
琶
湖
湖
上
、
さ
ら
に
日
本
海
へ
と

つ
な
ぐ
水
運
業
に
関
係
し
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
若
狭
殿
」
と
い
う
通
称

で
呼
ば
れ
て
い
た
と
、
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）

の
三
上
村
検
地
帳
に
よ
れ
ば
、「
小
中
路
」
の
「
若
狭
」（「
わ
か
さ
」）
は
、
持
ち
高

に
し
て
二
四
筆
、一
町
六
反
二
畝
一
七
歩
、二
四
石
五
斗
五
升
六
合
の
う
ち
、地
字「
西

ノ
か
は
ら
」
に
一
四
筆
、
七
反
六
畝
二
歩
、
一
一
石
九
升
七
合
も
の
田
畑
を
保
有
し

て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
）
119
（

。

こ
の
「
若
狭
」
と
は
永
田
若
狭
を
さ
し
、
一
五
九
九
年
（
慶
長
四
）
に
「
永
田
若

狭
下
人　

正
善
」
が
西
の
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。
永
田
を
名
乗
る
者
は
す
べ
て

東
の
頭
人
と
な
っ
て
い
る
が
、「
永
田
若
狭
」
の
記
載
は
み
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
、

一
五
六
八
年
（
永
禄
十
一
）
の
東
の
頭
人
を
つ
と
め
た
「
永
田
宰
相
下
人　

前
田
村

　

了
善
」
が
、
前
田
の
惣
堂
に
住
む
坊
主
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、「
永
田
宰
相
」

が
若
狭
殿
と
も
想
定
さ
れ
う
る
。
一
五
〇
二
年
（
文
亀
二
）
の
「
社
頭
楼
門
上
葺
三

上
山
売
帳
」
に
前
田
坊
主
が
一
区
画
を
買
得
し
て
お
り
、
以
前
か
ら
前
田
の
惣
堂
を

根
城
と
し
た
坊
主
が
い
た
ら
し
く
、彼
ら
は
照
覚
寺
の
前
身
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

永
田
若
狭
が
多
く
の
土
地
を
保
有
す
る
「
西
ノ
か
は
ら
」
は
、
散
所
や
「
惣
村
堂

分
」
の
畑
と
の
関
連
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
が
、
散
所
で
の
耕
作
な
ど

雑
役
に
奉
仕
す
る
浪
人
た
ち
を
差
配
し
、
宰
領
す
る
公
文
が
お
り
、
三
上
庄
の
惣
堂

が
浪
人
た
ち
を
統
括
す
る
機
関
（
公
文
所
）
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
機
構
が
「
西
」
で
あ
っ
た
か
ら
、「
西
浪
人
乃
公
文
所
」
と
呼
ば
れ
た
と

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
惣
堂
は
、「
み
ん
な
の
も
の
で
」
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
「
だ

れ
の
も
の
で
も
な
い
」
公
界
と
い
っ
た
、
世
間
や
旅
人
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
あ
り

か
た
を
藤
木
久
志
は
指
摘
し
て
い
る
）
120
（

。
散
所
の
存
在
は
惣
堂
の
公
界
性
と
一
脈
通
じ

る
も
の
が
あ
る
。
村
の
自
立
に
と
も
な
っ
て
「
惣
村
堂
」
と
呼
ば
れ
、西
川
原
に
あ
っ

た
散
所
の
畑
地
は
、
一
六
九
六
年
に
は
「
惣
村
堂
」
分
と
し
て
除
地
扱
い
と
さ
れ
て

い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
上
由
来
雑
記
に
は
、
永
田
殿
の
菩
提
寺
に
つ
い
て
、
記
載
し
て
あ
る
。

扨
西
養
寺
と
申
仏
事
ヲ
頼
寺
ハ
、
是
も
東
光
寺
乃
末
寺
に
て
、
彼
地
ニ
あ
り
し

時
、
東
光
寺
本
堂
に
て
一
度
九
旬
の
間
円
頓
戒
ヲ
行
ハ
れ
し
時
、
九
ツ
八
ツ
乃

大（
太
）鼓

ヲ
西
養
寺
役
と
し
て
打
之
、
一
時
乃
間
衆
僧
休
息
せ
り
、
東
光
寺
退
転
乃

後
、
今
の
地
ニ
建
立
し
、
円
頓
戒
乃
故
実
ヲ
伝
て
、
今
に
一
度
乃
間
時
候
の
大（
太
）

鼓
を
打
て
、
一
時
乃
間
村
養
人
休
息
す
、
元
此
寺
ハ
小
中
小
路
長
田
氏
俗
ニ
城

と
云
乃
菩
提
寺
也
、
扨
一
度
乃
間
大（
太
）鼓
に
て
ハ
遠
方
乃
養
人
難
聞
と
て
、
享
保

十
三
戊
申
年
三
月
十
六
日
撞
鐘
ヲ
建
立
せ
り

東
光
寺
末
寺
の
西
養
寺
（
天
台
宗
）
は
、
東
光
寺
退
転
後
に
永
田
（「
長
田
」）
氏

の
菩
提
寺
と
し
て
小
中
小
路
に
再
建
さ
れ
た
と
あ
る
。
か
つ
て
東
光
寺
を
中
心
と
す

る
三
上
大
寺
の
伽
藍
が
三
上
山
と
妙
光
寺
山
に
か
け
て
立
ち
並
び
、
そ
の
東
光
寺

と
、
三
上
山
西
麓
に
鎮
座
す
る
三
上
社
（
御
上
神
社
）
と
は
神
仏
習
合
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
、
現
在
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
）
121
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。
東
光
寺
の
実
態
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
一
四
八
七
年
（
長
享
元
）
十
一
月
の
大
機
院
分
算
用
状
案
に

「
元
ハ
東
光
寺
神
子
」、
三
上
衆
の
「
東
光
寺
風
兵
衛
」
を
、
一
五
三
六
年
（
天
文
五
）
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十
月
の
「
納
日
記
」
に
「
東
光
寺
」
を
散
見
す
る
か
ら
、
東
光
寺
は
一
五
三
六
年
以

降
に
退
転
す
る
一
方
、
東
光
寺
末
寺
の
西
養
寺
は
永
田
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
小
中
小

路
に
再
建
さ
れ
た
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
西
養
寺
の
一
八
〇
五
年
（
文
化
二
）
十
二

月
付
の
過
去
帳
に
は
、「
永
田
殿
」
七
人
の
戒
名
を
「
当
院
ニ
因
縁
等
有
之
ニ
付
、

書
印
置
者
也
」
と
し
、「
先
年
者
家
来
中
墓
参
等
茂
有
之
由
候
得
共
、
安
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）

永
年
中
よ

り
延
引
ニ
罷
成
候
由
、
伝
へ
申
候
事
也
」
と
記
載
す
る
。

こ
の
三
上
由
来
雑
記
に
は
、そ
の
永
田
氏
が
「
城
」
と
俗
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、

そ
こ
は
城
屋
敷
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。大
中
小
路
に
あ
る
喜
多
殿
の
屋
敷
も「
御

城
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
122
（

が
、
一
九
八
〇
年
前
後
の
筆
者
調
査
時
点
で
は
、
堀
に

囲
ま
れ
た
土
塁
の
跡
が
一
部
分
残
っ
て
い
た
。

一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
の
検
地
帳
に
は
、
地
字
「
西
ノ
か
は
ら
」
の
名
請
け
人

と
し
て
、
若
狭
の
ほ
か
に
、
北
忠
次
、
栖
雲
庵
、
山
田
後
家
、
行
合
の
住
人
ら
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
散
所
と
の
関
係
か
ら
一
四
八
七
年
（
長
享
元
）
に
散

所
米
が
入
っ
た
「
北
方
」
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、照
覚
寺
が
「
北
氏
」

（
喜
多
殿
）
の
家
来
で
あ
る
と
、
三
上
由
来
雑
記
や
「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記

録
書
」に
記
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。一
四
八
七
年
の
大
機
院
分
算
用
状
案
に
は
、「
散

所
米
」
だ
け
で
な
く
、「
三
上
衆
」
一
〇
人
を
記
す
が
、そ
の
な
か
に
「
永
田
殿
」「
北

殿
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
五
五
八
年
（
永
禄
元
）
の
野
洲
川
簗
場
相
論
で
は
、
永

田
・
北
と
も
に
三
村
衆
一
九
人
の
な
か
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
（
永
田
四
人
、
北
五

人
）。
永
田
殿
も
北
（
後
に
は
「
喜
多
」
と
あ
る
）
殿
も
三
上
で
指
導
的
立
場
に
あ

る
有
力
名
主
で
、
殿
を
付
さ
れ
て
下
人
を
抱
え
る
侍
衆
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
初

頭
に
大
名
の
家
臣
団
に
編
入
さ
れ
て
三
上
を
離
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
絶
家
し
て

い
る
。
永
田
八
兵
衛
の
場
合
は
、「
六
尉
（
マ
マ
）佐

渡
守
殿
ニ
奉
公
仕
居
申
候
」
と
あ
り
、

出
羽
本
荘
藩
主
六
郷
佐
渡
守
政
信
に
仕
え
て
い
た
た
め
、
一
六
八
二
年
（
天
和
二
）

に
東
の
頭
人
を
「
永
田
八
兵
衛
名
代
ニ
下
人
又
右
衛
門
相
勤
」
め
た
の
で
あ
っ
た
）
123
（

。

三
上
由
来
雑
記
の
言
に
し
た
が
え
ば
、
西
に
は
浪
人
が
お
り
、
そ
の
人
々
を
統
括

す
る
公
文
所
が
あ
っ
た
。
公
文
所
に
は
公
文
が
お
り
、
そ
の
公
文
の
仕
事
の
一
部
が

神
事
で
の
頭
人
差
定
の
役
割
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
公
文
所
と
相
撲
神
事
で
の
公

文
役
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
東
の
公
文
と
伝
わ
り
公
文
所
を
任
さ
れ
た
妙
光
寺
五

郎
左
衛
門
尉
の
例
か
ら
も
、
十
分
に
納
得
で
き
る
。
三
上
由
来
雑
記
を
糸
口
に
し
た

考
察
結
果
に
も
と
づ
け
ば
、
若
宮
の
相
撲
神
事
に
お
い
て
西
の
組
は
散
所
と
い
う
機

関
を
も
と
に
組
ま
れ
た
の
が
、
そ
の
は
じ
ま
り
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

長
之
家
公
文
記
載
の
神
事
帳
「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
を
整
理
し
た

表
6
に
よ
れ
ば
、
西
に
は
一
五
六
一
年
か
ら
殿
を
付
さ
れ
た
者
は
お
ら
ず
、
名
字
を

名
乗
る
者
も
一
五
六
一
年
か
ら
一
五
九
一
年
（
天
正
十
九
）
ま
で
の
三
一
年
間
に
三

人
し
か
い
な
い
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
名
字
に
「
方
」
を
付
し
た
ケ
ー
ス
が
め
だ
つ
。

入
り
び
と
が
い
る
だ
け
で
な
く
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
、
下
人
（
家
来
）
表
記
が
長

之
家
・
東
に
比
較
し
て
増
え
て
い
き
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
庵
・
院
・
坊
号
や
坊

主
の
類
は
、
西
に
所
属
す
る
。
紺
屋
や
、
御
上
神
社
の
宮
仕
も
西
の
所
属
で
あ
っ

た
）
124
（

。な
お
、
一
九
三
一
年
の
肥
後
和
男
調
査
や
一
九
七
五
〜
一
九
八
三
年
の
筆
者
調
査

（【
図
4
】
参
照
）
で
は
、
西
公
文
や
そ
の
定
使
い
と
は
別
に
、
芝
原
式
の
式
場
に
若

狭
の
使
い
役
が
着
座
し
て
い
た
。
筆
者
の
調
査
時
点
で
は
、
長
之
家
公
文
の
子
息
が

若
狭
の
使
い
と
長
之
家
の
定
使
い
と
を
兼
ね
て
お
り
、
た
だ
、
大
事
な
役
と
の
認
識

を
も
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
頃
ま
で
小
中
小
路
の
田

中
利
兵
衛
家
（
長
之
家
）
が
そ
の
役
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
。
一
八
六
八
年
（
明

治
元
）
に
照
覚
寺
が
西
公
文
を
返
上
し
た
た
め
、
そ
の
代
替
と
し
て
若
狭
の
使
い
役

を
あ
ら
た
に
登
場
さ
せ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
真
相
は
わ
か
ら
な
い
。

三　

神
事
再
興
と
三
上
の
社
会

「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
は
巻
紙
の
奥
つ
ま
り
左
端
か
ら
書
き
始
め

て
い
る
が
、
そ
の
巻
頭
に
次
の
文
言
を
記
し
た
あ
と
、
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か

ら
毎
年
、
上
座
・
下
座
の
あ
わ
せ
て
六
人
の
頭
人
名
を
上
方
か
ら
長
之
家
・
東
・
西

の
順
に
記
入
し
て
あ
る
）
125
（

【
写
真
12
】。
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三
上
若
宮
殿
御
相
撲
之
事
、去
天
文
拾
年
丑
歳
ニ
北
方
下
人
に
三
人
迄
相
当
候
、

然
処
に
一
度
ニ
菓
子
三
合
迄
北
方
盛
間
敷
之
由
被
申
候
て
中
絶
仕
候
ヲ
、
栖
雲

軒
再
興
候
て
当
年
永
禄
四
酉
歳
ニ
再
興
仕
候
者
也

永
禄
四
酉
歳
頭
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

梅
本
坊
下
人　
　
　
　
　

北
殿
下
人
大
中
路
村

　
　

因
幡
田
新
二
郎
殿　
　
　

 

二
郎
三
郎
左
衛
門   　
　

弥
三
郎

長　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　
　
　
　
　
　

 　

西

　

北
殿
下
人
大
中
路
村　
　

 

北
殿
下
人
大
中
路
村　
　

 

瑞
泉
院
東
光
寺
村

　
　

三
郎
五
郎          　

  　

 

八
郎
二
郎　
　
　
　
　
　

四
郎
太
郎

   

同
五
戌
歳
頭
人

　
　

子
ハ
無
候
へ
共
被
勤
候  　

                  　
　
　
　

大
谷
下
人
東
林
寺
村

　
　

因
幡
田
殿
嫡
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
四
郎
左
衛
門

長                  　
　
　

東　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西

　
　

東
林
寺
介
太
郎
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
中
路
村

　
　
　

  

五
郎
兵
衛

一
五
四
一
年
（
天
文
十
）
に
頭

人
が
北
方
下
人
に
三
人
ま
で
当

た
っ
た
こ
と
に
対
し
、
北
殿
が
反

対
し
て
若
宮
の
相
撲
神
事
が
中
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
神
事

を
二
〇
年
後
に
栖
雲
軒
が
再
興
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
巻
頭
の
文

言
か
ら
、一
五
四
一
年
以
前
で
も
、

相
撲
神
事
の
頭
人
に
当
た
る
と
菓

子
で
あ
る
果
実
を
盛
っ
て
神
前
に

供
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御

菓
子
盛
り
が
今
の
よ
う
な
ず
い
き

神
輿
の
形
に
盛
り
上
げ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
手
間
と
費
用
の
か
か
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
北
殿
の
反
対
に
よ
り
一
時
中
絶
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

二
〇
年
間
中
断
し
て
い
た
神
事
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
野
洲
川
簗
を
め
ぐ
る
相
論

が
決
着
し
て
か
ら
二
年
余
り
過
ぎ
た
年
の
こ
と
で
あ
る
。東
林
寺
社
家
衆
と
大
中
路
・

小
中
路
・
妙
光
寺
村
衆
と
の
対
立
は
一
応
お
さ
ま
っ
た
が
、
そ
の
し
こ
り
を
緩
和
さ

せ
る
た
め
に
も
神
事
の
再
開
は
必
要
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
神

事
再
開
の
初
年
度
早
々
に
、
ま
た
も
や
北
殿
下
人
三
人
が
長
之
家
・
東
・
西
の
頭
人

を
そ
れ
ぞ
れ
請
け
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
北
殿
が
神
事
再
開
を
受
け
入
れ
た
こ
と

を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
し
、「
再
興
」
と
い
っ
て
も
神
事
の
組
織
を
か

え
る
こ
と
な
く
、
中
断
し
た
二
〇
年
前
に
遡
っ
て
続
行
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

よ
う
。
神
事
は
再
開
さ
れ
た
も
の
の
、
翌
年
か
ら
五
年
間
、
東
だ
け
は
一
人
し
か
頭

人
を
出
し
て
お
ら
ず
、
不
安
定
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

再
興
者
の
栖
雲
軒
と
は
、
当
時
、
六
角
氏
の
奉
行
人
で
あ
っ
た
栖
雲
軒
士
忠
の
こ

と
で
あ
り
）
126
（

、三
上
の
本
拠
地
で
は
山
本
と
い
う
名
字
を
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
小
中
路
村
山
本
栖
雲
軒
」
は
、
一
五
五
四
年
（
天
文
二
十
三
）
九
月
に
御
上
神
社

境
内
に
三
宝
道
場
を
建
立
し
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
と
き
の
材
木
は
「
惣
庄
衆
」
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
）
127
（

。

そ
の
前
年
、
一
五
五
三
年
（
天
文
二
十
二
）
に
、
野
洲
川
の
三
上
神
井
と
対
岸
の

荒
井
で
水
路
へ
の
取
水
を
め
ぐ
っ
て
相
論
と
な
っ
た
が
、六
角
氏
の
使
者
）
128
（

（
奉
行
人
）

と
し
て
栖
雲
軒
は
、
落
合
出
雲
守
と
と
も
に
分
水
を
三
上
衆
へ
申
し
つ
け
、
六
角
氏

の
重
臣
永
原
越
前
守
に
裁
定
の
処
理
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。
六
月
二
十
三
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
の
日
付
の
関
連
文
書
六
通
の
写
し
が
大
谷
家
に
残
っ
て
い
る
が
）
129
（

、
差

出
人
は
栖
雲
軒
「
士
忠
」、
平
井
加
賀
守
「
高
好
」、
六
角
「
義
賢
」
が
各
二
通
で
、

受
取
人
は
す
べ
て
「
永
原
越
前
守
」
と
な
っ
て
い
る
）
130
（

。
そ
の
六
通
す
べ
て
に
「
此
真

書
妙
光
寺
ニ
在
候
」と
記
し
て
あ
る
。
妙
光
寺
殿
は
三
上
の
公
文
所
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
れ
ら
の
真
書
は
公
文
所
の
妙
光
寺
に
保
管
さ
れ
た
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
公

文
所
は
、
在
地
に
お
け
る
水
利
や
訴
訟
な
ど
重
要
な
文
書
を
取
り
扱
い
、
保
管
し
て

写真12　御上神社文書222号「三上若宮殿相撲
　　　　 御神事記録書」
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お
く
所
轄
で
あ
っ
た
。
公
文
所
に
つ
い
て
は
、
一
五
六
七
年
（
永
禄
十
）
四
月
十
八

日
に
制
定
さ
れ
た
六
角
氏
式
目
全
六
七
か
条
の
う
ち
、
四
三
条
目
に
「
一
、
盗
物
臓

物
事
、
或
置
質
、
或
令
売
之
間
、
公
文
所
市
町
等
仁
在
之
時
、
彼
主
其
所
江
預
置
旨

相
届
段
、
可
為
勿
論
、（
下
略
）」
と
で
て
く
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
存
在
と
機
能
が

窺
え
る
）
131
（

。

栖
雲
軒
士
忠
が
神
事
を
再
興
し
た
の
も
、
簗
場
相
論
の
対
立
ム
ー
ド
か
ら
三
上
衆

を
早
く
抜
け
出
さ
せ
、
地
主
の
神
で
あ
る
若
宮
の
相
撲
神
事
を
お
こ
な
っ
て
、
在

所
の
五
穀
豊
穣
と
安
泰
を
願
お
う
と
す
る
、
六
角
氏
の
奉
行
人
（
使
者
）
と
し
て

の
立
場
と
自
身
の
土
豪
と
し
て
の
姿
勢
で
も
あ
っ
た
。
栖
雲
軒
下
人
の
彦
三
郎
は

一
五
六
八
年
（
永
禄
十
一
）
と
九
年
後
の
一
五
七
七
年
（
天
正
五
）
に
西
の
下
座
頭

人
を
つ
と
め
て
い
る
。
栖
雲
軒
自
身
は
一
五
七
三
年
（
天
正
元
）
に
東
の
上
座
頭
人

に
あ
た
っ
て
い
た
が
、「
田
並
付
而
牢
人
」
し
た
た
め
、「
宮
ノ
坊
主
金
乗
坊
」
が
代

わ
っ
て
つ
と
め
た
。

一
五
五
六
年
（
弘
治
二
）
か
ら
一
五
五
八
年
（
永
禄
元
）
ま
で
続
い
た
野
洲
川
の

登
り
魚
簗
場
相
論
で
は
、
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙
光
寺
村
の
三
村
衆
は
東
林
寺

の
社
家
な
ら
び
に
名
主
衆
と
争
っ
た
が
、
こ
の
頃
、
三
上
庄
で
は
村
落
が
結
集
し
て

事
に
あ
た
っ
て
い
た
。
簗
場
争
い
で
結
集
し
た
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙
光
寺
村

の
三
村
衆
は
一
五
五
九
年
（
永
禄
二
）
に
も
「
一
味
同
心
」
し
て
、
合
議
し
て
出
水

井
に
か
ん
す
る
掟
を
定
め
て
い
る
。
翌
年
五
月
に
は
、
無
水
の
た
め
に
堀
割
し
て
確

保
し
た
水
の
分
配
を
め
ぐ
っ
て
、「
三
上
小
中
路
・
因
幡
田
・
前
田
三
村
」
と
他
村
（
小

篠
原
）
と
の
間
で
協
議
さ
れ
、
苗
村
大
進
善
知
ほ
か
四
名
が
申
し
合
わ
せ
の
決
議
事

項
を
「
三
上
庄
三
村
惣
中
」
に
あ
て
て
差
し
出
し
て
い
る
）
132
（

。
神
事
再
興
時
の
三
上
は
、

三
上
庄
の
な
か
に
惣
と
し
て
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
た
。
三
上
庄
の
村
々
が
一
味
同
心

し
な
が
ら
事
に
対
処
し
て
い
た
。
惣
と
し
て
の
結
び
つ
き
は
三
上
庄
全
体
と
し
て
で

は
な
く
、
個
々
の
村
ど
う
し
で
事
態
に
応
じ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
簗
場
争
い
と
出
水

井
で
は
、
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙
光
寺
村
の
三
村
が
、
堀
割
水
の
分
配
に
た
い

し
て
は
、
小
中
路
・
因
幡
田
（
大
中
路
の
一
部
）・
前
田
の
三
村
が
結
集
し
て
い
た
。

三
村
衆
と
い
っ
て
も
、そ
れ
は
特
定
の
村
を
さ
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、そ
の
時
々

で
結
集
し
あ
う
村
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
）
133
（

。

神
事
再
興
時
の
頭
人
は
、三
上
（
庄
）
の
範
域
、つ
ま
り
、妙
光
寺
村
・
東
林
寺
村
・

山
出
村
・
小
中
路
村
・
前
田
村
・
大
中
路
村
の
六
集
落
（
小
村
）
に
住
む
人
々
を
対

象
に
し
て
お
り
、他
村
の
者
は
い
な
い
【
表
4
】。
そ
の
六
集
落
は
一
六
六
五
年
（
寛

文
五
）
の
妙
光
寺
分
村
ま
で
の
三
上
村
に
該
当
す
る
。
こ
こ
に
は
、
神
館
殿
、
名
字

と
殿
を
付
さ
れ
る
者
、名
字
の
あ
る
者
、名
字
に「
方
」が
表
記
さ
れ
る
者
、「
院
」「
庵
」

「
坊
」号
の
者
、名
前
だ
け
の
者
の
ほ
か
に
、殿
の
下
人
、大
工
、紺
屋
、浪
人（「
牢
人
」）、

生
地（
入
り
び
と
）と
い
っ
た
注
記
が
付
さ
れ
る
者
と
が
い
る【
表
6
】。
名
字
に「
方
」

が
表
記
さ
れ
る
者
は
、
一
五
八
四
年
（
天
正
十
二
）
の
東
の
頭
人
「
小
中
路
村
土
川

又
五
郎
方
」
ま
で
で
あ
る
が
、「
方
」
表
記
は
西
に
多
い
。
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）

か
ら
一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
ま
で
の
四
二
年
間
に
、
名
字
を
名
乗
っ
た
り
、
ま
た

は
、
殿
を
付
さ
れ
る
者
は
、
長
之
家
三
七
人
、
東
二
六
人
、
西
四
人
で
、
長
之
家
に

多
い
）
134
（

。
殿
を
付
さ
れ
る
者
は
名
字
を
も
つ
名
主
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
下
人
を
抱
え

る
。殿
衆
は
、長
之
家
と
東
に
い
た
。名
前
だ
け
の
者
は
百
姓
で
あ
る
。高
牧
實
は「
三

上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
を
分
析
し
て
「
百
姓
の
下
人
が
み
え
る
」
と
述
べ

た
が
）
135
（

、
主
の
名
字
や
殿
を
省
い
て
記
載
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
名
字
を
も
つ
殿

衆
あ
る
い
は
そ
の
出
自
の
「
坊
」
号
の
下
人
に
あ
た
り
、
百
姓
の
下
人
は
い
な
い
）
136
（

。

表
7
で
示
す
よ
う
に
、
神
事
再
興
三
年
前
の
簗
相
論
で
対
立
し
た
、
東
林
寺
の
社

家
な
ら
び
に
名
主
衆
は
長
之
家
へ
、
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙
光
寺
村
の
三
村
衆

は
東
へ
所
属
す
る
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
る
。
東
林
寺
村
衆
側
の
簗
指
衆
は
、
名
字
の

平
野
六
人
（
小
四
郎
時
次
、
又
二
郎
重
吉
、
小
三
郎
吉
時
、
小
太
郎
定
時
、
次
郎
右

衛
門
尉
持
時
、
三
郎
右
衛
門
尉
秀
時
）、
山
本
三
人
（
膳
千
代
、
神
六
重
行
、
神
兵

衛
尉
重
前
）、
小
林
二
人
（
助
左
衛
門
尉
吉
定
、
弥
左
衛
門
尉
吉
頼
）、
中
村
と
中
村

に
「
方
」
表
記
の
二
人
（
孫
十
郎
貞
胤
、
中
村
方
進
右
衛
門
尉
盛
茂
）、
東
林
寺
一

人（
助
太
郎
時
秀
）、大
谷
一
人（
孫
太
郎
慶
綱
）、上
堂
一
人（
三
郎
左
衛
門
尉
美
広
）、

平
子
一
人
（
弥
七
義
景
）、
岩
蔵
一
人
（
新
左
衛
門
尉
貞
秀
）、
子
キ
与
太
郎
吉
清
の
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計
一
九
人
で
あ
っ
た
）
137
（

。
一
方
の
三
村
衆
側
は
、名
字
の
北
五
人（
伊
賀
入
道
、新
二
郎
、

左
衛
門
太
郎
、
藤
二
郎
、
九
介
）、
永
田
四
人
（
太
郎
兵
衛
、
与
一
郎
、
源
三
左
衛

門
、
源
七
郎
）、
妙
光
寺
三
人
（
五
郎
左
衛
門
尉
、
駿
河
守
、
七
郎
兵
衛
）、
南
二
人

（
与
左
衛
門
入
道
、
与
介
）、
飯
田
一
人
（
弥
二
郎
）、
山
本
一
人
（
久
介
）、
因
幡
田

一
人
（
介
三
郎
）、
新
一
人
（
左
衛
門
太
郎
）、
中
河
一
人
（
新
九
郎
）
の
一
九
人
で

あ
っ
た
）
138
（

。
禰
宜
を
除
い
た
双
方
あ
わ
せ
て
三
七
人
が
名
字
を
名
乗
り
、
そ
の
大
半
が

殿
衆
に
該
当
し
て
い
た
。
こ
の
簗
相
論
で
は
、
東
公
文
の
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
景

綱
は
三
村
衆
側
に
属
し
た
の
に
対
し
て
、
長
之
家
公
文
の
大
谷
社
家
は
東
林
寺
社
家

衆
側
に
い
た
。
妙
光
寺
殿
の
膝
元
、
妙
光
寺
村
の
住
人
は
、
東
か
西
に
所
属
し
、
長

之
家
の
頭
人
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

「
殿
」
の
呼
称
は
、
一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
）
に
長
之
家
下
座
頭
人
「
東
林
寺

殿
下
人
甚
三
郎
嫡
子
通
阿
ミ
」
の
記
載
以
後
、
影
を
潜
め
る
）
139
（

。
こ
れ
は
兵
農
分
離
政

策
に
よ
っ
て
殿
衆
・
侍
衆
の
大
半
が
三
上
か
ら
転
出
し
て
い
く
傾
向
が
み
え
は
じ
め

る
な
か
、
三
上
に
と
ど
ま
る
殿
衆
・
侍
衆
に
た
い
す
る
扱
い
や
意
識
に
も
変
化
が
生

じ
て
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
）
140
（

。「
方
」表
記
も
一
五
八
四
年（
天
正
十
二
）で
終
わ
り
、

そ
れ
か
ら
ま
も
な
い
一
五
九
一
年
（
天
正
十
九
）
に
は
検
地
帳
が
作
成
さ
れ
て
本
百

姓
体
制
が
し
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

同
じ
名
字
を
名
乗
る
者
は
同
じ
組
（
座
）
に
所
属
し
、
長
之
家
・
東
・
西
へ
の
所

属
は
当
初
か
ら
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
名
字
の
中
川

（
中
河
）の
場
合
は
、一
五
六
七
年（
永
禄
十
）に
西
の
下
座
頭
人
を「
中
河
九
郎
兵
衛
」

が
、
一
五
七
七
年
（
天
正
五
）
に
は
「
中
川
新
九
郎
方
」
が
西
の
上
座
頭
人
を
つ
と

め
た
が
、
六
二
年
後
の
一
六
三
九
年
（
寛
永
十
六
）
に
「
中
川
忠
三
郎
」
は
東
の
上

座
頭
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
来
、「
中
川
」
名
字
の
人
々
は
所
属
を
西
か
ら
東

へ
変
更
し
て
い
る
。

長
之
家
・
東
・
西
で
は
あ
き
ら
か
な
格
差
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
表
6
で
示
さ
れ

る
よ
う
に
、殿
衆
の
下
人
は
長
之
家
・
東
・
西
の
ど
の
組
（
座
）
に
も
お
り
）
141
（

、主
（「
殿
」）

と
下
人
と
が
同
じ
組
に
所
属
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら

一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
ま
で
の
四
二
年
間
の
頭
人
名
を
み
て
み
る
と
、
北
殿
一
族

は
東
の
上
座
下
座
の
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
が
、「
北
殿
下
人
」
は
、
長
之
家
の
上

座
下
座
、
東
の
下
座
、
西
の
上
座
を
つ
と
め
て
い
た
し
、
同
じ
く
東
の
上
座
下
座
の

頭
人
を
つ
と
め
た
永
田
殿
一
族
の
場
合
も
、
下
人
が
長
之
家
下
座
、
東
の
下
座
、
西

の
上
座
下
座
の
頭
人
と
な
り
、
一
五
八
〇
年
（
天
正
八
）
に
は
「
永
田
弥
十
郎
方
」

が
東
の
上
座
を
請
け
負
う
と
い
う
よ
う
に
、
各
座
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。「
大
谷
殿
」

は
一
五
七
一
年
（
元
亀
二
）
に
長
之
家
の
上
座
頭
人
で
あ
っ
た
が
、「
大
谷
（
殿
）

下
人
」
は
長
之
家
の
上
座
下
座
、
東
の
上
座
、
西
の
上
座
を
つ
と
め
て
い
た
）
142
（

。
こ
の

よ
う
に
、
各
組
（
座
）
へ
の
所
属
は
主
従
関
係
と
は
関
わ
り
な
く
、
別
の
基
準
で
構

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
上
へ
住
み
つ
い
た
入
り
び
と
・
浪
人
た
ち
が
頭
人
を
つ
と
め
た
記
載
は
、

一
五
八
六
年
（
天
正
十
四
）
か
ら
一
六
一
七
年
（
元
和
三
）
ま
で
の
三
二
年
間
に
集

中
し
て
西
座
に
一
五
人
ほ
ど
い
た
が
、
こ
の
時
期
は
逆
に
三
上
を
離
れ
て
他
所
に
い

る
者
も
存
在
し
た
。
再
興
者
の
栖
雲
軒
は
一
五
七
三
年
（
天
正
元
）
に
は
田
並
で
浪

人
の
身
と
な
り
、
社
僧
金
乗
坊
が
代
わ
っ
て
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。
一
六
〇
四
年

（
慶
長
九
）
の
東
の
頭
人
「
前
田
村　

小
三
郎
」
は
「
但
や
す
ニ
在
也
」
で
あ
っ
た
し
、

一
六
〇
六
年
（
慶
長
十
一
）
の
長
之
家
の
頭
人
「
左
内
」
は
「
三
条
ニ
在
之
、
大
津

屋
事
也
」
と
あ
り
、
同
年
の
西
の
頭
人
「
元
小
中
路
村　

藤
八
」
は
「
四
ツ
屋
ニ
在

之
」
だ
っ
た
。
一
六
〇
九
年
（
慶
長
十
四
）
の
長
之
家
の
頭
人
「
大
工
喜
三
郎
嫡
子
」

の
箇
所
に
も「
但
市
辺
ニ
牢
人
シ
テ
勤
候
也
」と
の
注
記
が
あ
る
。
一
六
一
二
年（
慶

長
十
七
）
の
長
之
家
頭
人
「
大
中
路
村　

甚
四
郎
」
は
、「
牢
人
ニ
而
下
野
ニ
居
な
り
」

で
、「
妙
光
寺
村
孫
九
郎
知
行
故
、
申
越
勤
候
者
也
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
他
所

に
い
る
者
の
記
載
が
一
五
七
三
年
（
天
正
元
）
か
ら
一
六
一
二
年
（
慶
長
十
七
）
の

四
〇
年
間
に
集
中
し
て
い
た
。

ま
た
、
一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
の
三
上
村
の
検
地
を
前
に
し
て
、
同
年
正
月

二
十
二
日
付
で
「
今
度
百
姓
共
逃
散
之
儀
ニ
付
」、「
高
少
ニ
被
定
、
先
以
百
姓
令
有

御
免
候
之
由
、
口
上
申
及
候
」
と
の
一
札
が
、
上
田
政
右
衛
門
ら
三
人
か
ら
「
三
上
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侍
衆
・
庄
屋
中
」
へ
宛
て
て
だ
さ
れ
て
い
る
）
143
（

。
そ
の
三
上
村
検
地
帳
に
記
さ
れ
た
田

畑
屋
敷
一
七
八
七
筆
の
う
ち
、九
三
筆
分
が「
ぬ
し
な
し
」（「
主
な
し
」）で
あ
っ
た
し
、

一
六
二
筆
が
「
こ
け
」（「
後
家
」）
分
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
天
正
か
ら
元

和
年
間
ま
で
は
逃
散
百
姓
も
含
め
て
人
々
が
流
動
す
る
社
会
の
激
動
期
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
兵
農
分
離
の
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
世
情
不
安
の
な

か
、
限
ら
れ
た
一
部
の
者
が
頭
人
の
資
格
を
も
つ
の
で
は
な
く
、
三
上
に
居
住
し
村

人
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
入
り
び
と
も
頭
人
を
つ
と
め
た
し
、
三
上
に
屋
敷
を
も

ち
な
が
ら
他
所
に
い
る
者
に
は
代
わ
り
を
立
て
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
毎
年
、
神
事
を

お
こ
な
い
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

頭
人
と
公
事

東
林
寺
に
住
む
中
村
嘉
兵
衛
家
は
、
人
身
御
供
の
功
労
で
秋
の
神
事
か
ら
脱
け
さ

せ
て
も
ら
っ
た
と
伝
わ
る
家
で
あ
る
。
一
七
三
一
年
（
享
保
十
六
）
の
三
上
大
明
神

由
来
書
に
は
、
人
身
御
供
の
伝
説
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
）
144
（

。

　
　

往
古
人
身
御
供

往
古
御
遣
殿
江
毎
年
二
八
月
二
乃
巳
乃
晩
、
社
家
乃
息
女
を
御
召
ニ
し
て
、
吉

ニ
当
り
し
女
ハ
省
き
、
凶
ニ
当
り
し
女
を
人
身
御
供
に
備
た
り
、
然
る
に
彼
神

社
乃
前
に
大
き
な
る
池
あ
り
、
夫
ニ
大
蛇
住
て
彼
御
供
を
取
た
り
、
往
昔
中
村

筑
後

　

此
旧
跡
ハ
三
上
東
林
寺
中
村
嘉
兵
衛
所
也

と
云
ふ
社
家
乃
息
女
、
彼
御
供
に
当
ら
れ
し
に
、
十
八
歳
乃
時
な
れ
ハ
知
恵
賢

し
く
て
、源
頼
朝
公

御
寄
進
乃
胎
蔵
界
乃
曼
荼
羅
を
一
幅
窃
ニ
携
て
、
彼
大
蛇
乃
取
ニ
か
ゝ

り
た
る
所
を
厳
し
く
叩
か
れ
し
に
、
忽
角
を
れ
て
天
上
い
た
せ
り
、
夫
よ
り
彼

御
供
永
く
断
絶
せ
り
、

  

今
二
八
月
二
の
巳
乃
晩
乃
御
召
、
且
二
月
祭
礼
ハ
彼
古
へ
乃
遺
風
也
、
又
中

村
乃
家
九
月
乃
神
事
を
勤
さ
る
事
ハ
、
彼
女
よ
り
人
身
御
供
も
断
絶
せ
る
故
、

其
褒
美
と
し
て
古
へ
よ
り
然
り
、

（
後
略
）

　

社
家
中
村
筑
後
の
娘
か
ら
人
身
御
供
が
断
絶
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
褒
美
と
し
て

中
村
家
は
代
々
秋
の
神
事
を
つ
と
め
な
い
で
よ
く
な
っ
た
、
と
書
か
れ
て
あ
る
。
確

か
に
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら
現
在
ま
で
相
撲
神
事
の
頭
人
に
は
、「
中
村
」

と
い
う
名
字
の
者
は
み
あ
た
ら
な
い
。
中
村
嘉
兵
衛
家
で
は
、
人
身
御
供
の
功
績
に

対
す
る
褒
美
に
田
を
三
反
あ
げ
る
か
、
神
事
を
ぬ
く
か
と
問
わ
れ
て
、
神
事
辞
退
の

ほ
う
を
申
し
出
た
の
だ
と
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
145
（

。
褒
美
と
し
て
田
三
反
を
も
ら
う
こ

と
よ
り
も
神
事
辞
退
を
選
ん
だ
と
い
う
中
村
家
先
祖
の
対
応
話
に
は
、
神
事
の
負
担

が
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
重
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
の
一
五
七
八
年
（
天
正
六
）
の
箇
所
に
「
去

年
永
原
大
炊
介
被
召
、
夫
付
而
地
下
人
大
形
牢
人
候
条
、
御
神
事
下
か
た
諸
事
半
分

ニ
相
究
候
也
」
と
あ
り
、永
原
大
炊
介
に
仕
え
て
い
た
者
た
ち
が
浪
人
し
た
こ
と
で
、

神
事
は
半
分
に
お
さ
え
て
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
年
後
の
一
五
八
〇

年
（
天
正
八
）
の
箇
所
に
は
「
当
年
ハ
佐
久
間
殿
被
召
、
失
社
領
候
儀
上
儀
不
知
ニ

よ
り
社
頭
ヨ
リ
御
下
行
徳
無
之
、
西
東
頭
人
分
四
合
宮
ニ
テ
菓
子
御
盛
候
也
」
と
あ

る
。
当
時
、
こ
の
地
方
は
織
田
信
長
の
重
臣
佐
久
間
信
盛
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、

信
盛
は
信
長
に
追
放
さ
れ
）
146
（

、
そ
れ
と
同
時
に
御
上
神
社
も
社
領
を
失
う
こ
と
と
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
社
領
が
あ
っ
た
と
き
は
、そ
こ
か
ら
徳
米
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
途
絶
え
て
し
ま
え
ば
、
東
と
西
の
頭
人
は
菓
子
を
盛
る
こ
と
も
で
き
な
い
状

態
に
あ
っ
た
現
実
が
語
ら
れ
て
い
る
。

一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
に
は
、
神
事
を
軽
く
つ
と
め
て
、
頭
人
が
負
担
す
る
費

用
を
御
上
神
社
の
修
復
費
に
ま
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
「
当
社
若
宮
大
明

神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
」
に
改
正
前
の
供
物
の
数
量
を
記
す
が
、
各
頭
人

は
大
花
ひ
ら
六
枚
、
小
花
ひ
ら
一
三
五
枚
、
白
米
三
升
五
合
、
濁
り
酒
一
升
を
用
意

し
、各
組
内
の「
諸
頭
」が
あ
ら
か
じ
め
米
三
升
ず
つ
出
す
の
に
た
い
し
て
は「
御
饗
」

の
ふ
る
ま
い
を
す
る
な
ど
、
多
く
の
手
間
と
出
費
を
か
け
て
い
た
。
花
び
ら
餅
の
う

ち
、
大
花
ひ
ら
一
二
枚
が
芝
原
に
出
さ
れ
）
147
（

、
そ
れ
以
外
は
御
上
神
社
の
神
官
た
ち
に
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配
ら
れ
た
。
そ
の
花
び
ら
餅
に
つ
い
て
「
往
古
ハ
数
大
分
ニ
て
候
へ
共
、
中
興
定
り

候
員
数
」
と
あ
る
か
ら
、
か
つ
て
は
数
量
も
多
く
て
相
当
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
改
正
後
で
さ
え
、
造
酒
初
尾
代
、
湯
立
て
の
御
湯
代
、
花
び
ら
餅

代
、
祓
代
、
御
供
、
公
文
・
定
使
い
・
宮
仕
・
市
へ
の
支
払
い
に
、
長
之
家
の
頭
人

は
米
二
斗
六
升
三
合
余
り
を
、
東
西
の
頭
人
は
米
三
斗
六
升
七
合
余
り
を
要
し
た
の

で
あ
る
。
長
之
家
の
頭
人
の
場
合
は
、「
往
古
よ
り
長
半
分
と
申
伝
、
半
役
之
勤
也
」

と
あ
る
が
、
そ
の
状
態
は
頭
人
を
一
人
に
し
ぼ
る
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
）
直

後
ま
で
続
い
た
）
148
（

。

神
事
の
頭
人
を
つ
と
め
る
こ
と
は
、
晴
れ
が
ま
し
く
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
に
は
相
当
な
経
費
を
要
し
た
の
で
あ
る
）
149
（

。
神
事
の
手
間
と
出
費
は
公
事

に
等
し
い
。
北
方
が
異
議
を
申
し
立
て
て
神
事
が
一
五
四
一
年
（
天
文
十
）
に
中
絶

し
た
の
も
、神
事
負
担
の
重
さ
に
あ
っ
た
。
下
人
を
抱
え
て
い
た
殿
衆
「
北
殿
」
は
、

頭
人
と
な
っ
た
北
殿
下
人
三
人
の
面
倒
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
一
七
八
八
年
（
天
明
八
）
頃
ま
で
三
上
で
は
侍
衆
（
こ
こ
で
は

家
格
の
意
味
）
の
家
来
が
頭
人
に
当
た
っ
た
と
き
に
は
、
昔
か
ら
の
格
式
に
よ
っ
て

主
（
侍
衆
）
の
家
で
菓
子
を
盛
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
）
150
（

。
戦
国
織
豊
期
に
お

け
る
相
撲
神
事
は
、
下
人
・
入
り
び
と
・
浪
人
も
頭
人
を
つ
と
め
る
と
い
う
極
め
て

開
放
的
な
祭
祀
組
織
を
形
成
し
て
い
た
が
、
神
事
の
経
済
的
な
負
担
は
頭
人
へ
重
く

の
し
か
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
有
力
名
主
の
殿
衆
（
侍
衆
に
相
当
）
に
よ
る
支
援

を
得
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
つ
と
ま
ら
な
い
神
事
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。下

人
に
つ
い
て
、
一
五
〇
二
年
（
文
亀
二
）
の
「
社
頭
楼
門
上
葺
三
上
山
売
帳
」

に
よ
れ
ば
「
妙
光
寺
殿
下
人
衆
」
が
三
区
画
、「
東
林
寺
村
小
林
殿
下
人
太
郎
三
郎
」

が
二
区
画
を
買
得
し
て
い
る
）
151
（

。
ま
た
、
一
五
九
一
年
（
天
正
十
九
）
の
検
地
帳
に
よ

れ
ば
、「
妙
光
寺
下
人　

孫
一
」は
田
畑
・
屋
敷
あ
わ
せ
て
一
町
一
反
九
畝
四
歩
を
、「
妙

光
寺
村
権
介
下
人　

太
郎
二
郎
」
は
同
じ
く
七
反
一
畝
一
八
歩
を
、
名
請
け
し
て
い

る
。
名
請
人
と
し
て
登
録
さ
れ
た
の
は
、
妙
光
寺
居
住
者
が
二
七
人
で
あ
り
、
そ
の

な
か
で
孫
一
は
二
番
目
、
太
郎
二
郎
は
七
番
目
の
上
位
を
占
め
て
い
る
）
152
（

。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
一
定
の
経
済
力
を
持
っ
た
「
下
人
」
の
姿
が
見
え
て
く

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
代
の
三
上
の
「
下
人
」
を
、
殿
衆
の
労
働
力
と
な
っ
た

隷
属
民
と
い
う
階
層
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
殿
衆
個
人
と
身
分
上
の
主
従
関
係

を
結
ん
で
い
た
存
在
と
し
て
、
ま
ず
は
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
主

従
関
係
が
三
上
の
社
会
に
大
き
く
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

主
に
あ
た
る
妙
光
寺
殿
一
族
は
こ
の
天
正
検
地
の
名
請
人
と
し
て
誰
も
登
録
さ
れ

て
い
な
い
。
妙
光
寺
殿
一
族
に
は
六
角
氏
の
被
官
と
な
っ
た
侍
衆
も
お
り
、
農
業
経

営
で
は
手
作
す
る
こ
と
な
く
、
加
地
子
名
主
職
を
保
有
す
る
地
主
と
し
て
水
利
・
簗

な
ど
の
山
河
利
用
権
に
は
介
入
し
つ
つ
も
、
耕
作
は
妙
光
寺
村
内
の
小
百
姓
や
下
人

に
任
せ
て
き
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

斎
藤
弘
美
が
作
成
し
た
妙
光
寺
に
お
け
る
一
五
九
一
年
（
天
正
十
九
）
の
検
地
帳

名
請
人
明
細
表
と
、
一
六
一
七
年
（
元
和
三
）
の
名
寄
帳
登
録
人
明
細
表
を
み
る

と
）
153
（

、
相
撲
神
事
の
頭
人
は
屋
敷
地
登
録
者
を
中
心
と
し
て
い
る
。
一
五
九
一
年
の
検

地
帳
に
妙
光
寺
居
住
者
と
し
て
名
請
け
さ
れ
た
者
は
二
七
人
お
り
、
屋
敷
所
有
は

一
四
人
で
あ
っ
た
が
、
頭
人
を
つ
と
め
た
五
人
全
員
が
屋
敷
地
を
登
録
し
て
い
た
。

そ
の
な
か
に
、
一
五
七
八
年
（
天
正
六
）
に
東
の
頭
人
を
つ
と
め
た
「
妙
光
寺
権
介

殿
」
下
人
の
太
郎
二
郎
、
一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
）
に
東
の
頭
人
を
つ
と
め
た
「
妙

光
寺
下
人　

孫
一
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
一
六
一
七
年
の
名
寄
帳
に
登
録
さ
れ
た
妙

光
寺
居
住
者
は
一
四
人
で
、
屋
敷
登
録
は
八
人
い
た
が
、
頭
人
を
つ
と
め
た
七
人
の

う
ち
、
五
人
ま
で
が
屋
敷
登
録
人
で
あ
っ
た
。
一
六
一
三
年
（
慶
長
十
八
）
に
西
の

頭
人
を
つ
と
め
た
「
伝
右
衛
門
」
は
「
生
ハ
野
ス
子
在
之
」
の
入
り
び
と
で
あ
っ
た

が
、
屋
敷
持
ち
で
あ
る
。
以
上
の
例
か
ら
、
屋
敷
持
ち
が
頭
人
選
定
の
一
つ
の
基
準

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。屋
敷
地
登
録
人
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、

下
人
で
あ
ろ
う
と
、
入
り
び
と
で
あ
ろ
う
と
、
頭
人
に
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

公
事
は
家
持
ち
の
人
々
へ
平
等
に
賦
課
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
神
事
の
頭

人
を
つ
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
、
屋
敷
ご
と
に
懸
け
ら
れ
た
公
事
を
果
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た
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
手
間
と
出
費
の
か
か
る
頭
人
役
は
公
事
の
一
つ

と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人
身
御
供
の
褒
美
に
た
い
し
て
、
中
村
家
先

祖
が
田
三
反
を
取
得
す
る
よ
り
も
神
事
辞
退
を
選
ん
だ
と
い
う
話
に
は
、
頭
人
役
の

負
担
の
重
さ
が
語
ら
れ
て
い
る
。神
事
の
手
間
と
出
費
は
頭
人
に
か
か
っ
て
き
た
が
、

領
主
側
は
そ
の
公
事
を
下
人
や
入
り
び
と
・
浪
人
と
い
っ
た
転
入
者
を
含
め
て
、
三

上
に
住
む
屋
敷
持
ち
に
対
し
て
平
等
に
賦
課
し
た
の
で
あ
る
。
頭
人
を
つ
と
め
る
こ

と
は
、
公
事
を
果
た
す
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
三
上
庄
に
住
む
村
人

と
し
て
の
責
任
で
も
あ
っ
た
。
村
人
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
支
配
者
・
領
主

側
か
ら
年
貢
・
公
事
を
納
め
る
対
象
者
と
し
て
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

三
上
庄
の
管
理
責
任
者
で
あ
る
公
文
や
御
上
神
社
社
家
の
政
所
ら
は
神
事
の
頭
人
役

を
差
定
し
た
が
、
そ
れ
は
支
配
者
・
領
主
側
の
立
場
に
た
っ
て
頭
人
役
と
い
う
公
事

を
賦
課
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
芝
原
式
の
構
成
が
公
文
中
心
で
あ
る
こ
と
か

ら
し
て
も
、
相
撲
神
事
に
は
支
配
者
側
の
意
向
を
受
け
た
論
理
が
流
れ
て
い
る
。

屋
敷
持
ち
が
頭
人
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
後
年
の
他
の
事
例
か
ら
も
跡

づ
け
ら
れ
る
。

「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」の
一
六
九
〇
〜
一
六
九
二
年（
元
禄
三
〜
五
）

の
項
の
紙
背
に
「
一
、
長
ノ
や
諸
頭
極
ハ
家
と
く
并
名
人
ニ
懸
り
勤
さ
せ
申
筈
候
、

長
ノ
や
ノ
屋
敷
へ
外
座
ノ
も
の
来
候
て
も
長
ノ
や
相
勤
さ
せ
申
極
也 

」
と
記
さ
れ
、

長
之
家
「
諸
頭
」（
成
員
）
の
家
督
と
家
名
を
継
い
だ
者
が
長
之
家
の
頭
人
を
つ
と

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、そ
の
長
之
家
成
員
の
屋
敷
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
者
は
、

外
座
の
者
で
あ
っ
て
も
長
之
家
の
頭
人
を
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。
つ

ま
り
、
長
之
家
成
員
の
屋
敷
を
取
得
し
た
者
は
、
長
之
家
成
員
と
み
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
、
屋
敷
が
頭
人
と
な
る
条
件
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

前
掲
の
人
身
御
供
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、
社
家
中
村
筑
後
の
跡
が
東
林
寺
に
住
む
中

村
嘉
兵
衛
家
の
所
に
あ
た
る
と
い
う
。
中
村
家
に
つ
い
て
は
、表
7
に
示
す
よ
う
に
、

一
四
八
七
年（
長
享
元
）の
大
機
院
分
算
用
状
案
に「
三
上
衆
」一
〇
人
の
う
ち
に「
中

村
殿
」
と
あ
り
、
一
五
五
六
年
（
弘
治
二
）
か
ら
一
五
五
八
年
（
永
禄
元
）
ま
で
続

い
た
野
洲
川
簗
相
論
で
は
東
林
寺
村
衆
側
一
九
人
の
簗
指
衆
と
し
て
「
中
村
孫
十
郎

貞
胤
」、「
中
村
方
進
右
衛
門
尉
盛
茂
」
の
名
前
が
み
え
る
。「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御

神
事
記
録
書
」
の
一
五
九
五
年
（
文
禄
四
）
に
は
「
中
村
助
兵
衛
下
人　

辻
ノ
さ
ん

し
ょ
」
が
長
之
家
上
座
頭
人
を
、
一
六
四
二
年
（
寛
永
十
九
）「
中
村
忠
右
衛
門
殿

下
人　

市
兵
衛
子
」
が
西
の
下
座
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。
中
村
家
下
人
の
記
載
は

こ
の
二
例
だ
け
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
「
中
村
」
を
名
乗
る
家
は
下
人
を
抱
え

る
殿
衆
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、一
六
六
六
年（
寛
文
六
）以
降
に
書
か
れ
た「
三
上
大
明
神
之
事
）
154
（

」に
は
、「
社

家
之
事
、雖
多
シ
ト
二
社
家
之
家
一
、或
ハ
絶
跡
、或
ハ
行
二
他
国
ニ
一
不
勤
二
神
従
ヲ
一
、

大
谷
忠
兵
衛
平
野
八
郎
兵
衛
此
両
人
ニ
テ
今
持
二
社
家
職
ヲ
一
勤
ム
神
役
ヲ
一
」
と
あ

り
、
中
村
家
は
三
上
に
住
み
続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
は
社
家

を
つ
と
め
て
い
な
い
。
中
世
後
期
以
降
の
跡
職
は
家
名
・
家
産
・
家
業
に
あ
る
が
、

中
村
嘉
兵
衛
家
は
社
家
中
村
筑
後
の
旧
跡
を
引
き
継
い
だ
と
伝
わ
る
も
の
の
、
そ
の

跡
職
に
は
家
業
の
社
家
職
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
村
嘉
兵
衛
家
は
中
村
筑
後

の
旧
跡
の
う
ち
、
社
家
職
を
除
く
、
家
名
、
屋
敷
な
ど
の
家
産
を
引
き
継
い
だ
の
で

あ
る
。
中
村
筑
後
の
屋
敷
跡
に
住
む
こ
と
は
、
家
（
屋
敷
）
ご
と
に
賦
課
さ
れ
る
公

事
（
頭
人
役
）
を
も
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
村
筑
後
家
が
獲
得

し
た
頭
人
役
の
免
除
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
現
在
で
も
中
村
嘉

兵
衛
家
は
頭
人
を
つ
と
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、東
座
神
事
頭
人
帳
の「
三
上
庄
若
宮
殿
相
撲
之
事
」に
は
、「
吉
右
衛
門
」

の
欄
に
「
宝
暦
十
辰
年　

喜
多
殿
屋
敷
売
払
候
ニ
付
、
九
月
神
事
相
休
致
候
と
申
来

り
候
ニ
付
、
中
（
仲
）間

中
江
右
之
段
相
断
申
候
処
、
仲
間
中
被
申
候
ハ
、
相
休
被
成
候
と

申
候
事
ニ
候
、
為
念
書
印
置
申
候
」
と
い
う
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
吉
右
衛
門
と

は
度
々
登
場
す
る
大
中
小
路
に
住
む
東
の
公
文
の
こ
と
で
あ
る
。
吉
右
衛
門
が
喜
多

殿
の
家
来
で
そ
の
屋
敷
守
り
を
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
一
七
六
〇
年
（
宝

暦
十
）
に
喜
多
殿
屋
敷
は
売
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
吉
右
衛
門
が
つ
と



136

国立歴史民俗博物館研究報告
第 161集　2011年 3月

め
て
き
た
喜
多
殿
の
頭
人
代
も
休
み
と
な
っ
た
）
155
（

。
つ
ま
り
、
三
上
に
屋
敷
を
持
つ
限

り
、
本
人
が
神
事
の
頭
人
を
つ
と
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
関
係
者
が
本
人
に
代

わ
っ
て
頭
人
役
を
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
）
156
（

。
こ
の
よ
う
に
、
相

撲
神
事
の
頭
人
は
屋
敷
を
基
準
に
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
世
の
公
事
を

引
き
継
い
で
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

な
お
、
絶
家
し
て
屋
敷
も
な
く
な
れ
ば
、
誰
も
頭
人
を
引
き
受
け
る
必
要
は
な
く

な
る
。「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
の
一
七
六
二
年
（
宝
暦
十
二
）
項
の

裏
書
き
に
は
、「
山
重
助
別
家
弟
平
兵
衛
相
果
名
跡
無
御
座
候
ニ
付
、
地
頭
表
江
跡

絶
候
段
届
相
済
故
、
宝
暦
十
二
午
年
よ
り
頭
本
江
遣
ス
書
付
ニ
も
抜
申
候
事
」
と
あ

り
、
公
文
の
神
事
頭
人
帳
か
ら
も
は
ず
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
と
め

三
上
の
ず
い
き
祭
り
（
神
事
、
相
撲
と
も
い
う
）
で
は
、
長
之
家
・
東
・
西
の
各

組
（
座
）
か
ら
頭
人
が
で
る
が
、
そ
の
頭
人
を
選
出
す
る
の
は
、
各
組
に
一
人
ず
つ

い
る
公
文
と
呼
ば
れ
る
人
の
役
目
で
あ
る
。公
文
は
中
世
の
荘
官
名
か
ら
き
て
お
り
、

お
そ
ら
く
、
そ
の
頃
の
宮
座
の
あ
り
か
た
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
肥
後
和
男

が
予
測
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
ま
で
具
体
的
な
事
実
は
究
明
さ
れ
ず
に
き
た
。

本
章
で
は
、
公
文
と
座
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
訴
訟
文
書
や
江
戸
時
代
の
伝
承
記

録
な
ど
を
た
ど
っ
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
芝
原
式
の
儀
礼
の
な
か
に
何
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

公
文
・
政
所
の
記
載
は
表
2
で
示
す
よ
う
に
、
そ
の
言
葉
の
使
わ
れ
方
が
時
代

と
と
も
に
三
つ
の
段
階
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
第
一
段
階
は
一
五
九
〇
年
（
天
正

十
八
）
ま
で
で
、
主
と
し
て
年
貢
や
公
事
の
収
納
や
訴
訟
に
関
連
し
て
で
て
く
る
こ

と
、
第
二
段
階
は
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
頃
ま
で
で
、
御
上
神
社
の
立
場
や
社
家

の
地
位
を
権
威
づ
け
る
肩
書
き
と
し
て
使
用
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
こ
と
、
第
三
段
階

は
そ
れ
以
降
で
、
一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
当
社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今

年
ヨ
リ
改
申
覚
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
秋
の
神
事
で
の
役
割
名
で
あ
る
。
公
文
と

い
う
用
語
が
時
代
を
経
る
う
ち
に
、
在
地
を
代
表
す
る
荘
官
名
か
ら
、
神
社
の
社
家

と
し
て
権
威
づ
け
の
肩
書
き
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
秋
の
神
事
で
の
役

名
へ
と
収
斂
し
て
い
く
。
最
後
ま
で
残
っ
た
の
が
、
秋
の
ず
い
き
祭
り
で
の
公
文
役

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
中
世
に
お
い
て
、
公
文
は
在
地
で
の
社
会
機
構
の
な
か
で
大

き
な
存
在
で
あ
り
え
た
も
の
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
機
構
そ
の
も
の
の
消
滅
に
あ

わ
せ
て
神
事
と
い
う
祭
祀
の
な
か
に
収
斂
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

頭
人
を
選
出
す
る
公
文
は
、
家
筋
で
固
定
し
て
い
る
。
一
七
〇
四
年
の
「
当
社
若

宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
」
に
よ
れ
ば
、
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）

の
妙
光
寺
分
村
ま
で
妙
光
寺
殿
が
東
の
公
文
で
あ
っ
た
と
伝
え
、東
西
の
公
文
を「
下

司
公
文
」
と
表
現
し
て
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
公
文
筋
の
存
在

は
、
中
世
末
の
訴
訟
文
書
な
ど
か
ら
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

秋
の
神
事
が
再
興
さ
れ
た
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
以
前
か
ら
公
文
所
を
任
さ
れ

て
い
た
の
は
、
神
事
で
東
の
頭
人
を
つ
と
め
た
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
景
綱
で
あ
っ

た
。
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
は
、
野
洲
川
の
簗
場
相
論
や
用
水
分
配
と
い
っ
た
在
地

の
問
題
で
、
そ
の
訴
訟
や
ら
協
定
に
か
か
わ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
署
名
し
た
り

裏
判
を
す
え
た
り
し
、
重
要
文
書
を
一
括
し
て
保
管
す
る
公
文
と
し
て
の
任
務
を
果

た
し
て
い
た
。
彼
は
荘
官
と
し
て
の
顔
を
も
つ
一
方
、
東
林
寺
社
家
な
ら
び
に
名
主

衆
と
の
野
洲
川
簗
を
め
ぐ
る
相
論
で
は
、
妙
光
寺
村
の
名
主
と
し
て
妙
光
寺
・
大
中

路
・
小
中
路
の
三
村
衆
と
一
味
同
心
し
て
い
た
。
妙
光
寺
殿
の
一
族
は
、
妙
光
寺
村

に
土
塁
を
囲
ん
だ
上
・
中
・
下
の
三
つ
の
屋
敷
を
構
え
、下
人
を
抱
え
る
有
力
名
主（
侍

衆
に
相
当
）
で
あ
っ
た
。
六
角
氏
の
被
官
と
な
る
者
も
い
て
、
自
ら
手
作
す
る
こ
と

も
な
く
、
耕
作
は
下
人
や
小
百
姓
な
ど
に
任
せ
て
き
た
の
で
あ
り
、
加
地
子
名
主
職

を
保
有
す
る
土
豪
（
地
主
）
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

妙
光
寺
が
三
上
村
か
ら
分
村
し
た
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
当
時
、
妙
光
寺
一
族

の
次
左
衛
門
〔「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
に
は
「
妙
光
寺
治
左
衛
門
殿
」〕
は

筑
後
柳
川
の
城
主
橘
氏
に
仕
え
て
、
柳
川
に
居
を
移
し
て
い
た
）
157
（

。
御
上
神
社
の
神
官
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一
族
を
除
い
た
殿
衆
の
ほ
と
ん
ど
が
、
絶
家
し
た
り
三
上
を
離
れ
た
状
況
下
に
あ
っ

た
か
ら
、
公
文
筋
の
妙
光
寺
殿
が
妙
光
寺
分
村
ま
で
三
上
村
に
住
ん
で
相
撲
神
事
の

公
文
役
を
果
た
し
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
た
だ
、
三
上
村
に
屋
敷
を
残
し
た
ま
ま

武
家
へ
奉
公
し
た
北
（
喜
多
）
殿
や
永
田
殿
の
場
合
、「
下
人
」（
後
に
は
「
家
来
」

と
表
記
）
が
そ
の
屋
敷
を
守
り
、
頭
人
の
代
役
を
つ
と
め
て
い
た
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
下
人
の
補
佐
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
と
い
う
の
も
、
妙
光
寺
分
村
以
降
、
東

の
公
文
は
妙
光
寺
殿
か
ら
北
（
喜
多
）
方
へ
移
行
し
た
が
、不
在
の
喜
多
殿
に
代
わ
っ

て
そ
れ
を
預
か
っ
た
の
は
、下
人
で
屋
敷
守
り
の
吉
右
衛
門
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
中
小
路
の
吉
右
衛
門
は
、
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）
以
降
、
東
の
公
文
を
つ
と
め

て
い
る
。

三
組
の
う
ち
、
長
之
家
の
名
称
は
庁
屋
か
ら
き
て
お
り
、
東
と
西
は
、
東
座
・
西

座
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
芝
原
式
に
お
い
て
神
前
に
向
か
っ
て
座
る
方
位
に
も
と
づ

い
て
い
る
。

庁
屋
と
は
、
神
社
で
神
職
が
神
事
を
議
し
、
事
務
を
執
る
所
を
意
味
す
る
が
、
御

上
神
社
の
場
合
、
か
つ
て
は
そ
こ
に
政
所
の
所
轄
が
付
属
し
て
い
た
。
政
所
は
、

三
上
山
が
御
上
神
社
の
神
領
で
あ
っ
た
時
分
か
ら
存
在
し
、
一
五
九
〇
年
（
天
正

十
八
）
に
は
大
谷
社
家
が
「
三
上
政
所
」
と
し
て
三
上
山
の
山
手
米
を
収
納
す
る
事

務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
大
谷
社
家
の
職
務
は
、「
三
上
政
所
」
か
ら
三
上
村
の

庄
屋
へ
と
移
行
し
て
い
く
が
、
一
七
〇
四
年
（
宝
永
元
）
の
「
当
社
若
宮
大
明
神
相

撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
」
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
撲
神
事
で
は
「
惣
公
文

祝
政
所
」
と
い
う
長
之
家
公
文
の
肩
書
き
と
し
て
残
さ
れ
て
い
く
。
大
谷
家
は
相
撲

神
事
に
お
い
て
長
之
家
公
文
の
役
を
代
々
担
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
か
ら
一
八
二
八
年
（
文
政
十
一
）
ま
で
の
二
六
八
年
間

の
頭
人
名
を
記
入
し
た
「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
に
よ
れ
ば
、
三
上
に

移
住
し
た
入
り
び
と
・
浪
人
の
記
載
は
、西
の
組
に
限
ら
れ
て
い
た
。一
七
七
一
年（
明

和
八
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
西
座
の
座
配
論
議
で
「
西
座
連
中
ニ
ハ
入
人
之
家
筋

有
之
」
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
よ
う
に
、
当
時
、
人
々
の
間
で
は
入
り
び
と
・
浪
人

筋
は
西
座
に
所
属
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。江
戸
時
代
に
な
る
と
、

奉
公
以
外
で
他
村
へ
移
り
住
む
こ
と
は
希
有
な
こ
と
と
な
る
が
、
近
世
初
頭
ま
で
は

逃
散
百
姓
を
含
め
て
人
の
移
動
が
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
は
、前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

一
四
八
七
年
（
長
享
元
）
の
算
用
状
案
か
ら
三
上
庄
に
は
散
所
が
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
散
所
は
所
領
化
さ
れ
て
も
人
的
機
関
と
し
て
の
性
格
は
長
く
保
た
れ

て
、
散
所
に
あ
る
公
文
所
が
浪
人
・
入
り
び
と
た
ち
の
就
労
の
窓
口
機
関
に
も
な
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
散
所
で
の
宰
領
と
覚
し
き
人
物
が
西
の
公
文
と
伝
わ
る
永

田
若
狭
殿
で
あ
ろ
う
。
小
中
路
に
住
む
永
田
殿
は
城
屋
敷
を
構
え
て
、
多
く
の
下
人

を
抱
え
て
い
た
一
族
で
あ
る
。
散
所
に
置
か
れ
て
い
た
公
文
所
は
、
前
田
に
あ
っ
て

「
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
」
公
界
の
惣
堂
と
な
っ
て
い
た
が
、
散
所
退
転
後
は
、
村

の
「
み
ん
な
の
も
の
」
と
い
う
「
惣
村
堂
」
と
し
て
の
機
能
を
強
め
て
い
き
、
そ
の

跡
を
相
撲
神
事
の
西
公
文
と
も
ど
も
浄
土
真
宗
照
覚
寺
が
引
き
継
い
だ
も
の
と
か
ん

が
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
長
之
家
の
公
文
は
御
上
神
社
の
社
領
、
東
の
公
文
は
三
上
庄
、
西

の
公
文
は
三
上
庄
内
の
散
所
と
深
く
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
長
之
家
・
東
・
西
の
組
み
分
け
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
三
上
庄
で

の
在
地
構
造
に
準
拠
し
、
そ
の
収
納
機
構
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
編
成
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
。
三
上
庄
内
の
年
貢
・
公
事
の
収
納
な
ど
に
あ
た
る
所
轄
機
関
の
担
当
者
を

公
文
・
政
所
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
公
文
・
政
所
と
も
に
、
訴
訟
や
年
貢
の
収

納
事
務
に
た
ず
さ
わ
り
、書
く
こ
と
を
職
務
に
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
書
記
役
が
、

相
撲
神
事
で
の
頭
人
差
定
を
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
頭
渡
し
で
の
記
録
や
芝
原
式
に

総
公
文
へ
差
し
出
す
差
定
状
は
字
の
書
け
る
人
間
で
な
く
て
は
つ
と
ま
ら
な
い
。
東

公
文
の
妙
光
寺
殿
・
西
公
文
と
伝
わ
る
永
田
若
狭
殿
と
も
に
、
土
塁
の
あ
る
屋
敷
を

構
え
て
い
た
有
力
名
主
で
、
在
地
の
小
領
主
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら

れ
る
。
大
谷
社
家
を
含
め
た
三
人
の
相
撲
神
事
で
の
公
文
は
下
人
を
抱
え
る
殿
衆
で

あ
っ
た
。

相
撲
神
事
の
頭
人
は
、
三
上
庄
内
に
住
む
村
人
を
対
象
に
し
て
選
定
さ
れ
た
。
御
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上
神
社
と
深
く
か
か
わ
り
あ
っ
て
き
た
小
篠
原
村
の
鍛
冶
屋
や
北
桜
村
の
蓬
莱
衆

（
土
器
作
り
）
と
い
っ
た
職
人
衆
は
、
春
の
祭
礼
な
ど
に
は
参
加
し
た
が
、
三
上
庄

外
に
住
ん
で
お
り
、
秋
の
神
事
の
頭
人
は
つ
と
め
て
い
な
い
）
158
（

。
三
上
庄
の
領
有
は
時

に
よ
り
変
化
し
て
い
く
が
、
一
五
五
六
〜
一
五
六
〇
年
（
弘
治
二
〜
永
禄
三
）
に
は

名
主
百
姓
を
中
心
に
村
が
自
立
し
、
村
ど
う
し
が
水
利
・
野
洲
川
簗
場
の
利
用
な
ど

を
め
ぐ
っ
て
結
集
し
て
も
い
る
。相
撲
神
事
が
再
興
さ
れ
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
っ
た
。

こ
の
相
撲
神
事
で
の
長
之
家
・
東
・
西
と
い
う
組
み
分
け
は
、
一
五
四
一
年
（
天

文
十
）
以
前
か
ら
の
組
織
形
態
で
あ
っ
た
。
二
〇
年
間
の
神
事
中
断
後
、
一
五
六
一

年
（
永
禄
四
）
の
再
開
に
あ
た
っ
て
、
各
組
へ
の
出
入
り
は
若
干
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
基
本
的
な
組
み
分
け
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
一
五
六
一
年
か
ら

の
頭
人
記
録
を
み
る
か
ぎ
り
、
同
名
は
組
も
同
じ
で
あ
り
、
分
家
す
れ
ば
本
家
の
組

に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

相
撲
神
事
に
は
、
神
を
祀
る
こ
と
で
地
域
の
豊
饒
と
安
泰
を
願
う
領
主
側
の
姿
勢

が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
芝
原
式
で
の
猿
田
彦
役
は
、
公
文
に
向
か
っ
て
ほ
こ

を
つ
き
、
仮
面
の
鼻
先
を
つ
ま
ん
で
擲
つ
が
、
そ
れ
は
神
の
息
吹
、
生
気
を
与
え
る

し
ぐ
さ
で
あ
る
。
そ
の
生
気
を
授
か
る
の
は
、
公
文
で
あ
る
。
神
饌
を
準
備
し
た
頭

人
で
は
な
い
。
中
世
後
期
に
お
け
る
公
文
は
、
三
上
庄
の
実
質
的
な
管
理
責
任
者
で

あ
っ
た
。
公
文
が
神
か
ら
生
気
を
授
か
る
こ
と
で
、
大
地
（
三
上
庄
）
の
豊
饒
と
安

泰
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
三
上
庄
の
人
々
は
信
じ
て
い
た
。
そ
の
生
気
を
与
え
て
く
れ

る
地
主
の
若
宮
を
祀
る
た
め
に
）
159
（

、
神
饌
の
準
備
が
膨
大
な
手
間
と
費
用
を
か
け
て
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
神
饌
の
準
備
は
個
人
個
人
に
託
さ
れ
て
、
頭
人
の
つ

と
め
と
な
っ
て
い
た
。

神
饌
の
一
つ
で
あ
る
花
び
ら
餅
に
は
花
び
ら
籠
が
被
さ
れ
て
い
る
。
竹
製
の
花
び

ら
籠
は
芝
原
式
の
席
上
で
公
文
と
そ
の
定
使
い
に
さ
げ
ら
れ
る
が
、一
九
六
〇
年（
昭

和
三
十
五
）
頃
ま
で
、
公
文
は
そ
れ
を
犂
耕
の
さ
い
に
牛
の
口
輪
と
し
て
使
用
し
て

い
た
。
こ
の
事
実
は
、
頭
人
が
牛
の
口
輪
と
い
う
農
業
用
具
を
公
文
ら
へ
提
供
し
て

い
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
中
世
に
お
い
て
犂
耕
や
荷
物
の
運
搬
用
に
使
う
牛

の
所
有
は
、
公
文
ら
上
層
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
神
か
ら
さ

げ
ら
れ
た
花
び
ら
籠
を
公
文
ら
の
所
有
す
る
牛
の
口
に
は
め
て
犂
耕
す
る
こ
と
で
、

神
か
ら
の
恩
恵
を
う
け
て
農
業
の
生
産
性
も
高
め
ら
れ
る
と
信
じ
た
中
世
の
人
々
の

あ
り
よ
う
が
見
え
て
く
る
。
芝
原
式
で
の
花
び
ら
籠
の
存
在
は
、
勧
農
の
最
も
直
截

な
表
現
で
あ
る
。
頭
人
が
牛
の
口
輪
と
な
る
花
び
ら
籠
を
つ
く
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
課
役
に
相
当
し
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
神
を
祀
る
た
め
の
神
饌
の
準
備
が
滞
る
こ
と
は
、
在
地
の
豊

饒
へ
の
保
証
が
奪
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
か
ら
、
毎
年
頭
人
を
差
し
定
め

て
確
実
に
お
こ
な
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
組
内
の
頭
人
を

決
定
す
る
機
関
を
公
文
所
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
公
文
は
公
文
所
で
頭
渡
し
を
お
こ

な
っ
て
、
翌
年
の
頭
人
を
確
実
に
決
め
て
お
き
、
そ
の
翌
日
の
芝
原
式
に
お
い
て
各

公
文
は
、
総
公
文
の
長
之
家
公
文
へ
翌
年
の
頭
人
名
を
書
い
た
差
定
状
を
差
し
出
し

た
の
で
あ
る
。
芝
原
式
の
儀
式
で
は
宮
仕
が
各
公
文
か
ら
差
定
状
を
受
け
取
り
、
総

公
文
へ
手
渡
す
が
、
総
公
文
は
懐
に
そ
の
状
を
お
さ
め
る
だ
け
で
、
そ
こ
で
差
定
を

改
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
差
定
状
の
提
出
を
芝
原
に
座
っ
て
い
る
一
同
（
現

在
は
宮
司
・
頭
人
・
公
文
・
公
文
の
定
使
い
）
が
見
届
け
、
確
認
し
あ
う
こ
と
が
必

要
で
あ
っ
た
。
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
の
相
撲
神
事
の
再
興
時
か
ら
、
長
之
家
公

文
は
、
総
公
文
と
し
て
芝
原
式
で
受
け
取
っ
た
差
定
状
を
も
と
に
、
長
之
家
・
東
・

西
の
六
人
の
頭
人
名
を
一
括
し
て
一
紙
に
書
き
留
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
「
三
上
若

宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
で
あ
る
。
こ
の
形
態
は
相
撲
神
事
の
成
立
当
初
か
ら
変

わ
ら
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

頭
人
は
ず
い
き
神
輿
（
菓
子
に
あ
た
る
）
と
花
び
ら
餅
と
い
う
供
物
を
準
備
し
、

相
撲
役
を
提
供
す
る
。
江
戸
時
代
前
期
ま
で
は
、
夜
の
芝
原
で
の
儀
式
の
と
き
に
菓

子
も
供
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
す
べ
て
は
芝
原
式
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
芝

原
式
は
公
文
中
心
に
進
め
ら
れ
、
総
公
文
が
差
配
す
る
が
、
そ
れ
は
当
初
か
ら
の
姿

で
あ
り
、
相
撲
神
事
は
在
地
領
主
側
を
代
表
し
て
三
上
庄
の
管
理
責
任
者
で
あ
る
公

文
を
主
役
に
し
て
執
り
お
こ
な
わ
れ
る
祭
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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戦
国
織
豊
期
の
相
撲
神
事
で
は
、
殿
衆
（
侍
衆
）、
名
主
、
百
姓
だ
け
で
な
く
、

殿
衆
の
下
人
、
入
り
び
と
、
浪
人
も
頭
人
を
つ
と
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
極
め
て
平

等
で
開
放
的
な
座
の
構
成
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
内
実
は
支
配
者
・
領
主

側
が
家
（
屋
敷
）
持
ち
を
対
象
に
課
し
た
頭
人
と
い
う
公
事
で
あ
っ
た
。
相
撲
神
事

の
組
み
分
け
も
再
興
の
い
き
さ
つ
も
決
し
て
村
人
の
自
主
的
な
動
き
か
ら
で
て
き
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
相
撲
神
事
を「
再
興
」し
た
の
は
、六
角
氏
の
奉
行
人（
使
者
）

で
三
上
を
本
拠
と
す
る
栖
雲
軒
士
忠
で
あ
っ
た
と
い
う
。
支
配
者
・
領
主
側
に
い
る

人
間
が
、
こ
の
神
事
の
再
開
を
う
な
が
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
と
支
配
者
・

領
主
側
の
論
理
が
働
い
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
領
主
側
の
意
向
が
色
濃
く
だ

さ
れ
た
神
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
芝
原
式
の
構
成
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
る
。
芝
原

式
の
構
成
は
頭
人
で
は
な
く
、
公
文
を
主
役
に
据
え
て
お
り
、
頭
人
役
は
屋
敷
を
基

準
に
選
定
さ
れ
、
三
上
（
庄
）
と
い
う
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
祭
祀
の

つ
と
め
と
そ
の
費
用
を
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
三
上
（
庄
）
の
財
政
的
役
割
は

三
上
（
庄
）
の
村
人
（
住
人
）
に
懸
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
村
人
で
あ
る
以
上
、
公

文
も
頭
人
役
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
三
上
の

在
地
構
造
は
惣
庄
と
い
え
る
平
等
な
一
面
を
も
っ
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

（
1
）　

肥
後
和
男
「
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
」『
東
京
文
理
科
大
学
文
科
紀
要
』
一
六　

一
九
三
八
年
（
肥
後
和
男
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』　

臨
川
書
店　

一
九
七
三
年
に
再

録　

五
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
と
き
の
報
告
は
、肥
後
和
男「
御
上
神
社
の
相
撲
神
事
」『
歴
史
と
地
理
』

第
二
八
巻
第
六
号　

一
九
三
一
年
（
肥
後
和
男
『
神
話
と
民
俗
』　

岩
崎
美
術
社　

一
九
六
八

年
に
収
録
）
と
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
四
一
五
〜
四
二
一
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

（
2
）　

真
野
俊
和
「
祭
り
と
宮
座
」『
歴
史
公
論
』
六
九
号　

一
九
八
一
年
（
真
野
俊
和
『
日
本
の

祭
り
を
読
み
解
く
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
年
に
収
録
）。

（
3
）　

御
上
神
社
の
氏
子
全
員
を
保
存
会
会
員
と
す
る
。

（
4
）　

三
上
の
氏
子
た
ち
は
、
保
存
会
設
立
ま
で
、
ず
い
き
祭
り
が
宮
座
で
あ
る
こ
と
、
摂
社
若
宮

註

神
社
の
祭
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
祭
り
の
性
格
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
橋
本
裕
之

（『
王
の
舞
の
民
俗
学
的
研
究
』　

ひ
つ
じ
書
房　

一
九
九
七
年
）
と
山
路
興
造
（「
ず
い
き
祭
り

の
概
観
」『
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書　

三
上
の
ず
い
き
祭
り
』　

ず
い
き
祭

保
存
会　

二
〇
〇
一
年
）
が
芝
原
式
で
の
猿
田
彦
の
所
作
を
王
の
舞
と
の
関
連
で
指
摘
し
て
か

ら
、
保
存
会
役
員
を
中
心
に
王
の
舞
へ
も
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
王
の

舞
で
知
ら
れ
る
福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
気
山
の
宇
波
西
神
社
の
祭
礼
を
見
学
す
る
た
め

に
、
会
員
の
希
望
者
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
か
け
た
。
野
洲
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
現
野
洲
市

歴
史
民
俗
博
物
館
）
な
ど
の
協
力
の
も
と
に
『
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書

　

三
上
の
ず
い
き
祭
り
』（
ず
い
き
祭
保
存
会　

二
〇
〇
一
年
）
が
発
行
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
、

文
化
庁
か
ら
の
助
成
金
を
得
て
、ず
い
き
祭
り
の
ビ
デ
オ
が
完
成
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

指
定
文
化
財
が
あ
ら
た
な
意
識
を
植
え
付
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

そ
の
一
方
で
、
ず
い
き
祭
り
の
維
持
は
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
と
も
な
い
困
難
な
面
も
多

く
な
り
、
改
革
案
が
度
々
だ
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
長
之
家
・
東
・
西
か
ら
だ
さ

れ
る
頭
人
五
人
を
五
つ
の
集
落
か
ら
一
人
ず
つ
だ
す
よ
う
に
調
整
し
、
集
落
単
位
で
ず
い
き
神

輿
を
一
基
ず
つ
作
る
体
制
に
も
っ
て
い
く
と
い
う
話
で
あ
る
（
二
〇
〇
七
年
十
月
八
日
の
聞
き

取
り
調
査
よ
り
）。

（
5
）　

筆
者
の
ず
い
き
祭
り
観
察
は
、
一
九
七
五
、一
九
七
九
、一
九
八
三
、二
〇
〇
四
、二
〇
〇
七
年

の
五
回
で
あ
る
が
、
一
九
八
三
年
に
は
東
の
下
座
頭
人
西
村
善
右
衛
門
家
（
屋
号
善
四
郎
）
を

中
心
に
全
行
程
を
観
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

（
6
）　

真
野
純
子
「
御
上
神
社
の
春
祭
り
と
組
織
―
御
旅
所
へ
の
渡
御
行
列
役
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
五
号　

一
九
八
〇
年　

三
ペ
ー
ジ
。
御
上
神
社
の
祭
祀
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
真
野
（
桜
井
）
純
子
「
御
上
神
社
の
祭
祀
」（『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』

第
一
号　

一
九
七
六
年
）
で
、春
秋
の
二
つ
の
異
な
る
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
は
、真
野
純
子
「
祭

祀
組
織
調
査
―
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
三
上
御
上
神
社
」（
圭
室
文
雄
・
平
野
榮
次
・
宮
家
準
・

宮
田
登
編
『
民
間
信
仰
調
査
整
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
《
下
・
実
際
編
》』　

雄
山
閣　

一
九
八
七
年
）

で
記
述
し
た
。
そ
の
後
、
東
條
寛
は
、「
御
上
神
社
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
ず
い

き
祭
り
と
春
祭
り
の
関
係
を
通
し
て
」（
近
藤
直
也
編
『
座
―
そ
れ
ぞ
れ
の
民
俗
学
的
視
点
』　

人
文
書
院　

一
九
九
一
年
）、「
祭
り
の
組
織
と
宮
座
」（『
三
上
の
ず
い
き
祭
り
』　

ず
い
き
祭

保
存
会　

二
〇
〇
一
年
）、「
神
事
と
祭
礼
―
御
上
神
社
の
宮
座
と
祭
礼
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
第
九
八
集　

二
〇
〇
三
年
）
の
三
論
文
で
、
春
祭
り
に
つ
い
て
は
拙
論
を

引
用
し
な
が
ら
春
秋
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

（
7
）　

真
野
純
子
「
御
上
神
社
の
春
祭
り
と
組
織
―
御
旅
所
へ
の
渡
御
行
列
役
に
つ
い
て
の
一
考

察
―
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
五
号　

一
九
八
〇
年
、
同
「
神
社
に
従
属
す
る
土
器
作

り
の
展
開
過
程
―
近
江
御
上
神
社
と
ホ
ウ
ラ
イ
衆
―
」『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
』
Ⅷ　

一
九
九
二
年
、
同
「
祭
の
歴
史
と
ム
ラ
の
論
理
―
近
江
国
野
洲
郡
三
上
村
の
祭
礼
争
論
を
中
心

に
し
て
―
」
圭
室
文
雄
編
『
民
衆
宗
教
の
構
造
と
系
譜
』　

雄
山
閣　

一
九
九
五
年
。           
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（
8
）　

か
つ
て
は
、
二
毛
作
（
米
、
麦
・
菜
種
）
で
あ
っ
た
が
、
米
の
生
産
だ
け
と
な
り
、
米
の
減

反
政
策
以
降
は
田
地
の
三
割
ほ
ど
に
小
麦
と
豆
を
作
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
現
在
、
三
上
生

産
組
合
の
も
と
に
、
五
つ
の
集
落
（
字
、
在
所
）
が
そ
れ
ぞ
れ
に
集
落
営
農
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
営
農
組
合
の
組
織
は
、
集
落
ご
と
に
異
な
る
。
前
田
の
集
落
で
は
、
田
数
を
も
と
に
出
資

し
て
営
農
組
合
を
運
営
す
る
が
、
農
作
業
を
営
農
組
合
に
任
せ
て
い
る
家
も
か
な
り
あ
る
。
た

だ
し
、
水
の
管
理
と
畦
の
草
刈
り
は
、
各
自
の
家
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
大
中

小
路
で
は
、
実
際
に
農
業
に
従
事
す
る
人
だ
け
で
営
農
組
合
を
組
織
し
て
い
る
と
い
う
。

（
9
）　

か
つ
て
の
大
字
三
上
に
対
す
る
小
字
に
あ
た
る
。字
の
呼
び
方
は
四
〇
年
以
前
に
ブ
ラ
ク（
部

落
）
か
ら
シ
ュ
ウ
ラ
ク
（
集
落
）
へ
か
わ
っ
た
が
、若
い
世
代
に
な
る
と
集
落
と
は
言
わ
ず
に
、

具
体
的
に
大
中
小
路
な
ど
の
字
名
を
使
う
ほ
う
が
多
い
。
ム
ラ
（
村
）
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
が
、

「
う
ち
の
ザ
イ
シ
ョ
（
在
所
）」
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
。
ま
た
、
集
落
に
よ
っ
て
は
ジ
ゲ
（
地

下
）
を
使
う
こ
と
も
あ
り
、三
上
の
範
囲
で
お
こ
な
う
と
き
に
も
「
ジ
ゲ
ニ
ン
プ
（
地
下
人
夫
）

だ
せ
や
」
と
い
っ
た
表
現
を
す
る
と
い
う
。

（
10
）　

一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
に
妙
光
寺
が
分
村
し
て
か
ら
、三
上
村
は
こ
の
五
集
落
と
な
っ
た
。

な
お
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
に
町
村
制
の
施
行
か
ら
三
上
、
妙
光
寺
、
南
桜
、
北
桜

を
あ
わ
せ
て
三
上
村
と
な
っ
た
あ
と
、一
九
四
二
年（
昭
和
十
七
）に
は
野
洲
町
に
合
併
さ
れ
た
。

（
11
）　

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
）
に
は
、
三
上
の
世
帯
数
は
二
三
五
戸
、
氏
子
数
は
二
〇
七
戸

で
あ
っ
た
。

（
12
）　

大
貫
孝
子
氏
か
ら
の
資
料
提
供
に
よ
る
。
三
上
に
あ
る
五
か
寺
は
、
照
覚
寺
（
浄
土
真
宗
、

前
田
）、西
林
寺
（
浄
土
宗
、大
中
小
路
）、西
養
寺
（
天
台
宗
、小
中
小
路
）、宝
泉
寺
（
天
台
宗
、

山
出
）、
玉
林
寺
（
真
言
宗
、
東
林
寺
）
で
あ
る
が
、
玉
林
寺
に
は
檀
家
が
い
な
い
。　

（
13
）　

一
七
三
一
年
（
享
保
十
六
）
の
三
上
大
明
神
由
来
書
（
御
上
神
社
文
書
一
四
四
号
）
に
は
「
古

ヘ
ハ
二
十
一
人
乃
社
役
人
あ
り
て
」
と
記
す
。
ま
た
、
一
七
〇
三
年
（
元
禄
十
六
）
五
月
付
の

三
上
大
明
神
由
来
覚
書
（
御
上
神
社
文
書
二
一
〇
号
）
に
よ
れ
ば
、「
社
家
・
社
人
・
禰
宜
・

宮
仕
等
古
ハ
多
雖
有
ト
之
、
今
ニ
テ
ハ
五
、六
人
ノ
家
筋
漸
残
り
申
候
事
」
と
あ
り
、
こ
の
状

態
の
ま
ま
明
治
初
年
を
迎
え
る
。

（
14
）　

御
上
神
社
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
に
郷
社
に
列
し
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
に
は
県

社
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
に
は
官
幣
中
社
と
な
っ
て
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
の

終
戦
で
の
社
格
廃
止
に
至
る
。
神
職
機
構
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
真
野
純
子
「
祭
の
歴
史
と
ム

ラ
の
論
理
―
近
江
国
野
洲
郡
三
上
村
の
祭
礼
争
論
を
中
心
に
し
て
―
」
圭
室
文
雄
編
『
民
衆
宗

教
の
構
造
と
系
譜
』
雄
山
閣　

一
九
九
五
年　

四
一
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）　

神
主
「
従
三
位
源
栄
義
」
は
一
七
一
〇
年
（
宝
永
七
）
七
月
中
元
日
の
日
付
で
「
三
上
神
社

録
」（
御
上
神
社
文
書
一
三
六
号
）
の
序
に
「
偏
ニ
傷
二
霊
跡
之
廃
セ
ン
ヲ
一
、
且
ツ
悲
ム
二
執

行
之
絶
ナ
ン
ヲ
一
、
於
レ
此
ニ
記
著
ス
ト
其
大
略
ヲ
」
と
述
べ
て
お
り
、
社
務
執
行
も
こ
の
時

点
で
大
幅
に
く
ず
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

（
16
）　

一
九
七
五
年
の
祭
典
内
容
に
つ
い
て
は
、
真
野
（
桜
井
）
純
子
「
御
上
神
社
の
祭
祀
」『
近

江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
一
号　

一
九
七
六
年　

を
参
照
の
こ
と
。
当
時
の
荒
垣
泰
由
宮
司
か

ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
一
七
回
の
祭
典
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
春
祭
り
や
秋
の
神
事
で
の

祭
儀
は
一
括
し
、
月
首
祭
・
月
次
祭
を
除
い
て
数
え
て
あ
る
。

（
17
）　

氏
子
総
代
の
任
期
は
二
年
で
あ
る
。
御
上
神
社
の
責
任
役
員
は
宮
司
（
代
表
役
員
）、
三
上

自
治
会
長
と
、
氏
子
総
代
か
ら
互
選
し
た
一
人
（
氏
子
総
代
長
）
が
な
り
、
一
年
ご
と
に
登
録

し
て
い
く
。

（
18
）　

二
〇
〇
六
年
の
聞
き
取
り
調
査
と
、真
野
純
子「
三
上
に
お
け
る
神
事
当
番
と
そ
の
運
営
」『
近

江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
四
号　

一
九
七
九
年　

二
四
ペ
ー
ジ
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
十
月

の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、こ
れ
ま
で
頭
人
宅
で
親
類（
オ
モ
シ
ン
ル
イ
、ト
ナ
リ
シ
ン
ル
イ
）

の
手
伝
い
を
得
て
お
こ
な
っ
て
き
た
ず
い
き
神
輿
の
作
成
を
、
来
年
（
二
〇
〇
八
年
）
か
ら
は

集
落
の
会
館
で
集
落
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
と
い
う
。
頭
人
が
会

館
に
出
向
く
と
い
う
形
を
と
り
、
ず
い
き
の
栽
培
も
集
落
で
お
こ
な
っ
て
い
く
と
い
う
。
ず
い

き
祭
り
は
、
頭
人
個
人
か
ら
集
落
単
位
に
重
き
を
お
く
よ
う
な
大
幅
な
改
革
が
実
行
に
移
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

（
19
）　

真
野
（
桜
井
）
純
子
「
御
上
神
社
の
祭
祀
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
一
号　

一
九
七
六
年　

四
四
〜
四
五
ペ
ー
ジ
、
同
「
祭
祀
組
織
調
査
―
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
三
上
御

上
神
社
」『
民
間
信
仰
調
査
整
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
《
下
・
実
際
編
》』　

雄
山
閣　

一
九
八
七
年

　

一
九
六
ペ
ー
ジ
。

（
20
）　

筆
者
の
初
期
調
査
時
分
に
は
、
頭
人
は
黒
の
紋
付
き
羽
織
に
袴
を
着
用
し
て
、
こ
の
ほ
か
米

を
含
め
た
神
饌
品
を
供
の
者
に
持
た
せ
て
社
参
し
て
い
た
。
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
十
月

五
日
付
の
「
社
務
所
・
惣
公
文
政
所
」
の
連
名
で
書
か
れ
た
「
秋
季
古
例
祭
奉
仕
頭
人
心
得
要

領
」
が
東
公
文
の
山
崎
吉
右
衛
門
家
に
残
っ
て
い
る
が
、そ
こ
に
は
「
十
月
九
日　

甘
酒
行
事
」

と
あ
る
。
神
饌
と
し
て
は
、
頭
人
の
持
参
し
た
甘
酒
な
ど
の
ほ
か
に
、
宮
側
で
用
意
し
た
ア
メ

ノ
ウ
オ
（
江
鮭
）
も
供
え
る
こ
と
か
ら
、
御
上
神
社
で
は
献
江
鮭
祭
と
も
称
す
る
。
ア
メ
ノ
ウ

オ
は
、
サ
ケ
科
の
淡
水
魚
で
、
ビ
ワ
マ
ス
の
別
称
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
）
に

石
部
頭
首
江
が
で
き
る
ま
で
は
野
洲
川
で
ア
メ
ノ
ウ
オ
カ
キ
を
使
っ
て
ア
メ
ノ
ウ
オ
を
捕
っ

て
い
た
と
い
う
。

（
21
）　

神
事
で
の
オ
モ
シ
ン
ル
イ
の
具
体
的
な
行
動
と
分
析
に
つ
い
て
は
、
上
野
和
男
「
御
上
神
社

秋
祭
の
構
造
と
親
族
組
織
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
五
号　

一
九
八
〇
年
、
同
「
御
上

神
社
秋
祭
に
お
け
る
頭
屋
の
役
割
―
昭
和
五
十
四
年
東
座
頭
屋
の
『
神
事
記
録
帳
』
か
ら
―
」

『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
六
号　

一
九
八
一
年　

を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）　

今
で
も
果
物
を
さ
し
て
水
菓
子
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
常
食
以
外
の
嗜
好
品
は
菓
子
と
呼
ば
れ
、

昔
は
そ
の
大
半
が
果
実
で
あ
っ
た
。『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
も
ク
ワ
シ
を
「
果
実
。
特
に
食
後

の
果
物
を
言
う
」
と
す
る
。

（
23
）　

造
花
の
モ
ミ
ジ
は
山
の
も
の
、
菊
は
陸
の
も
の
、
カ
キ
ツ
バ
タ
（
ア
ヤ
メ
）
は
川
の
も
の
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
と
説
明
し
た
人
も
い
た
が
、
か
つ
て
は
造
花
で
は
な
く
、
野
に
咲
く
生
花
で
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飾
っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
う
。
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
）
の
長
之
家
の
頭
人
は
公
文
に

あ
た
る
大
谷
家
で
あ
っ
た
が
、
神
輿
の
三
方
に
生
花
を
い
け
て
い
た
よ
う
な
例
も
あ
る
。

（
24
）　

ず
い
き
と
し
て
使
わ
れ
る
芋
は
、
田
芋
と
い
っ
て
元
は
田
に
植
え
ら
れ
た
。
水
の
な
か
に
植

え
て
育
て
た
が
、そ
れ
を
改
良
し
て
乾
燥
し
た
土
で
も
育
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
四
月
に
植
え
て
、

十
二
月
に
収
穫
す
る
と
い
う
晩
生
の
芋
で
、
育
て
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
こ
の
品
種
は
茎
が

青
々
と
し
て
い
る
が
、
十
分
な
水
や
り
が
必
要
で
、
大
き
く
育
て
る
に
は
花
の
芽
を
摘
む
な
ど
、

手
間
が
か
か
る
。
今
で
は
神
輿
用
に
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
頭
人
か
ら
頭
人
へ
芋
の

種
を
渡
し
て
い
く
。

（
25
）　

春
祭
り
で
女
性
た
ち
は
、
御
旅
所
へ
の
神
輿
渡
御
行
列
を
辻
々
で
見
る
も
の
の
、
御
旅
所
に

は
行
か
な
い
と
い
う
（
一
九
八
二
年
の
聞
き
取
り
）。
神
さ
ん
ご
と
は
、
男
性
が
お
こ
な
う
も

の
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
、
頭
人
宅
か
ら
ず
い
き
神
輿
を
奉
納
す
る
と
き
、
先
頭
を
歩
く
警
護

（
露
払
い
）
の
役
も
男
子
二
名
（
裃
着
用
）
が
つ
と
め
て
き
た
。
し
か
し
、
少
子
化
も
あ
っ
て
、

二
〇
〇
四
年
の
ず
い
き
祭
り
で
は
警
護
に
女
子
も
加
わ
り
、
意
識
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。

（
26
）　

主
に
江
戸
時
代
の
史
料
で「
宮
仕
」と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。筆
者
調
査
時
の
昭
和
年
代

で
は
、宮
仕
を
、
宮
さ
ん
の
小
使
い
と
か
デ
イ
リ
（
出
入
り
）
と
呼
ん
だ
。
前
田
に
住
む
某
家

が
一
七
三
〇
年
（
享
保
十
五
）
か
ら
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）
ま
で
宮
仕
を
つ
と
め
た
。

そ
の
後
は
氏
子
の
な
か
か
ら
一
人
を
選
ん
で
数
人
ほ
ど
交
代
し
な
が
ら
き
た
が
、
現
在
は
宮
の

小
使
い
と
し
て
の
職
務
じ
た
い
が
な
く
な
り
、
芝
原
式
で
の
猿
田
彦
役
は
ず
い
き
祭
保
存
会
会

員
の
有
志
が
つ
と
め
て
い
る
。

（
27
）　

長
之
家
公
文
の
大
谷
家
は
社
家
筋
で
、
現
在
は
妙
光
寺
の
三
上
神
社
と
南
桜
の
野
蔵
神
社
の

祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
28
）　

か
つ
て
は
、
ず
い
き
神
輿
を
奉
納
し
終
え
る
と
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
持
っ
て
帰
り
、
取
り
壊
し

た
。
ず
い
き
は
皮
を
む
き
乾
燥
さ
せ
、
柿
は
し
ぶ
柿
な
の
で
皮
を
む
い
て
ツ
ル
ン
ボ
シ
（
つ
る

し
柿
）
に
し
、
栗
は
そ
の
ま
ま
食
べ
た
し
、
ず
い
き
を
し
ば
っ
た
ト
ウ
シ
ヅ
ル
は
牛
の
手
綱
に

し
た
と
い
う
よ
う
に
、
ず
い
き
神
輿
の
材
料
を
再
利
用
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
翌
日
ま
で

御
上
神
社
境
内
の
楼
門
内
に
飾
っ
た
あ
と
、
取
り
壊
し
て
捨
て
て
い
る
。

（
29
）　

金
子
哲
「
神
と
人
と
の
間
に
て
―
宮
座
に
お
け
る
二ヤ

ヌ

ス

つ
の
原
理
―
」（
石
井
進
編
『
中
世
の

村
と
流
通
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
二
年
）
二
一
九
ペ
ー
ジ
で
は
、「
十
月
十
四
日
の
神
事
の

全
体
と
し
て
の
進
行
役
は
、
長
之
屋
下
座
頭
人
で
（
長
之
屋
上
座
頭
人
は
い
な
い
）」、
二
二
四

ペ
ー
ジ
で
は
、「
長
之
屋
上
座
を
出
さ
ず
に
済
む
こ
と
が
長
之
屋
の
地
位
の
高
さ
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。（
中
略
）
神
事
全
体
の
進
行
を
司
る
の
は
長
之
屋
下
座
頭
人
で
」
と
記
す
が
、
長

之
家
で
は
一
九
五
一
年
か
ら
頭
人
を
一
人
に
し
ぼ
っ
た
の
で
あ
り
、
頭
人
は
上
座
↓
下
座
へ
と

ま
わ
り
、
長
之
家
に
お
い
て
上
座
と
下
座
と
の
差
異
は
み
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
金
子
が
観
察
し

た
と
き
に
、
長
之
家
下
座
が
頭
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
解
釈
を
生
ん
で

し
ま
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

（
30
）　

真
野
純
子　

註
（
18
）
掲
載
論
文
。
こ
れ
ま
で
は
頭
人
名
を
屋
号
で
表
記
し
て
き
た
が
、
西

座
で
は
、
父
か
息
子
の
ど
ち
ら
が
頭
人
に
な
る
か
に
よ
っ
て
上
座
か
下
座
か
が
ち
が
っ
て
く
る

こ
と
に
な
り
、
混
乱
を
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
近
で
は
公
文
は
そ
の
確
認
を
と
る
と
同
時
に
、

名
前
書
き
か
屋
号
書
き
か
の
希
望
も
あ
わ
せ
て
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
長
之
家
公
文
が

西
座
公
文
を
預
か
っ
た
と
き
か
ら
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
長
之
家
も
名
前
書
き
か
屋
号

書
き
か
の
希
望
に
あ
わ
せ
て
い
る
。
東
は
屋
号
書
き
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
31
）　

総
公
文
の
大
谷
家
に
保
管
さ
れ
た
東
座
の
頭
人
差
状
綴
を
み
る
と
、一
八
二
五
年
（
文
政
八
）

の
例
で
は
翌
年
と
翌
々
年
の
頭
人
を
記
入
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
同
じ
体
裁
を
保
ち
な
が
ら
も

現
在
で
は
本
年
と
翌
年
の
頭
人
名
を
書
く
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

        　
　

若
宮
殿
相
撲
之
事

            　
　
　
　

右
拾
番

        

一　

合

　
　
　
　
　
　
　
　

左
拾
番

              

以
上

        

指
定
明
年
弐
人　
　

 

大　

磯
右
衛
門

                     　
　
　
　

さ　

平
左
衛
門

        　
　

助
頭       　
　

大　

孫
左
衛
門

                        　
　
　

ま　

作
左
衛
門

        

文
政
八
年

        　
　

酉
九
月
十
四
日

        　
　
　
　
　
　
　

東
公
門

        　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

（
32
）　

一
九
七
九
年
の
筆
者
調
査
時
に
は
、「
若
宮
殿
相
撲
御
神
事　

差
状
綴
入　

長
之
家
」
と
い

う
よ
う
に
「
長
之
家
」「
東
座
」「
西
座
」
に
分
け
、
長
之
家
頭
人
名
を
記
し
た
神
事
帳
な
ど
と

一
括
し
て
「
御
上
神
社
相
撲
御
神
事　

御
上
祝
総
公
文
政
所　

大
谷
浦
安
彦
」
と
蓋
に
墨
書
し

た
木
箱
に
お
さ
め
て
あ
っ
た
。
屋
号
は
浦
安
彦
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
大
谷
と
呼
ば
れ
る
。

（
33
）　

御
上
神
社
文
書
（
史
料
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
古
文
書
所
蔵
者
を
あ
ら
わ
す
通
例
の
表
記
に

し
た
が
っ
た
）
は
、
現
在
、
野
洲
市
歴
史
民
俗
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
一
四
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
の
二
六
五
点
か
ら
な
り
、
二
〇
〇
一
年
三
月
八
日
付
で
滋
賀
県
指
定
有
形

文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
野
洲
市
歴
史
民
俗
博
物
館
は
こ
れ
ら
の
御
上
神
社
文
書
目
録
を

新
た
に
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
御
上
神
社
文
書
目
録
が
す
で
に
存
在
し
、
そ
の

表
紙
に
「
大
正
十
二
年
十
一
月
一
日
調
」
と
あ
る
と
い
う
。
御
上
神
社
に
は
謄
写
版
印
刷
の
御

上
神
社
文
書
翻
刻
集
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
官
社
昇
格
願
い
に
あ
わ
せ
て
、
御

上
神
社
文
書
が
整
理
さ
れ
た
時
に
、
目
録
と
と
も
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
旧
社
会
伝
承
研
究
会
が
三
上
調
査
の
お
り
に
、
御
上
神
社
に
残
さ
れ
て
い
た
反

古
大
半
の
史
料
を
整
理
し
て
目
録
を
作
成
し
て
い
る
（『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
六
号　

一
九
八
一
年
）。
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（
34
）　

端
裏
書
き
に
は
「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
禄

（
マ
マ
）書
」
と
記
す
。

（
35
）　

一
八
二
九
年
（
文
政
十
二
）
以
降
は
、
長
之
家
の
頭
人
名
だ
け
を
神
事
帳
に
記
し
て
い

く
。
表
紙
に
「
文
政
十
二
年　

三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳　

長
之
家
公
文
」
と
あ
る
竪
帳
に

は
、
一
八
二
九
年
か
ら
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
九
）
ま
で
の
長
之
家
頭
人
名
が
記
さ
れ
、

一
九
七
五
年
か
ら
は
別
帳
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
長
之
家
公
文
の
大
谷
家
に
保
管
さ
れ
る
。

（
36
）　

新
垣
泰
由
宮
司
の
と
き
に
は
御
上
神
社
側
で
花
び
ら
餅
を
用
意
し
た
が
、
最
近
で
は
頭
人
た

ち
が
花
び
ら
餅
を
菓
子
屋
に
調
製
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
北
陸
で
の
芸
能
大
会

で
、
は
じ
め
て
芝
原
式
を
披
露
し
た
が
、
そ
の
お
り
に
花
び
ら
籠
を
緑
色
に
塗
っ
た
。
花
び
ら

籠
の
作
り
手
も
減
っ
て
き
た
た
め
、
現
在
で
は
そ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
再
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

（
37
）　

御
上
神
社
文
書
六
二
号
。
後
半
部
分
は
春
の
祭
礼
に
つ
い
て
記
載
し
て
あ
る
。

（
38
）　

御
上
神
社
文
書
一
三
一
号
。

（
39
）　

大
谷
家
文
書
。
こ
の
翻
刻
は
、『
三
上
の
ず
い
き
祭
り
』（
ず
い
き
祭
保
存
会　

二
〇
〇
一
年
）

に
載
る
。

（
40
）　

前
東
公
文
の
山
崎
樹
太
郎
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
た
。

（
41
）　

農
業
科
学
博
物
館
・
第
二
二
回
企
画
展「
家
畜
を
利
用
し
た
農
作
業
」（
二
〇
〇
四
年
）の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.iw

ate.jp/ ~hp2088/park/kikaku/kachiku_nousagyou.
htm
l

（
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
四
日
）。
犂
耕
に
つ
い
て
は
、
飯
沼
二
郎
・
堀
尾
尚
志
『
も
の

と
人
間
の
文
化
史　

一
九
・
農
具
』　

法
政
大
学
出
版
局　

一
九
七
六
年
、
黒
田
日
出
男
『
日

本
中
世
開
発
史
の
研
究
』　

校
倉
書
房　

一
九
八
四
年　

を
参
照
の
こ
と
。

（
42
）　

御
上
神
社
文
書
一
二
二
号
。
当
時
の
家
数
は
一
四
二
軒
（
本
百
姓
一
一
一
軒
、水
呑
三
一
軒
）

に
、
寺
五
軒
、
社
僧
寺
一
軒
と
あ
る
。

（
43
）　

山
路
興
造
「
ず
い
き
祭
り
の
概
観
」『
三
上
の
ず
い
き
祭
り
』
二
〇
〇
一
年　

一
一
ペ
ー
ジ
。

（
44
）　

官
幣
中
社
時
代
の
御
上
神
社
書
類
に
よ
れ
ば
、
所
役
（
宮
仕
の
こ
と
）
は
、
神
前
ま
で
猿
田

彦
の
仮
面
と
木
ぼ
こ
と
を
取
り
に
行
き
、
芝
原
の
式
場
ま
で
来
た
ら
、
仮
面
を
被
り
、
木
ぼ
こ

を
左
脇
に
か
か
え
て
、
円
形
に
右
に
三
度
ま
わ
り
、
ま
わ
り
お
え
た
ら
公
文
へ
右
手
で
仮
面
の

鼻
面
を
摘
み
、
擲
つ
所
作
を
す
る
と
あ
る
。
筆
者
の
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ほ
こ
の
持
ち
手

と
回
り
方
は
猿
田
彦
役
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

（
45
）　

橋
本
裕
之　

註
（
4
）
掲
載
書
は
、「
十
四
日
夜
に
お
こ
な
わ
れ
る
芝
原
の
神
事
で
、
王
の

舞
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
を
確
認
し
て
い
る
。」
と
し
、「
鉾
で
惣
公
文
の
胸
を
つ
く

よ
う
な
所
作
や
、
右
手
で
鼻
先
を
つ
ま
み
鼻
糞
を
惣
公
文
に
つ
け
る
所
作
（
剣
印
の
痕
跡
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
）
を
み
せ
る
。
東
公
文
・
西
公
文
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。」（
六
〇

ペ
ー
ジ
）
と
記
す
。
橋
本
裕
之
『
演
技
の
精
神
史
―
中
世
芸
能
の
言
説
と
身
体
―
』（
岩
波
書

店　

二
〇
〇
三
年　

四
八
〜
五
一
ペ
ー
ジ
）
で
も
、
こ
の
見
解
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
芝
原
式

を
と
り
あ
げ
た
肥
後
和
男
・
山
口
昌
男
・
金
子
哲
が
王
の
舞
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。
橋
本
は
「
黒
い
鼻
高
面
（
両
眼
と
口
の
周
囲
だ
け
が
赤
い
）

を
被
り
木
製
の
鉾
を
持
っ
て
」
と
表
現
し
た
う
え
で
、
肥
後
論
述
に
た
い
し
て
左
記
の
よ
う
に

批
判
的
に
と
ら
え
て
い
る
。

こ
の
事
例
は
あ
く
ま
で
も
芝
原
式
の
一
部
と
し
て
組
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
特

定
の
名
称
を
持
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
神
話
と
民
俗
（
と
り
わ
け
宮
座
）
の
調
査
研

究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
肥
後
和
男
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
使
丁
が
勤
め
る
役
割
に
猿
田

彦
と
い
う
名
称
を
付
与
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
御
上
神
社
の
祭
神
が
「
小
き
白
き
猴さ
る

」

に
変
じ
て
出
現
し
た
こ
と
を
記
録
す
る
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
十
四
縁
に
言
及
し
な

が
ら
、
使
丁
の
役
割
に
秘
め
ら
れ
た
象
徴
的
な
意
味
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。

（
46
）　

芝
原
式
で
宮
仕
が
被
る
面
は
猿
田
彦
の
面
と
称
し
、
春
祭
り
で
の
渡
御
行
列
で
は
宮
仕
が

こ
の
面
を
棒
に
く
く
り
つ
け
て
御
旅
所
三
大
神
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
。
一
七
六
一
年
（
宝
暦

十
一
）
の
「
御
祭
礼
一
件
」
に
も
、「
祭
礼
行
列
之
次
第
」
と
し
て
、
警
固
に
続
き
「
猿
田
彦

　

社
仕
」
と
で
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
祭
礼
絵
巻
に
も
鼻
高
面
を
ほ
こ
に
く
く
り
つ
け
て
歩
く

社
仕
が
描
か
れ
て
い
る
。

      

江
戸
時
代
の
書
付
や
絵
巻
か
ら
、「
猿
田
彦
」
の
面
と
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で

あ
っ
て
、
肥
後
の
猿
田
彦
と
す
る
言
説
が
循
環
・
拡
張
し
て
い
る
と
述
べ
る
橋
本
の
見
解
に
は

納
得
し
難
い
。
肥
後
が
三
上
へ
調
査
に
入
っ
た
の
は
一
九
三
一
年
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
御
上

神
社
の
神
職
は
、
社
格
昇
格
の
た
め
の
調
査
や
書
類
の
作
成
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
書

類
の
な
か
で
「
猿
田
彦
木
鉾
ノ
儀
ヲ
行
フ
」
な
ど
と
記
載
し
て
も
い
る
。
一
九
二
四
年
（
大
正

十
三
）
年
度
の
神
祇
院
資
料
調
査
報
告
で
あ
る
『
官
国
幣
社
特
殊
神
事
調
』（
国
書
刊
行
会　

一
九
七
二
年
）
に
も
「
所
役
猿
田
彦
の
面
を
冠
り
」
と
記
す
。　

      　

な
お
、
橋
本
裕
之
が
小
林
康
正
の
言
を
借
り
て
『
演
技
の
精
神
史
―
中
世
芸
能
の
言
説
と
身

体
―
』（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
三
年　

五
一
〜
五
三
ペ
ー
ジ
）
で
指
摘
す
る
、
研
究
者
を
介
し

て
の
言
説
の
流
布
と
循
環
・
拡
張
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
各
地
の
聞
き
取
り
調
査
で
何
度
か
実

感
し
て
き
た
。
現
に
、
橋
本
の
王
の
舞
説
が
ず
い
き
祭
保
存
会
役
員
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
註
（
4
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
47
）　

橋
本
裕
之　

註
（
4
）
掲
載
書
（
三
三
ペ
ー
ジ
）
は
、関
連
す
る
史
料
や
現
行
の
事
例
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
王
の
舞
の
特
徴
を
、
六
つ
列
挙
し
て
い
る
。

　
　
　

①
祭
礼
の
中
で
は
、
行
列
を
先
導
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

②
祭
礼
芸
能
の
一
環
と
し
て
、
田
楽
・
獅
子
舞
な
ど
に
先
立
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。

　
　
　

③
し
ば
し
ば
裲
襠
装
束
を
着
用
し
、
鳥
甲
に
赤
い
鼻
高
面
を
つ
け
る
。

        

④
前
段
は
鉾
を
持
ち
後
段
は
素
手
で
、
四
方
を
鎮
め
る
か
の
よ
う
に
舞
う
。
反
閇
の
芸
能
化

　

と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

        
⑤
人
指
し
指
と
中
指
を
揃
え
て
伸
ば
し
、
薬
指
と
小
指
を
親
指
で
押
さ
え
る
剣
印
が
舞
の
要

　

素
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　

⑥
楽
器
と
し
て
は
、
太
鼓
・
笛
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

（
48
）　
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
「
依
妨
修
行
人
得
猴
身
縁
第
廿
四
」。
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（
49
）　

若
宮
の
オ
モ
ノ
講
所
蔵
史
料
に
は
「
若
宮
御
物
講
附
則
帳
」「
若
宮
御
物
廻
り
証
」、
東
林
寺

オ
モ
ノ
講
所
蔵
史
料
に
は
「
御
物
組
万
控
帳
」
と
い
う
よ
う
に
、
オ
モ
ノ
に
「
御
物
」
と
い
う

字
を
あ
て
て
い
る
。
御
上
神
社
文
書
に
も
「
御
物
」
の
字
が
散
見
す
る
。
東
條
寛
が
論
文
に
記

す
「
雄
物
」
の
字
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

（
50
）　

真
野
純
子
「
御
上
神
社
の
春
祭
り
と
組
織
―
御
旅
所
へ
の
渡
御
行
列
役
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
五
号　

一
九
八
〇
年　

一
五
〜
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
51
）　

一
七
〇
三
年
（
元
禄
十
六
）
の
三
上
大
明
神
由
来
覚
書
（
御
上
神
社
文
書
二
一
〇
号
）
に
は
、

境
外
末
社
の
三
大
神
社
が
柿
葺
き
の
五
尺
四
面
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
当
時
、
三
大
神
社
の

場
所
は
大
谷
社
家
の
屋
敷
地
内
と
な
っ
て
お
り
（
御
上
神
社
文
書
一
二
三
号
）、
現
在
に
至
る
。

江
戸
時
代
に
御
上
神
社
の
神
職
が
書
い
た
と
お
も
わ
れ
る
古
伝
抜
書
（
御
上
神
社
文
書
一
九
八

号
）
は
、
猿
田
彦
と
三
上
山
、「
当
社
之
御
旅
宮
ニ
祭
所
之
三
大
神
」
と
の
関
係
を
考
証
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
52
）　

前
東
公
文
の
山
崎
樹
太
郎
氏
か
ら
一
九
七
五
年
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
53
）　

肥
後
和
男
は
「
御
上
神
社
の
相
撲
神
事
」（『
歴
史
と
地
理
』
第
二
八
巻
第
六
号　

一
九
三
一

年
）
で
、「
公
文
と
そ
の
使
い
と
に
花
び
ら
餅
が
供
え
ら
れ
る
点
」
を
、「
彼
ら
は
か
つ
て
神
自

身
の
現
わ
れ
と
し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
花
平
餅
は
そ
の
神
へ
の
供
献

を
最
初
に
お
い
て
意
味
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」（
肥
後
和
男
『
神
話
と
民
俗
』
に
収

録　

一
九
六
八
年　

二
九
五
ペ
ー
ジ
）、「
い
ま
の
相
撲
祭
に
出
て
く
る
猿
田
彦
命
は
、
し
て
み

れ
ば
じ
つ
に
神
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
各
公
文
が
彼
に

よ
っ
て
貫
か
れ
る
こ
と
は
要
す
る
に
神
の
恩
頼
を
身
に
う
け
る
―
な
お
い
い
得
る
な
ら
ば
神

の
も
つ
マ
ナ
を
授
け
ら
れ
る
意
味
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
鉾
は
す
な
わ
ち
神
の
威
力
を
象
徴
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
突
か
れ
る
こ
と
は
自
ら
神
威
を
身
に
帯
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
ろ
う
。」（
同
書
二
九
六
ペ
ー
ジ
）
と
記
述
す
る
。
肥
後
は
、
公
文
に
つ
い
て
前
半
部
分
で

は
神
自
身
と
解
釈
し
、
後
半
部
分
で
は
「
神
の
恩
頼
を
身
に
う
け
る
」
と
述
べ
た
。

　
　
　

山
口
昌
男
は
「
相
撲
に
お
け
る
儀
礼
と
宇
宙
観
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第

一
五
集　

一
九
八
七
年
）
で
、「
こ
の
奇
妙
な
使
丁
の
所
作
に
つ
い
て
、
肥
後
氏
は
猿
田
彦
神

が
公
文
に
神
威
を
与
え
る
行
為
で
あ
る
と
す
る
。
我
々
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
に
は
神
と

同
一
視
さ
れ
た
惣
公
文
に
対
し
て
儀
礼
的
に
は
下
位
の
役
で
あ
る
使
丁
が
猿
田
彦
に
仮
託
し

て
「
さ
か
し
ま
の
祭
」
を
し
か
け
る
こ
と
、つ
ま
り
負
の
要
素
に
よ
っ
て
ネ
ゲ
ン
ト
ロ
ピ
ー
（
活

性
力
）
を
導
入
す
る
と
い
う
カ
ー
ニ
バ
ル
の
原
理
が
働
い
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。」

（
一
一
五
〜
一
一
六
ペ
ー
ジ
）
と
肥
後
説
を
引
用
し
な
が
ら
別
の
解
釈
を
導
い
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
金
子
哲
は
註
（
29
）
掲
載
論
文
で
、「
神
と
同
一
視
さ
れ
た
惣
公
文
」
と
の
見
方
に

は
批
判
し
な
が
ら
も
、
使
丁
が
「「
さ
か
し
ま
の
祭
」
を
し
か
け
る
」
と
す
る
山
口
昌
男
の
解

釈
に
は
賛
同
を
示
す
。

　
　
　

筆
者
は
、公
文
を
「
神
自
身
の
現
わ
れ
」
と
す
る
肥
後
説
の
前
半
部
分
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

肥
後
が
そ
の
根
拠
と
し
た
花
び
ら
餅
で
あ
る
が
、「
公
文
と
そ
の
使
い
と
に
花
び
ら
餅
が
供
え

ら
れ
る
」
の
で
は
な
く
、
元
来
、
神
に
供
え
て
か
ら
公
文
ら
に
さ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
中
世
に
お
け
る
公
文
は
、
三
上
庄
と
い
う
俗
世
間
で
管
理
責
任
者
の
立
場
に
あ
り
、
神
に

は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
（「
第
三
節　

公
文
の
存
在
」
で
詳
述
）。
ま
た
、
肥
後
は
、
若
宮
の

神
＝
猿
田
彦
＝
公
文
と
い
う
構
図
を
導
く
が
、
芝
原
式
で
の
猿
田
彦
は
、
ほ
こ
を
持
っ
て
公
文

に
対
峙
し
て
お
り
、
公
文
に
乗
り
移
る
場
面
も
な
い
こ
と
か
ら
同
一
視
す
る
こ
と
じ
た
い
不
可

能
で
あ
る
。

（
54
）　

東
條
寛
は
、『
日
本
民
俗
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
九
年
）
の
「
ず
い
き
祭
」
の
項

目
の
な
か
で
、「
芝
原
式
は
三
座
の
ク
モ
ン
、
当
年
の
頭
人
、
翌
年
の
頭
人（
マ
マ
）宮
司
が
出
席
し
、

猿
田
彦
が
各
ク
モ
ン
、
頭
人
を
鉾
で
順
に
つ
き
、
長
之
家
の
ク
モ
ン
（
総
公
文
）
に
翌
年
の
頭

人
を
報
告
す
る
と
い
う
儀
礼
で
、
最
後
に
東
座
と
西
座
に
よ
る
子
供
の
儀
礼
的
相
撲
が
あ
る
。」

と
記
述
す
る
。
し
か
し
、
芝
原
式
に
は
翌
年
の
頭
人
は
出
席
し
な
い
し
、
猿
田
彦
役
は
、
頭
人

に
た
い
し
て
鉾
で
つ
く
所
作
を
し
な
い
。
東
條
寛
「
神
事
と
祭
礼
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
第
九
八
集　

二
〇
〇
三
年　

一
七
七
ペ
ー
ジ
）
に
も
芝
原
式
の
記
載
に
つ
い
て
同

じ
よ
う
な
誤
り
が
あ
る
。

（
55
）　

一
六
七
〇
年
（
寛
文
十
）
四
月
の
「
三
上
大
明
神
御
由
来　

附
三
上
山
之
事
」（
御
上
神
社

文
書
九
七
号
）
に
、

　
　
　
　

一
、
若
宮
之
御
本
地
は
釈
迦
薬
師
観
音
に
て
、
釈
迦
薬
師
相
撲
之
手
合
、
観
音
行
事
之
体

御
座
候
、
此
若
宮
は
所
の
地
主
之
由
、
九
月
十
四
日
神
事
色
々
備
物
有
之
、
後
に
十

番
之
相
撲
御
座
候
、
是
者
若
宮
之
神
事
と
申
伝
候
也

　
　

と
記
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
ま
で
若
宮
の
本
地
仏
は
釈
迦
・
薬
師
・
観
音
と
す
る
神
仏
習
合
に
あ
っ

た
。
こ
の
部
分
は
、
御
上
神
社
に
保
管
さ
れ
る
御
上
神
社
文
書
翻
刻
集
（
謄
写
版
印
刷
）
か
ら

引
用
し
た
。

（
56
）　

御
上
神
社
文
書
一
九
四
号
（
御
上
神
社
文
書
翻
刻
集
）。
記
載
年
号
か
ら
一
六
六
六
年
（
寛

文
六
）
以
降
の
記
録
と
判
断
さ
れ
る
。

（
57
）　

ず
い
き
神
輿
の
製
作
は
、
頭
人
の
親
類
た
ち
が
お
こ
な
う
が
、
正
面
の
ス
モ
ウ
サ
ル
の
人
形

を
し
つ
ら
え
る
作
業
は
、
三
上
の
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
（
一
九
八
三
年
の
聞
き
取

り
）。

（
58
）　

御
上
神
社
の
官
幣
中
社
時
代
の
書
類
「
御
上
神
社
由
緒
記
」
に
よ
れ
ば
、「
桃
ヲ
手
ニ
生
セ

ル
モ
ノ
一
個
、
日
丸
扇
ヲ
手
ニ
座
セ
ル
モ
ノ
一
個
」
と
あ
る
。

（
59
）　

一
八
〇
一
年
（
享
和
元
）
酉
九
月
吉
日
「
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
当
番
心
得
書
帳
」（
大
谷
家

文
書　

横
帳　

大
谷
治
部
右
衛
門
義
知
の
筆
）。
一
八
〇
一
年
当
時
の
御
菓
子
、
つ
ま
り
、
ず

い
き
神
輿
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
60
）　

御
上
神
社
文
書
二
一
〇
号
。

（
61
）　

倹
約
と
か
生
活
改
善
の
申
し
合
わ
せ
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
度
々
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、

一
九
八
一
年
四
月
一
日
に
も
、大
字
三
上
区
か
ら
「
生
活
改
善
の
申
し
合
わ
せ
要
項
（
第
一
次
）」

が
出
さ
れ
、
一
九
八
三
年
の
筆
者
調
査
時
に
は
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
頭
人
ど
う
し
が
食
事
内
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容
の
基
準
を
決
め
て
い
た
。

（
62
）　

一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
と
、
一
九
七
五
〜
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
年
〜
五
十
八
年
）
の

筆
者
調
査
時
で
の
頭
人
心
得
に
は
、芝
原
式
で
の
総
公
文
の
立
場
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

確
か
に
総
公
文
は
威
厳
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
た
が
、
ず
い
き
祭
保
存
会
の
成
立
に
よ
っ
て
会

員
つ
ま
り
氏
子
が
祭
儀
の
意
味
づ
け
に
拘
泥
し
だ
し
た
こ
と
が
、
こ
の
一
文
を
加
え
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
各
公
文
」
か
ら
、「
各
座
の
公
文
」
も
し
く
は
「
各
座

公
文
」
と
い
う
表
現
へ
変
え
ら
れ
て
い
る
。

（
63
）　

最
近
、
西
座
公
文
の
体
調
不
良
に
と
も
な
っ
て
、
長
之
家
公
文
は
総
公
文
と
し
て
西
座
公
文

の
お
こ
な
っ
て
き
た
書
付
も
用
意
す
る
。
そ
こ
で
、
差
定
の
書
き
方
が
「
来
平
成
十
八
年　

介

頭
人　

早
川
甚
兵
衛
」
と
い
う
よ
う
に
長
之
家
の
体
裁
を
踏
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

今
で
は
、長
之
家
公
文
は
、こ
れ
ら
書
付
を
パ
ソ
コ
ン
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
（
二
〇
〇
六

年
調
査
時
）。

（
64
）　

こ
れ
は
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
）
十
月
十
三
日
朝
、
東
公
文
が
東
下
座
頭
人
西
村
善

右
衛
門
（
屋
号
：
善
四
郎
）
宅
に
持
っ
て
き
た
書
付
で
あ
る
。

（
65
）　

官
幣
中
社
時
代
の
御
上
神
社
書
類
「
年
中
祭
儀
」
に
は
、「
神
社
ニ
直
接
関
係
ナ
キ
行
事
」
と

し
て
「
十
月
十
三
日
晩　

頭
渡
式　

午
後
七
時
太
鼓
合
図
ニ
テ
、
各
公
文
ノ
家
ニ
当
年
正
頭
又
ハ

合
頭
ト
云 

翌
年
介
頭 

翌
々
年
其
介
頭
ノ
頭
人
ヲ
集
メ
テ
、
頭
渡
シ
ノ
式
ヲ
行
フ
、
公
文
ハ
午
前
中
ニ
頭

人
呼
出
状
ヲ
認
メ
、
定
使
ヲ
シ
テ
配
達
セ
シ
ム
」
と
あ
る
。

（
66
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
真
野
純
子　

註
（
18
）
掲
載
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
産
の
忌
み

は
や
か
ま
し
く
い
わ
な
い
。

（
67
）　

長
之
家
・
東
・
西
の
頭
人
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
真
野
純
子　

註
（
18
）
掲
載
論
文
を
参

照
の
こ
と
。

（
68
）　
「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」（
照
覚
寺
文
書　

竪
帳
）。
西
座
の
頭
人
名
を
記
載
す
る
ほ
ぼ

同
内
容
の
文
書
が
、
御
上
神
社
文
書
二
二
四
号
と
し
て
あ
る
。
照
覚
寺
文
書
は
、
一
八
六
八
年

（
慶
応
四
）
ま
で
の
頭
人
を
記
載
し
た
後
に
、
公
文
解
任
の
動
き
を
記
す
の
に
た
い
し
て
、
御

上
神
社
文
書
二
二
四
号
に
は
、
い
き
さ
つ
の
箇
所
は
な
く
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
ま
で
の

頭
人
名
が
記
入
し
て
あ
る
。

（
69
）　

御
上
神
社
文
書
一
三
一
号
。

（
70
）　

御
上
神
社
文
書
八
六
号
。

（
71
）　

御
上
神
社
文
書
一
二
三
号
。

（
72
）　
「
御
祭
礼
一
件
」
横
帳　

御
上
神
社
文
書
一
六
〇
号
。

（
73
）　

御
上
神
社
文
書
二
〇
九
号
。

（
74
）　

真
野
純
子　

註
（
50
）
掲
載
論
文　

三
三
、
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
75
）　

大
谷
家
（
長
之
家
公
文
）
文
書
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
拝
見
し
た
文
書
と
、
滋
賀
県
立
図
書

館
所
蔵
写
真
か
ら
の
使
用
と
が
あ
る
。

（
76
）　

三
上
山
を
め
ぐ
る
北
桜
と
の
山
境
論
、
蓬
莱
衆
に
つ
い
て
は
、
真
野
純
子
「
神
社
に
従
属
す

る
土
器
作
り
の
展
開
過
程
―
近
江
御
上
神
社
と
ホ
ウ
ラ
イ
衆
―
」『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
』

Ⅷ　

一
九
九
二
年　

を
参
照
の
こ
と
。

（
77
）　

こ
の
時
期
に
文
書
が
整
理
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
（
一
号
文
書
に
は
「
寛
文
六
年
迄

三
百
五
十
六
年
か
」
と
の
付
箋
が
あ
る
）、
そ
の
整
理
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
と
か
ん
が
え
ら

れ
る
の
が
、
表
2
の
御
上
神
社
文
書
一
号
と
六
六
号
で
あ
る
。
一
号
文
書
に
つ
い
て
は
、
網

野
善
彦
（『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』　

岩
波
書
店　

一
九
八
四
年　

三
三
七
ペ
ー
ジ
）

が
、
六
六
号
文
書
に
つ
い
て
は
筆
者
が
そ
れ
ぞ
れ
偽
文
書
と
断
定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
真

野
純
子　

註
（
76
）
掲
載
論
文　

二
二
三
、
二
二
六
〜
二
三
六
ペ
ー
ジ
、
二
四
五
ペ
ー
ジ
の
註

（
45
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
78
）　

御
上
神
社
文
書
六
五
号
。

（
79
）　

御
上
神
社
文
書
五
号　

竪
帳
。
表
紙
に
は
「
長
享
元
年
十
一
月
吉
日
大
機
院
分
」、
表
紙
の

裏
に
は
「
京
都　

御
本
所
様
へ
御
納
分
」、
三
丁
目
に
は
「
大
機
院
分 

京
都
へ
散
用
状
あ
ん
も

ん
」
と
あ
る
。

（
80
）　

大
谷
家
文
書
（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
）。

（
81
）　

参
考
ま
で
に
、
三
上
の
村
高
・
反
別
を
記
し
て
お
く
。
一
六
一
六
年
（
元
和
二
）
に
三
上
村

一
三
二
〇
石
の
う
ち
一
〇
〇
〇
石
を
播
磨
守
が
知
行
し
、
一
六
二
〇
年
（
元
和
六
）
に
は
残
り

の
三
二
〇
石
を
妙
光
寺
村
分
と
し
て
市
橋
下
総
守
が
知
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
三
上
北
桜
領

主
等
年
紀　

御
上
神
社
文
書
二
〇
九
号
）。
妙
光
寺
分
村
以
後
、
一
六
九
六
年
（
元
禄
九
）
の

三
上
村
の
反
別
は
九
二
町
九
反
二
畝
一
二
歩
、
田
畑
屋
敷
高
は
一
一
八
四
石
二
斗
二
升
三
合
で

あ
っ
た
（「
江
州
野
洲
郡
三
上
村
指
出
帳
」
御
上
神
社
文
書
一
二
二
号
）。

（
82
）　

御
上
神
社
文
書
一
一
、一
四
号　

い
ず
れ
も
、
竪
帳
。
一
一
号
の
表
紙
に
は
「
享
禄
二
年
己

丑
十
二
月
日　

納
日
記
」、
一
四
号
の
表
紙
に
は
「
天
文
五
年
丙
申
拾
月
吉
日　

納
日
記
」
と

あ
る
。

（
83
）　

御
上
神
社
文
書
二
六
号
。

（
84
）　
「
霊
社
起
請
文
連
判
人
数
之
事
」
御
上
神
社
文
書
二
八
号
。

（
85
）　

大
谷
家
文
書
（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
）。

（
86
）　

御
上
神
社
文
書
三
七
号
（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
）。

（
87
）　
『
野
洲
町
史
』
第
二
巻　

一
九
八
七
年　

三
六
四
ペ
ー
ジ
。

（
88
）　

天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
年
）
の
『
本
福
寺
跡
書
』
や
、
一
六
七
七
年
（
延
宝

五
）
の
訴
状
控
え
（
御
上
神
社
文
書
一
〇
八
―
三
号
）
に
よ
る
。
詳
し
く
は
、
真
野
純
子　

註

（
76
）
掲
載
論
文　

二
一
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

（
89
）　

真
野
純
子　

註
（
14
）
掲
載
論
文　

四
一
二
ペ
ー
ジ
。
大
谷
家
文
書
、
三
上
区
有
文
書
、
御

上
神
社
文
書
、
山
崎
吉
右
衛
門
家
文
書
を
参
考
と
し
た
。

（
90
）　

藤
木
久
志
『
戦
国
の
作
法
―
村
の
紛
争
解
決
―
』（
平
凡
社　

一
九
八
七
年　

一
七
二
〜

二
二
二
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
、
畿
内
周
辺
で
は
「
荘
園
の
政
所
」
か
ら
「
近
世
の
庄
屋
」
へ
と

い
う
コ
ー
ス
が
み
ら
れ
、
荘
園
の
政
所
の
な
か
に
は
領
主
の
代
官
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
村
の
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成
員
の
一
人
で
、「
百
姓
政
所
」
の
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
91
）　

高
牧
實
「
湖
東
の
門
徒
と
元
亀
の
起
請
文
」
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』　

一
九
七
七
年
、
深
谷
幸
治
『
戦
国
織
豊
期
の
在
地
支
配
と
村
落
』　

校
倉
書
房　

二
〇
〇
三
年

　

二
九
六
〜
三
六
〇
ペ
ー
ジ
。
元
亀
起
請
文
に
は
、
椿
井
権
之
輔
（
平
群
政
隆
）
が
起
請
文

二
五
通
を
一
巻
に
ま
と
め
た
水
木
家
本
が
あ
る
。
藤
田
恒
春
は
「
信
長
侵
攻
期
近
江
南
郡
の

村
と
「
元
亀
の
起
請
文
」」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
〇
集　

一
九
九
七
年
）

の
な
か
で
、
こ
の
水
木
家
文
書
一
巻
を
写
真
入
り
で
全
文
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、

「
三
上
庄　

公
文
（
花
押
）、
同　

政
所
（
花
押
）」
が
佐
久
間
信
盛
ら
の
奉
行
へ
差
し
出
し
た

一
五
七
二
年
（
元
亀
三
）
四
月
七
日
付
請
状
が
あ
る
。
ま
た
、
大
谷
家
文
書
（
滋
賀
県
立
図
書

館
所
蔵
写
真
）
に
も
、「
元
亀
三
年
三
月　

六
角
承
禎
残
党
と
一
向
宗
一
揆
に
同
心
せ
さ
る
起

請
文
の
写
」
と
題
す
る
綴
り
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
滋
賀
県
野
洲
郡
役
所
」
用
の
罫
線
紙
に
筆
写

し
た
も
の
だ
が
、
一
丁
目
に
、

元
亀
元
年
六
月
五
日
江
州
野
洲
川
原
大
合
戦
之
後
、
為
南
郡
押
自
信
長
公
為
御
代
官
、
守

山
城
に
は
稲
葉
一
哲
斉
、
勝
部
城
に
は
同
右
京
大
夫
貞
通
、
浮
気
城
に
は
佐
久
間
右
衛
門

尉
信
盛
、
被
籠
居
候
処
、
同
三
年
金
ヶ
森
并
三
宅
両
城
に
は
、
六
角
承
禎
父
子
之
下
知
ト

テ
、
此
辺
ノ
地
侍
ト
一
向
宗
之
輩
馳
加
り
、
籠
城
申
候
て
、
一
揆
を
発
シ
候
に
付
、
在
所

邑
々
一
味
内
通
不
申
様
に
、
起
請
文
を
右
三
奉
行
職
へ
差
上
候
て
、
則
勝
部
大
明
神
へ
社

納
申
候
由
、
今
少
々
計
残
り
申
候
を
写
控
者
也
、
或
家
伝
来

巻
物
三
軸　

請
書
奥
書
に
一
々
熊
野
牛
王

の
裏
に
神
文
を
書
、
載
名
前
書
判
血
判
有
之

    

と
書
か
れ
て
あ
る
。
請
状
一
通
を
記
載
し
た
あ
と
に
差
出
人
名
の
み
を
月
日
ご
と
に
記
し
て
あ

る
。
そ
の
後
尾
に
は
日
付
の
な
い
「
三
上
庄　

公
文
（
花
押
）、同　

政
所
（
花
押
）」
を
載
せ
る
。

さ
ら
に
、
幸
津
川
の
人
々
が
差
し
出
し
た
霊
社
起
請
文
前
書
を
記
載
し
た
あ
と
、「
三
上
郷
ノ

三
ヶ
郷　

起
請
幸
津
川
同
文
」
と
し
て
「
三
上
惣
代　

但
馬
守
兼
綱
（
花
押
）、与
三
郎
（
花
押
）、

外
記
（
花
押
）」、「
三
上　

九
郎
左
衛
門
、
三
上　

大
谷
、
同　

平
野
、
同　

平
子
、　

同　

土

川
」
と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
も
日
付
は
付
し
て
い
な
い
。
な
お
、
公
文
と
政
所
の
花
押
は
、
水

木
家
本
と
大
谷
家
筆
写
本
と
も
に
同
一
で
あ
る
。

（
92
）　

妙
光
寺
三
上
家
文
書
（
社
会
伝
承
研
究
会
撮
影
写
真
）。

（
93
）　

真
野
純
子　

註
（
18
）
掲
載
論
文
。

（
94
）　

村
を
付
す
の
は
、
一
七
五
五
年
（
宝
暦
五
）
ま
で
で
あ
る
。
小
中
路
・
大
中
路
が
小
中
小
路
・

大
中
小
路
と
表
記
し
だ
す
の
は
一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
か
ら
で
あ
る
。

（
95
）　

東
公
文
山
崎
吉
右
衛
門
家
文
書
の「
寛
文
六
年
午
九
月
十
四
日　

三
上
庄
若
宮
殿
相
撲
之
事
」

の
一
丁
目
に
は
「
人
数
書
之
覚
」
と
し
て
五
九
人
の
名
前
を
記
載
す
る
。
た
だ
し
、『
三
上
の

ず
い
き
祭
り
』（
ず
い
き
祭
保
存
会　

二
〇
〇
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
翻
刻
史
料
（
大
谷
安
彦

担
当
）
に
よ
れ
ば
、
九
人
の
名
前
を
後
筆
と
し
て
い
る
の
で
そ
の
九
人
を
除
き
、
東
公
文
の
吉

右
衛
門
（
大
中
小
路
）
を
加
え
て
計
算
し
た
。
五
〇
人
の
内
訳
は
、
山
出
（「
山
ノ
」）
二
人
、

東
林
寺
（「
さ
ノ
」）
八
人
、
前
田
（「
ま
ノ
」）
一
三
人
、
小
中
小
路
（「
小
ノ
」）
九
人
、
大
中

小
路
（「
大
ノ
」）
一
〇
人
、
無
表
記
八
人
（
う
ち
抹
消
二
人
）
で
、「
殿
」
を
付
す
の
は
「
孫

太
夫
殿
」
と
「
大
ノ
喜
多
七
左
衛
門
殿
」
の
二
人
で
あ
る
。
後
筆
の
九
人
は
、
前
田
四
人
、
小

中
小
路
一
人
、
大
中
小
路
二
人
、
無
表
記
二
人
と
な
る
。

（
96
）　

照
覚
寺
文
書「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」に
記
載
さ
れ
た「
西
座
相
撲
人
数
之
覚
」に
よ
る
。

六
七
人
の
内
訳
は
、
山
出
一
七
人
、
東
林
寺
二
〇
人
、
前
田
四
人
、
小
中
小
路
一
七
人
、
大
中

小
路
五
人
、
無
表
記
四
人
で
、
こ
れ
に
西
公
文
の
照
覚
寺
（
前
田
）
を
加
え
て
計
算
し
た
。

（
97
）　

照
覚
寺
文
書
「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
「
新
世
之
覚
」
に
よ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
家
は
再
興
し
て
か
ら
八
年
後
の
一
七
七
七
年
（
安
永
六
）
に
帳
入
り
を
す
ま
せ
た
も

の
の
、
ま
も
な
く
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。

（
98
）　

御
上
神
社
文
書
二
二
四
号
。照
覚
寺
文
書
に
は
、「
一
、公
文
所
相
勤
候
節
ハ
、年
ニ
か
ま
わ
す
、

公
文
之
方
ニ
上
座
致
候
者
也
」
が
加
わ
る
。

（
99
）　

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、「
一
、
東
林
寺
村　

彦
兵
衛
別
家　

吉
郎
兵
衛　

宝
暦
十
一
巳
年
九
月

十
三
日
ニ
長（
帳
）入　

明
和
四
年
亥
年
ニ
勤
ル
」（
照
覚
寺
文
書
「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」）
の

よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。

（
100
）　
「
当
社
若
宮
大
明
神
相
撲
御
神
事
今
年
ヨ
リ
改
申
覚
」。
長
之
家
の
上
座
と
下
座
と
の
間
で
、

そ
の
後
、
成
員
の
入
れ
替
わ
り
が
み
ら
れ
る
。

（
101
）　

一
六
九
六
年（
元
禄
九
）五
月「
江
州
野
洲
郡
三
上
村
指
出
帳
」（
御
上
神
社
文
書
一
二
二
号
）。

（
102
）　

一
七
九
一
年
（
寛
政
三
）
三
月
「
家
数
人
別
帳
」（
大
谷
家
文
書　

滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵

写
真
）。
家
数
一
七
五
軒
の
「
内
、
文
治
明
キ
家
壱
軒
有
」
と
あ
る
。

（
103
）　

神
祇
院
編
『
官
国
幣
社
特
殊
神
事
調
』
国
書
刊
行
会　

一
九
七
二
年　

三
―
二
七
一
〜

二
七
二
ペ
ー
ジ
掲
載
史
料
。
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
年
度
報
告
に
よ
る
。

（
104
）　

真
野
純
子
「
御
上
神
社
の
春
祭
り
と
組
織
―
御
旅
所
へ
の
渡
御
行
列
役
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
五
号　

一
九
八
〇
年　

二
八
〜
三
二
ペ
ー
ジ
、
同
「
祭
祀

組
織
調
査
―
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
三
上
御
上
神
社
」『
民
間
信
仰
調
査
整
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

《
下
・
実
際
編
》』　

雄
山
閣　

一
九
八
七
年　

二
〇
〇
〜
二
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
105
）　

滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
。
二
枚
綴
り
で
仮
と
じ
さ
れ
て
い
る
。

（
106
）　

三
上
由
来
雑
記
は
、
西
養
寺
の
撞
鐘
建
立
年
代
を
一
七
二
八
年
（
享
保
十
三
）
三
月
十
六
日

と
記
す
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
記
録
で
あ
る
。

（
107
）　

大
貫
孝
子
「
三
上
の
墓
制
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』
第
五
号　

一
九
八
〇
年　

八
三
ペ
ー

ジ
。

（
108
）　

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
近
江
の
村
と
真
宗
』　

永
田
文
昌
堂　

一
九
八
七
年　

七
三
ペ
ー
ジ
。

（
109
）　

山
崎
吉
右
衛
門
家
に
は
、
喜
多
殿
城
屋
敷
預
か
り
証
文
写
し
が
、
一
六
七
〇
年
（
寛
文
十
）

二
月
二
十
二
日
付
二
通
、一
六
八
七
年
（
貞
享
四
）
六
月
二
十
八
日
付
一
通
の
計
三
通
あ
る
が
、

一
六
八
七
年
（
貞
享
四
）
に
吉
右
衛
門
が
喜
多
市
祐
・
同
竹
之
助
に
あ
て
て
出
し
た
分
を
こ
こ

に
掲
げ
て
お
く
。
欠
損
部
分
か
ら
、
こ
の
と
き
、
屋
敷
だ
け
で
な
く
、
田
畑
も
預
か
っ
て
い
る



146

国立歴史民俗博物館研究報告
第 161集　2011年 3月

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
か
わ
り
に
喜
多
殿
が
金
子
を
必
要
と
す
る
と
き
に
は
、
い
つ
で
も
送
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

      

預
り
申
喜
多
殿
□（

御
城
）□

屋
□（

敷
之
）□

事

     

預
り
申
喜
多
殿
御
城
屋
敷
之
事

     

御
屋
敷
壱
ケ
所
者

      

江
州
野
洲
郡
三
上
村
之
内
大
中
路
村
与
申
所
ニ
御
座
候
、　

　
　

東
西
南
北
之
間
数
者
、
先
年
吉
兵
衛
宗
右
衛
門
絵
図
手
形
以
判
形
仕
指
上
ケ
申　

　
　

通
、
相
違
無
御
座
者
也
、

右
之
御
屋
敷
預
り
申
所
実
正
也
、
然
上
者
、
此
屋
敷
之
内
竹
木
下
柴
之
義
、
一
枝
ニ
而

茂
為
私
用
伐
荒
申
間
敷
候
、
若
無
沙
汰
候
段
、
被
及
聞
召
候
ハ
ヽ
、
如
何
様
ニ
も
可
被

仰
付
候
、　

御
意
毛
頭
違
背
仕
間
敷
候
、
御
屋
敷
御
用
之
刻
者
、
何
時
ニ
而
も
指
上
ケ

可
申
候
、
其
上
御
一
門
之
内
誰
様
ニ
而
も
此
証
文
御
所
持
之
御
方
江
、
絵
図
相
改
無
相

違
急
度
返
上
可
仕
候
、
御
屋
敷
預
り
居
申
候
内
者
、
諸
事
念（
カ
）々
入
置
出
之
義
を
も
奉
下

知
窺
命
候
、
少
候
而
も
我
儘
猿
ケ
間
敷
義
御
座
候
者
、
如
何
様
ニ
茂
可
被
仰
付
候
、
其

節
一
言
之
御
断
申
上
間
敷
候
、
為
後
日
仍
而
御
屋
敷
預
り
手
形
如
件

          　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

預
り
主
三
上
村
ノ
内
大
中
路
村

　

貞
享
四
年
卯
六
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉
右
衛
門

   

喜
多
市
祐
様

   

同　

竹
之
助
様

   

預
り
申
田
畑
御
屋
敷
高
書
之
事

　

□
□
（
以
下
の
継
紙
欠
損
）

（
110
）　

妙
光
寺
氏
は
三
上
氏
を
も
名
乗
っ
て
い
る
。
妙
光
寺
三
上
家
に
残
る
三
上
家
系
図
（
社
会
伝

承
研
究
会
撮
影
写
真
）に
よ
れ
ば
、「
政
吉
」は「
次
左
衛
門
」と
号
し
、筑
後
柳
川
で「
立
花（
橘
）

家
」
に
仕
え
、
一
六
七
〇
年
（
寛
文
十
）
に
柳
川
で
死
去
し
て
い
る
。
後
年
に
「
次
左
衛
門
」

と
号
し
た
「
政
義
」
は
、
仁
正
寺
市
橋
家
に
仕
え
た
後
、
妙
光
寺
に
帰
り
、
一
七
二
九
年
（
享

保
十
四
）
に
死
去
し
た
と
あ
る
。
先
祖
の
駿
河
守
政
久
は
佐
々
木
義
実
・
義
秀
に
仕
え
、
旗

頭
と
し
て
度
々
の
軍
功
が
あ
っ
た
こ
と
、「
三
上
家
自
庵
宗
泉
寺
」
を
開
基
し
た
人
物
と
さ
れ
、

一
五
四
一
年
（
天
文
十
）
に
死
去
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
三
上
家
系
図
で
の
妙
光
寺
殿
と

公
文
所
を
任
さ
れ
た
妙
光
寺
五
郎
左
衛
門
尉
と
が
ど
う
結
び
つ
く
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
111
）　
「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」
御
上
神
社
文
書
二
二
四
号
と
照
覚
寺
文
書
の
双
方
に
同
文
が

記
載
さ
れ
る
。

（
112
）　

御
上
神
社
文
書
一
六
〇
号
。

（
113
）　

真
野
純
子　

註
（
104
）
掲
載
論
文
。
な
お
、「
祭
祀
組
織
調
査
―
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
三

上
御
上
神
社
」
二
〇
七
ペ
ー
ジ
六
行
目
で
は
「
仲
衆
」
と
「
御
物
」
の
順
序
に
誤
植
が
あ
っ
た

が
、「
春
祭
り
の
組
織
か
ら
近
世
の
三
上
を
侍
分
、
仲
衆
、
御
物
、
そ
れ
以
外
の
祭
礼
に
特
別

な
位
置
を
占
め
な
い
家
と
い
っ
た
四
つ
の
階
層
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。」
が
正
し
い
。「
御
供
人
数
侍
分
仲
衆
」
の
う
ち
「
竹
田
家
断
絶
、
永
田
家
断
絶
、
山
田
家

断
絶
、
但
此
三
家
ハ
言
伝
ニ
而
記
置
之
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
当
時
、「
侍
分
」
の
「
喜
多
家
」

も
、屋
敷
田
畑
を
家
来
の
吉
右
衛
門
に
預
け
て
三
上
か
ら
転
出
し
て
い
た
。
表
7
参
照
の
こ
と
。

（
114
）　

長
之
家
公
文
が
書
い
た
「
三
上
若
宮
殿
相
撲
御
神
事
記
録
書
」
と
、
西
座
の
「
三
上
若
宮
相

撲
御
神
事
帳
」
と
を
つ
き
あ
わ
せ
た
結
果
に
も
と
づ
く
。

（
115
）　
「
下
人
」
に
か
わ
っ
て
「
家
来
」
の
用
語
が
使
わ
れ
出
す
の
は
、
一
六
七
〇
年
（
寛
文
十
）

か
ら
で
、
一
六
九
四
年
（
元
禄
七
）
以
降
、「
家
来
」
の
表
現
が
一
般
化
す
る
﹇
真
野
純
子　

註
（
76
）
掲
載
論
文　

二
四
五
ペ
ー
ジ
註
（
40
）
よ
り
﹈。

（
116
）　
「
江
州
野
洲
郡
三
上
村
留
」
御
上
神
社
文
書
一
二
三
号
。

（
117
）　

森
末
義
彰
『
中
世
の
社
寺
と
芸
術
』　

畝
傍
書
房　

一
九
四
一
年　

二
四
五
〜
二
四
六
ペ
ー

ジ
。
な
お
、『
後
法
興
院
記
』（『
陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇　

第
八
輯　

後
法
興
院
記
二
』　

思
文

閣　

一
九
九
〇
年
）
の
長
享
元
年
八
月
廿
二
日
の
箇
所
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

        

廿
二
日
己
丑　

陰
時
々
小
雨
下　

自
信
楽
槙
五
本
到
来
、
随
身
武
春
息
武
経
来
、
江
州
処
々

　
　
　
　

奉
書
被
申
請
之
由
承
及
候
、
御
家
恩
三
上
庄
内
左
散
所
事
、
被
注
加
御
領
御
目
録
中

　
　
　
　

者
可
畏
入
之
由
申
間
、
昨
日
已
被
遣
奉
行
所
、
雖
然
可
注
進
可
被
入
目
録
之
由
仰
含

　
　
　
　

了

（
118
）　

林
屋
辰
三
郎
『
古
代
国
家
の
解
体
』　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
五
五
年　

三
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
119
）　

一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
九
月
「
三
上
村
御
検
地
帳
写
」（
大
谷
家
文
書
）。
三
上
村
は
田
畑

屋
敷
あ
わ
せ
て
一
七
八
七
筆
、
九
四
町
九
反
一
一
歩
、
一
三
二
〇
石
で
あ
っ
た
。

（
120
）　

藤
木
久
志
『
村
と
領
主
の
戦
国
世
界
』　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
九
七
年　

三
〜
七
ペ
ー

ジ
。

（
121
）　

東
光
寺
に
か
ん
し
て
は
「
日
陽
山
東
光
寺
之
紀
」
写
し
（
御
上
神
社
文
書
二
一
一
号
）
の
ほ

か
に
、『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』　

第
一
一
九
冊　

名
著
普
及
会
）
に
も
記

載
が
あ
る
。

　
　
　

一
四
四
一
年
（
嘉
吉
元
）
成
立
と
す
る
『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
は
、興
福
寺
末
派
寺
社
の
う
ち
、

「
官
務
並
最
勝
院
家
配
下
領
知
分
」
で
あ
る
大
和
、
山
城
、
河
内
、
伊
賀
、
摂
津
、
近
江
の
国
々

の
寺
社
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
上
郷
に
三
上
神
と
三
上
大
寺
内
の

東
光
教
寺
（「
僧
房
十
九
宇
。
交
衆
八
口
」）・
妙
光
寺
（「
僧
房
九
宇
」）
が
あ
り
、東
光
教
寺
は
、

持
統
天
皇
勅
願
に
よ
り
元
興
寺
道
智
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
、「
三
上
神
法
楽
之
精
舎
」
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
三
上
神
は
、
七
一
七
年
（
養
老
元
）
三
月
十
五
日
に
降
臨
し
た
と
さ
れ
、「
金

勝
寺
四
箇
所
鎮
守
神
」
に
定
め
ら
れ
「
社
僧
二
人
、
神
主
二
人
」
が
お
か
れ
て
い
た
と
記
す
。

　
　
　
「
日
陽
山
東
光
寺
之
紀
」
に
は
、
一
五
二
四
年
（
大
永
四
）
二
月
二
十
八
日
に
兵
火
に
よ
っ

て
東
光
寺
は
灰
燼
に
帰
し
た
た
め
、
峯
の
堂
の
薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
て
仮
堂
一
宇
を
建
立
し

た
も
の
の
、「
伽
藍
再
興
の
基
を
起
さ
ん
」
こ
と
を
願
っ
て
勧
進
す
る
た
め
に
、「
炎
中
よ
り
ま

ぬ
か
れ
出
た
る
所
乃
古
紀
を
基
と
し
、
再
模
写
し
」
て
「
東
光
寺
勧
進
沙
門
頼
乗
誌
之
」、
そ

れ
を
「
時
明
治
十
六
年
一
月
日
之
写
」
と
記
載
す
る
。
こ
こ
に
は
「
古
紀
」
と
し
て
「
興
福
寺
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官
務
帳
紀
」
だ
け
具
体
名
を
掲
げ
、
東
光
寺
が
金
勝
山
の
別
院
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
は
広
く
引
用
参
照
さ
れ
る
一
方
で
、
以
前
か
ら
そ
の
真
偽
に
疑
い
が

も
た
れ
て
き
た
。
藤
本
孝
一
「
近
衛
基
通
公
墓
と
観
音
寺
蔵
絵
図
と
の
関
連
に
つ
い
て
―
『
興

福
寺
官
務
牒
疏
』
の
検
討
―
」（
一
九
八
八
年
初
出
、
藤
本
孝
一
『
中
世
史
料
学
叢
論
』　

思
文

閣
出
版　

二
〇
〇
九
年
に
収
録
）
で
は
、『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
は
す
で
に
『
仏
説
解
説
大
辞
典
』

（
一
九
三
三
年
）
の
な
か
で
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
一
四
四
一
年
（
嘉
吉
元
）
の
成
立
説

は
な
り
た
た
な
い
こ
と
、
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
も
多
く
の
疑
問
が
も
た
れ
る
こ
と
、
椿
井
文

書
と
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
馬
部
隆
弘
「
椿
井
政
隆
に
よ
る
偽
文
書

創
作
活
動
の
展
開
」（『
忘
れ
ら
れ
た
霊
場
を
さ
ぐ
る　

3
』　

栗
東
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団

　

二
〇
〇
八
年
）で
は
、『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』記
載
寺
社
の
分
布
範
囲
と
椿
井
政
隆（
一
七
七
〇

〜
一
八
三
七
年
）
の
偽
文
書
創
作
活
動
の
範
囲
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
点
に
着
目
し
て
い
る
。

　
　
　

近
代
以
前（
と
く
に
中
世
）の
偽
書
・
偽
作
に
た
い
す
る
当
時
の
人
々
の
認
識
の
あ
り
か
た
は
、

今
日
と
同
一
と
は
限
ら
な
い
。
異
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
面
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
、
今
後
は

創
作
さ
れ
て
い
く
縁
起
の
来
歴
の
ほ
か
、
人
々
が
『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
に
託
し
た
思
い
な
ど

も
あ
わ
せ
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
そ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
真
野

純
子
・
真
野
俊
和
「
寺
院
史
料
の
特
性
と
史
料
誌
の
提
唱
」『
西
垣
晴
次
先
生
退
官
記
念
宗
教
史
・

地
方
史
論
纂
』　

刀
水
書
房　

一
九
九
四
年　

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
122
）　

註
（
109
）
掲
載
文
書
。

（
123
）　

御
上
神
社
文
書
二
二
二
号
。

（
124
）　

一
六
二
〇
年
（
元
和
六
）
に
は
前
田
村
「
宮
夫
御
留
」（「
三
上
若
宮
相
撲
御
神
事
帳
」　

御
上
神
社
文
書
二
二
四
号
）
が
、
一
七
三
〇
年
（
享
保
十
五
）
か
ら
一
九
五
三
年
（
昭
和

二
十
八
）
ま
で
は
前
田
の
某
家
が
宮
仕
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
125
）　

書
き
出
し
の
文
言
と
年
次
は
、
巻
紙
奥
の
左
側
か
ら
順
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
頭
人
名
の
書

き
方
は
本
文
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
長
之
家
か
ら
順
に
頭
人
名
を
ほ
ぼ
右
か
ら
左
へ
書
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
原
則
は
右
側
に
上
座
の
頭
人
名
を
、
左
側
に
下
座
の
頭
人
名
を
記
し
た
と
み

ら
れ
る
。
巻
紙
の
袖
に
あ
た
る
部
分
は
、一
八
〇
一
年
（
寛
政
十
三
）
の
頭
人
名
を
書
き
上
げ
、

「
一
、
享
和
二
年
よ
り
者
、
別
書
ニ
有
之
事
」
で
終
わ
る
が
、
そ
の
端
裏
書
き
が
こ
の
表
題
に

あ
た
る
。
つ
ま
り
、
巻
物
に
な
っ
た
状
態
で
目
に
入
る
文
字
が
端
裏
の
表
題
「
三
上
若
宮
殿
相

撲
御
神
事
記
禄
（
マ
マ
）書

」
で
あ
る
。

（
126
）　

仲
村
研
編
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』（
雄
山
閣　

一
九
八
一
年
）
の
一
七
七　

三
上
士

忠
書
状
案
、
一
七
九　

布
施
公
雄
等
連
署
書
状
（
一
五
六
〇
年
〈
永
禄
三
〉）、
一
九
一　

保
内

商
人
請
文
案
（
一
五
五
八
年
）、
一
九
三　

田
能
村
仲
実
書
状
案
、
一
九
四　

布
施
公
雄
等
連

署
書
状
案
に
み
え
る
。
一
九
四
で
は
徳
珍
保
の
保
内
と
枝
村
と
の
紙
商
売
で
の
相
論
に
宮
木

右
衛
門
尉
賢
祐
・
布
施
淡
路
守
公
雄
と
連
署
し
て
裁
定
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
を
『
八
日
市
市

史
』（
第
二
巻　

一
九
八
三
年　

四
六
〇
ペ
ー
ジ
）
で
は
「
三
上
栖
雲
軒
士
忠
」
と
し
て
い
る

が
、
原
文
書
に
は
「
栖
雲
軒
」
あ
る
い
は
「
栖
雲
軒
士
忠
」
と
あ
る
だ
け
で
、「
三
上
」
と
い

う
名
字
の
記
載
は
な
い
。「
三
上
栖
雲
軒
（
三
上
士
忠
）」
や
「
三（
栖
雲
軒
）

上
士
忠
」
と
す
る
の
は
、『
野

洲
町
史
』（
第
一
巻　

一
九
八
七
年　

六
四
五
、六
八
〇
ペ
ー
ジ
）
で
も
同
様
で
あ
る
。

（
127
）　

御
上
神
社
文
書
五
三
号
。
同
内
容
の
一
五
号
（
後
筆
か
）
に
は
「
栖
雲
庵
」
と
あ
る
。
そ
の

後
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
小
中
路
の
「
栖
雲
庵
」
は
一
六
〇
二
年
（
慶
長
七
）
の
三
上
村
検
地

帳
に
も
名
請
人
と
し
て
で
て
く
る
が
、「
西
ノ
か
は
ら
」
を
含
め
て
三
上
村
に
田
畑
屋
敷
あ
わ

せ
て
二
三
筆
、一
町
七
畝
七
歩
、一
四
石
六
斗
四
升
六
合
を
保
有
し
て
い
た
。
一
六
二
一
年
（
元

和
七
）
に
は
、「
栖
雲
庵
祐
正
」
が
西
の
頭
人
を
つ
と
め
た
。

（
128
）　

宮
島
敬
一「
戦
国
期
に
お
け
る
六
角
氏
権
力
の
性
格
―
発
給
文
書
の
性
格
を
中
心
に
し
て
―
」

『
史
潮
』
新
第
五
号　

一
九
七
九
年
。　

（
129
）　

大
谷
家
文
書
（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
）。

（
130
）　
「
士
忠
在
判
」
と
あ
る
脇
に
「
栖
雲
軒
状
也
」
と
記
す
。
同
じ
く
「
高
好
在
判
」
の
脇
に
「
平

井
加
賀
守
御
状
也
」
と
あ
る
。

（
131
）　

勝
俣
鎮
夫
校
註
「
六
角
氏
式
目
」（『
日
本
思
想
大
系
二
一　

中
世
政
治
社
会
思
想　

上
』　

岩
波
書
店　

一
九
七
二
年
）
に
よ
れ
ば
、「
公
文
所
」
を
「
荘
園
の
管
理
事
務
所
」
と
頭
註
し

て
あ
る
。

（
132
）　

大
谷
家
文
書
（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
）。

（
133
）　

金
子
哲　

註
（
29
）
掲
載
論
文
で
は
、
三
村
を
小
中
路
村
・
大
中
路
村
・
妙
光
寺
村
と
し
、

前
田
は
小
中
路
の
出
村
、
因
幡
田
は
大
中
路
の
出
村
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
田
に

か
ん
し
て
は
、「
小
中
路
因
幡
田
前
田
三
村
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
子
説
は
成
り
立
た
な
い
。

一
九
八
三
年
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
大
中
小
路
の
集
落
は
、
大
中
小
路
（
東
と
も
い
う
）
と

西
林
寺
の
あ
る
因
幡
田
に
分
か
れ
て
、
サ
ギ
チ
ョ
ウ
（
左
義
長
）
を
お
こ
な
う
と
い
う
。

（
134
）　

総
数
計
算
で
あ
り
、
重
複
し
て
い
て
も
人
数
に
数
え
た
。

（
135
）　

高
牧
實
「
中
世
末
に
お
け
る
湖
東
の
宮
座
」『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
第
五
〇
集　

一
九
七
七
年
（
高
牧
實
『
宮
座
と
村
落
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
六
年
に
収
録　

二
四
三
ペ
ー
ジ
）。

（
136
）　

下
人
の
い
る
名
前
の
み
の
人
物
表
記
は
一
七
例
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
列
記
す
る
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
名
字
の
判
明
す
る
の
が
一
六
例
で
、
あ
と
の
一
例
も
「
宮
喜
」
と
い
っ
た
百
姓

名
と
は
異
な
る
名
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
人
を
抱
え
る
人
物
に
は
、
百
姓
は
い
な
い
と
判
断

さ
れ
る
。

①　

一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）　

東
頭
人　

頭
人
書
き
の
右
欄
（
上
座
に
該
当
）
に　
　

梅
本
坊
下

人　

二
郎
三
郎
衛
門

　

＊
一
五
七
七
年
（
天
正
五
）　

長
之
家
頭
人　

右
欄　
　

大
谷
殿
二
男
梅
本
坊
・
・
・
主
人
。

②　

一
五
六
三
年
（
永
禄
六
）　

西
頭
人　

右
欄　
　

道
悦
下
人　

三
郎
二
郎　

東
林
寺
村

　

＊
一
五
六
三
年
（
永
禄
六
）
の
裏
書
き
に
「
東
林
寺
村
中
村
道
悦
下
人　

弥
五
郎
嫡
子　

天
正
九

年
巳
年
頭
也
」
と
あ
り
。「
中
村
道
悦
」
が
主
人
。

③　

一
五
六
八
年
（
永
禄
十
一
）　

西
頭
人　

左
欄
（
下
座
に
該
当
）　　

栖
雲
軒
下
人　

彦
三
郎
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＊
一
五
七
三
年
（
天
正
元
）　

東
頭
人　

右
欄　
　

栖
雲
軒　

但
田
並
付
而
牢
人
候
条
、
金
乗
坊

請
取
被
勤
候　

　

＊
神
事
を
再
興
し
た
栖
雲
軒
が
主
人
。

④　

一
五
七
七
年
（
天
正
五
）　

西
頭
人　

左
欄　
　

栖
雲
下
人　

彦
三
郎　

小
中
路
村

　

＊
③
を
参
照
の
こ
と
。　
　
　

⑤　

一
五
七
八
年
（
天
正
六
）　

東
頭
人　

右
欄　
　

梅
本
下
人
藤
五
郎　

東
林
寺
村

　

＊
「
梅
本
」
と
は
、「
梅
本
坊
」
の
こ
と
。
①
を
参
照
の
こ
と
。

⑥　

一
五
七
八
年
（
天
正
六
）　

東
頭
人　

左
欄　
　

権
介
下
人　

太
郎
二
郎　

妙
光
寺
村

　

＊
一
五
六
九
年
（
永
禄
十
二
）　

東
頭
人　

左
欄　
　

妙
光
寺
権
介
殿
・
・
・
主
人
。

⑦　

一
五
九
四
年
（
文
禄
三
）　

西
頭
人　

左
欄　
　

 

長
二
郎
下
人　

さ
る
千
世　

東
林
寺
村

　

＊
一
五
九
八
年
（
慶
長
三
）　

長
之
家
頭
人　

左
欄　
　

平
野
長
二
郎
嫡
子
・
・
・
主
人
。

⑧　

一
五
九
九
年
（
慶
長
四
）　

西
頭
人　

右
欄　
　

金
内
下
人　

与
七　

東
林
寺
村　

元
は
ね
田

ノ
者
也

　

＊
一
五
八
〇
年
（
天
正
八
）　

長
之
家
頭
人　

右
欄　
　

上
堂
金
内
方　

　

＊
一
五
九
二
年
（
天
正
二
十
）　

長
之
家
頭
人　

左
欄　
　

上
堂
金
内
嫡
子
・
・
・
主
人
。

⑨　

一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
）　

東
頭
人　

左
欄　
　

宮
喜
下
人　

又
七

⑩　

一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
）　

西
頭
人　

左
欄　
　

小
六
下
人　

介
四
郎

　

＊
一
五
九
五
年
（
文
禄
四
）　

長
之
家
頭
人　

左
欄　
　

平
野
小
六
二
男
津
久

　

＊
一
六
〇
二
年（
慶
長
七
）の
裏
書
き
に「
小
六
殿
三
男　

平
野
忠
蔵
」と
あ
り
。平
野
小
六
が
主
人
。

⑪  

一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
）　

長
之
家
頭
人　

右
欄　
　

長
次
郎
下
人　

与
介

　

＊
「
平
野
長
二
郎
」
が
主
人
。
⑦
を
参
照
の
こ
と
。

⑫　

一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）　

東
頭
人　

右
欄　
　

八
兵
衛
下
人　

清
八

　

＊
一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）　

長
之
家
頭
人　

右
欄　
　

大
谷
八
兵
衛
・
・
・
主
人
。

⑬　

一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）　

西
頭
人　

右
欄　
　

梅
龍
下
人　

新
右
衛
門

　

＊
一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）　

長
之
家
頭
人　

右
欄　
　

竹
田
梅
龍
・
・
・
主
人
。

⑭　

一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）　

西
頭
人　

左
欄　
　

八
兵
衛
下
人　

九
郎
右
衛
門

　

＊
大
谷
八
兵
衛
が
主
人
。
⑫
の
よ
う
に
同
年
の
東
頭
人
に
も
「
八
兵
衛
下
人
」
と
だ
け
記
さ
れ
て

い
る
。

⑮　

一
六
四
〇
年
（
寛
永
十
七
）　

東
頭
人　

左
欄　
　

治
左
衛
門
下
人　

長
治
郎

　

＊
一
六
二
八
年
（
寛
永
五
）　

東
頭
人　

右
欄　
　

妙
光
寺
治
左
衛
門
殿
・
・
・
主
人
。

⑯　

一
六
六
三
年
（
寛
文
三
）　

東
頭
人　

右
欄　
　

次
左
衛
門
下
人　

三
之
丞　

妙
光
寺
村

　

＊
「
妙
光
寺
治
左
衛
門
殿
」
が
主
人
。
⑮
を
参
照
の
こ
と
。

⑰　

一
六
七
三
年
（
寛
文
十
三
）　

西
頭
人　

右
欄　
　

権
之
助
下
人
十
郎
兵
衛　

里
村

　

＊
一
七
六
七
年
（
明
和
四
）　

西
頭
人　

右
欄　
　

三
上
権
之
助
家
来　

さ　

吉
郎
兵
衛

（
137
）　

御
上
神
社
文
書
二
六
号
。

（
138
）　

御
上
神
社
文
書
二
八
号
。                                 

（
139
）　

金
子
哲　

註
（
29
）
掲
載
論
文　

二
二
七
ペ
ー
ジ
。
金
子
は
「
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）

の
長
之
屋
座
下
座
頭
人
「
東
林
寺
殿
下
人
甚
三
郎
嫡
子
通
阿
ミ
」
と
の
表
記
を
最
後
に
「
殿
」

「
方
」
の
呼
称
は
消
え
る
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
殿
」
記
載
は
影
を
潜
め
て
い
く
も
の
の
、

一
六
〇
五
年
（
慶
長
十
）
の
西
上
座
頭
人
「
神
舘
殿
下
人
前
田
村
与
三
郎
」、一
六
〇
八
年
（
慶

長
十
三
）
の
長
之
家
下
座
頭
人
「
神
舘
殿
御
孫
嫡
子
」、
一
六
二
二
年
（
元
和
八
）
長
之
家
下

座
頭
人
「
神
舘
殿
」、
一
六
二
三
年
（
元
和
九
）
に
は
、
長
之
家
下
座
「
平
野
長
左
衛
門
殿
」、

東
下
座
頭
人
「
永
田
主
馬
殿
」、西
上
座
頭
人
「
平
（
野
脱
）長
左
衛
門
殿
下
人
作
介
」、西
下
座
頭
人
「
忠

兵
衛
殿
下
人
市
兵
衛
」
と
い
う
よ
う
に
記
載
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
後
も
と
き
た
ま
、

「
殿
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
方
」
記
載
は
、
頭
人
名
と
し
て
で
は
な
い
が
、
一
五
九
六

年
（
文
禄
五
）
に
長
之
家
の
新
入
り
と
し
て
「
上
堂
金
内
方
二
男
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
以
降

の
記
載
は
み
あ
た
ら
な
い
。

（
140
）　

殿
衆
と
百
姓
は
、
文
禄
年
間
に
は
侍
衆
と
百
姓
と
い
う
階
層
差
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

一
五
九
五
年
（
文
禄
四
）
六
月
十
一
日
付
の
「
天
罰
霊
社
前
書
」（
大
谷
家
文
書
）
に
よ
る
と
、

理
由
は
不
明
で
あ
る
が
百
姓
と
侍
衆
が
出
入
り
を
お
こ
し
、百
姓
側
は
公
儀
に
訴
え
た
も
の
の
、

曲
事
と
み
な
さ
れ
、
詫
び
を
入
れ
る
こ
と
で
落
着
し
て
い
る
。
敗
訴
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
侍

衆
と
対
立
し
て
訴
訟
を
お
こ
す
ほ
ど
に
百
姓
た
ち
は
力
を
つ
け
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
141
）　

山
路
興
造
は
「
ず
い
き
祭
り
の
概
観
」（『
三
上
の
ず
い
き
祭
り
』
ず
い
き
祭
保
存
会　

二
〇
〇
一
年
）
一
〇
ペ
ー
ジ
で
「
こ
の
宮
座
の
場
合
、
本
来
の
長
之
屋
を
使
用
し
て
宮
座
を
お

こ
な
う
長
之
屋
（
座
）
に
は
、
社
家
な
ど
の
支
配
者
層
が
属
し
、
以
下
東
座
、
西
座
が
そ
れ
に

続
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
点
で
歴
史
的
に
は
、
は
っ
き
り
と
階
層
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
長
之
屋
（
座
）
へ
の
下
人
層
の
加
入
が
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。」
と
記
述
す
る
が
、
相

撲
神
事
の
再
興
当
初
か
ら
長
之
家
に
下
人
が
存
在
し
て
い
た
。
山
路
は
、
さ
ら
に
続
け
て
「
御

上
神
社
に
は
、
長
之
屋
以
下
の
宮
座
組
織
以
外
に
、
諸
頭
と
呼
ぶ
階
層
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
他
所
の
例
か
ら
考
え
て
、
こ
の
諸
頭
も
一
種
の
宮
座
に
よ
る
中
世
的
祭
祀
組
織
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
若
宮
社
の
祭
祀
に
は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
。（
中
略
）
御
上
神
社

に
は
、
別
に
四
月
の
大
祭
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
別
の
原
理
を
持
つ
祭
祀
組
織
が
存
在
し
た
は
ず

で
あ
る
。
諸
頭
は
そ
の
宮
座
と
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、今
は
触
れ
な
い
。」と
述
べ
る
。

し
か
し
、
本
論
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
諸
頭
」
と
は
、
長
之
家
・
東
・
西
の
成
員
を
指

し
て
い
た
。
ま
た
、
真
野
純
子　

註
（
104
）
掲
載
論
文
で
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
春
の
祭
礼

組
織
を
宮
座
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
142
）　
「
下
人
」は
一
六
七
〇
年
以
降
し
だ
い
に「
家
来
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、そ
の
後
、

近
年
ま
で
デ
イ
リ
（
出
入
り
）
と
称
さ
れ
て
い
た
。
現
在
、
大
谷
家
に
は
三
上
に
分
家
や
親
類

が
い
な
い
が
、
デ
イ
リ
で
あ
っ
た
山
出
に
住
む
八
軒
の
家
々
（
東
と
西
に
所
属
）
と
は
親
類
に

準
じ
た
つ
き
あ
い
を
し
、
一
九
七
九
年
の
頭
人
の
と
き
に
は
、
ず
い
き
神
輿
の
作
成
に
隣
親
類

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
家
の
協
力
を
仰
い
で
い
た
。

（
143
）　

大
谷
家
文
書
（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
）。
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（
144
）　

人
身
御
供
に
つ
い
て
は
、「
三
上
山
大
明
神
由
来
之
事
」（
御
上
神
社
文
書
一
九
五
号
）
に
詳

し
い
が
、
こ
こ
で
は
一
七
三
一
年
（
享
保
十
六
）
の
三
上
大
明
神
由
来
書
（
御
上
神
社
文
書

一
四
四
号
）
か
ら
引
用
し
た
。
一
四
四
号
は
切
り
貼
り
部
分
も
あ
り
、「
叩
」
の
箇
所
で
は
、

切
り
取
っ
た
下
に
「
叩
」
の
字
を
書
い
た
紙
を
差
し
込
ん
で
あ
っ
た
。

（
145
）　

中
村
嘉
兵
衛
家
、
中
村
す
み
氏
（
一
九
〇
八
年
生
ま
れ
）
か
ら
の
一
九
七
八
年
聞
き
取
り
に

よ
る
。
人
身
御
供
に
つ
い
て
は
異
説
も
二
、三
あ
る
が
、
中
村
嘉
兵
衛
家
に
伝
え
ら
れ
た
話
は
、

御
上
神
社
に
伝
来
す
る
註
（
144
）
掲
載
の
内
容
で
あ
っ
た
。

（
146
）　
『
野
洲
町
史
』
第
二
巻　

二
二
ペ
ー
ジ
。

（
147
）　

一
七
〇
四
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
大
花
平
一
二
枚
、
小
花
平
九
〇
枚
を
市
方
で
調
え
る
こ
と

と
な
り
、
大
花
平
の
六
枚
が
芝
原
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
148
）　

御
上
神
社
に
保
管
さ
れ
る
「
昭
和
廿
一
年
以
降
神
事
米
綴
」
に
よ
る
と
、
神
事
米
の
長
之
家

頭
人
分
は
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）
か
ら
東
と
西
の
頭
人
と
同
じ
八
升
と
な
っ
た
が
、
そ

れ
ま
で
は
六
升
五
合
で
あ
っ
た
。

（
149
）　

こ
れ
ま
で
に
神
事
の
負
担
を
減
ら
す
方
策
と
し
て
、
神
事
倹
約
令
が
だ
さ
れ
た
り
、
生
活
改

善
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
一
九
七
五
〜
一
九
八
三
年
の
筆
者
調
査
時
で
は
、

頭
人
に
な
れ
ば
、
家
を
建
て
替
え
た
り
、
少
な
く
と
も
畳
・
壁
・
襖
・
カ
マ
ド
を
新
し
く
し
た
。

頭
人
順
が
定
ま
っ
て
い
な
い
東
で
は
、
そ
れ
を
機
に
「
神
事
・
嫁
入
り
は
め
で
た
い
」
と
い
っ

て
、
婚
礼
と
同
年
に
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
家
も
あ
っ
た
が
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
）
頃

ま
で
は
負
担
の
重
さ
か
ら
頭
人
の
延
期
を
願
い
出
る
者
も
お
り
、
東
公
文
も
頭
人
の
選
出
に
は

苦
慮
し
た
と
い
う
。

（
150
）　

一
七
六
〇
年
（
宝
暦
十
）
頃
か
ら
、
主
従
関
係
で
お
り
な
さ
れ
る
儀
礼
行
為
が
く
ず
れ
か
け

て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
家
来
は
自
宅
で
御
菓
子
を
盛
り
た
い
旨
の
願
い
を
主
に
申
し
出
は
じ
め

る
が
、
最
初
の
う
ち
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
真
野
純
子　

註
（
14
）
掲
載
論
文　

四
一
一
〜
四
一
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

（
151
）　

御
上
神
社
文
書
九
号
。
御
上
神
社
文
書
翻
刻
集
（
謄
写
版
印
刷
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
152
）　

斎
藤
弘
美
「
近
世
村
落
の
形
成
と
分
村
―
妙
光
寺
村
の
場
合
―
」『
近
江
村
落
社
会
の
研
究
』

第
四
号　

一
九
七
九
年
。
一
五
九
一
年
（
天
正
十
九
）
一
月
二
十
八
日
付
の
「
江
州
野
洲
郡
三

上
内
妙
光
寺
村
御
検
地
帳
」
写
し
は
、
妙
光
寺
分
の
み
の
記
載
で
あ
る
。
同
年
の
三
上
全
体
の

検
地
帳
は
散
見
し
な
い
。

（
153
）　

斎
藤
弘
美　

註
（
152
）
掲
載
論
文
。
た
だ
し
、名
寄
登
録
人
の
三
郎
左
衛
門
（
無
屋
敷
）
は
、

一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
）
に
東
の
頭
人
を
つ
と
め
て
お
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
計
算
に
加
え
て

処
理
し
た
。

（
154
）　

御
上
神
社
文
書
一
九
四
号
（
御
上
神
社
文
書
翻
刻
集
）。

（
155
）　

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
三
上
で
は
途
絶
え
た
屋
敷
を
購
入
し
た
り
譲
り
受
け
た
場
合
、

そ
の
屋
敷
先
祖
を
自
家
の
先
祖
と
同
じ
よ
う
に
祀
る
例
が
し
ば
し
ば
確
認
さ
れ
る
。
吉
右
衛
門

家
は
喜
多
殿
屋
敷
を
取
得
し
、
現
在
で
も
屋
敷
先
祖
と
し
て
喜
多
殿
を
祀
っ
て
い
る
。

（
156
）　

屋
敷
の
所
有
が
住
人
と
見
な
さ
れ
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
で
も
変
わ
ら
な

い
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
七
年
現
在
、
夫
の
赴
任
地
で
あ
る
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
住
ん
で
い
る
が
、

前
任
地
の
新
潟
県
上
越
市
に
家
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
を
留
守
に
し
て
い
て
も
自
治
会
費

（
町
内
会
費
）
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
と
新
潟
県
上
越
市
の
双
方
に
納
め
て
い
る
。
屋
敷
地
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
に
た
い
し
て
の
発
言
権
も
幾
分
も
ち
あ
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
同
時
に

義
務
や
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

（
157
）　

註
（
110
）
参
照
。

（
158
）　

真
野
純
子　

註
（
76
）
掲
載
論
文　

二
三
八
ペ
ー
ジ
。

（
159
）　

三
上
庄
内
に
は
散
所
や
大
機
院
（
東
福
寺
末
院
）
の
所
領
が
あ
っ
た
り
と
、
三
上
庄
が
御
上

神
社
と
必
ず
し
も
一
体
化
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
上
庄
の
地
主
神
が
若
宮
で
あ
っ
て
、

村
人
が
神
前
に
祈
願
し
起
請
し
た
の
は
、
地
主
若
宮
の
方
で
あ
っ
た
。

　
　
　

江
戸
時
代
初
期
の
例
で
は
あ
る
が
、
三
上
山
で
の
盗
木
禁
止
な
ど
の
村
中
諸
色
法
度
を
決
め

た
時
、
一
六
七
八
年
（
延
宝
六
）
十
一
月
二
十
二
日
付
で
神
前
で
「
庄
屋
、
肝
煎
中
」
に
た
い

し
て
起
請
文
を
し
た
た
め
、
三
上
村
の
一
七
〇
人
が
「
則
男
子
ハ
十
五
歳
を
限
り
、
右
法
度
之

趣
相
守
可
申
候
と
の
、
お（
於
）神
前
致
血
判
」
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
十
二
月
二
十
五
日
付
の
状
に

は
、「
惣
村
中
打
寄
相
談
之
上
、
如
此
法
度
相
究
候
、
山
廻
り
弐
人
付
お（
於
）　

神
前
若
宮
殿
鐘
を

つ
き
、
雖
為
親
子
兄
弟
少
も
見
隠
不
申
、（
略
）
村
中
ハ
右
之
法
度
相
背
申
間
敷
と
の
、
於　

神
前
神
酒
給
申
候
」
と
あ
る
。
ま
た
、
一
六
八
二
年
（
天
和
二
）
三
月
十
七
日
付
で
、
小
中
小

路
村
の
住
人
が
盗
人
で
な
い
身
の
潔
白
を
証
す
た
め
、「
若
宮
於　

神
前
テ
か
ね
つ
き
申
者
也
」

と
あ
り
（
以
上
は
御
上
神
社
文
書
一
一
〇
号
。
御
上
神
社
文
書
翻
刻
集
よ
り
引
用
）、
地
主
若

宮
に
お
い
て
起
請
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

御
上
神
社
の
本
殿
へ
起
請
文
を
献
げ
た
の
は
、
御
上
神
社
側
（
社
家
）
が
関
与
し
た
り
、
訴

訟
に
か
ら
む
よ
う
な
公
の
場
合
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
永
禄
年
間
の
東
林
寺
社
家
衆
と
三
村

衆
と
の
間
に
お
こ
っ
た
簗
場
相
論
で
の
起
請
文
を
献
げ
る
こ
と
や
、
御
籤
で
の
決
着
は
御
上
神

社
の
本
殿
で
お
こ
な
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

　
【
付
記
】
二
〇
〇
七
年
三
月
提
出
。
後
に
一
部
加
筆
修
正
。

（
学
識
経
験
者
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇
九
年
一〇
月
二
日
受
付
、
二
〇
一〇
年
五
月
二
五
日
審
査
終
了
）
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The festival named “Zuiki-Matsuri” in Mikami in Shiga Prefecture has interested a lot of scholars who study 

about Miyaza, a kind of Shrine ritual and festival. In this festival, 5 men called “Tounin” who were selected from 3 

groups （Chounoya, Higashi, Nishi） each prepare a rice cake named Hanabira-mochi and a portable shrine made 

from stalks of taros. Tounins belonging to Higashi and Nishi give young boys as Sumo wrestlers at Shibahara-

shiki, a shrine ritual that has continued since the 16th century. In each group there is a man named “Kumon” who 

selects Tounin from the group.

The name of Kumon began from a manor official in medieval Japan. But nobody studied facts in Mikami in 

detail. In this paper, I investigated by using archives and records of tradition about the existence of Kumon and 

the origin of each group in Mikami. Furthermore, I explained make-up of Shibahara-shiki.

Even now, the main characters are not 5 Tounins, but 3 Kumons at Shibahara-shiki. The group name of 

Chounoya means a shrine building; the group name of Higashi means sitting on the ground at the east side; the 

group name of Nishi means sitting on the ground at the west side. The system of this shrine ritual was organized 

on the basis of the receipt system of the manor. To tell the origin, Chounoya was on the basis of the territory of 

Mikami-shrine, Higashi was on the basis of the manor in Mikami, Nishi was on the basis of Sanjo in Mikami, 

where various people gathered from here and there. In each territory, there was a Kumon. 

The Kumon selects the next year’s Tounin and at Shibahara-shiki, each Kumon presents a paper written with 

the Tounin’s names of next year, to their leader. And at Hanabira-mochi and Hanabira-kago, which were made by 

5 Tounins, they are handed to the Kumons. Hanabira-mochi symbolized an ox’s tongue. Hanabira-kago  was used 

as an ox’s muzzle after the ritual. Then a masked man of Sarutahiko, who is said to be the messenger of the god 

of Mikami-shrine, enters the central court and thrusts a spear and throws his nasal mucus toward Kumon. This 

action means the god gives energy. 

The people of the middle ages believed the energy of the god produced fertility and security. This shrine 

ritual, which was made for Kumon, controlled society in the middle ages in Mikami. Especially Hanabira-kago 

which covered the ox’s mouth, was used as a plow, meaning Kumon forced agriculture on the people who lived in 

Mikami. 

In this report, I indicated the 3 steps in the changing of Kumon in relation to the point in history and showed 

actual people who were Kumon. 
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